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ま
ず
は
ミ
ド
ル
の
現
状
を
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

と
比
較
す
る
こ
と
で
浮
き
彫
り
に
し
て
み
よ

う
。
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
特
任
研
究
顧
問
の
野

田
稔
氏
は
、
自
身
が
代
表
を
務
め
る
ミ
ド
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
ミ

ド
ル
層
（
35
〜
41
歳
）
7
1
3
人
、
ジ
ュ
ニ

ア
層
（
22
〜
28
歳
）
3
1
0
人
か
ら
回
答
を

得
た
。
以
下
の
デ
ー
タ
は
こ
の
調
査
を
集
計

し
た
も
の
だ
。

 

「
上
の
世
代･

下
の
世
代
に
比
べ
て
、
あ
な

た
方
の
世
代
に
責
務
が
集
中
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
、
思
う
、
思
わ

な
い
で
答
え
て
も
ら
っ
た
（
図
表
1
）。

　

自
分
た
ち
の
世
代
に
責
務
が
集
中
し
て
い

る
と
答
え
た
の
は
ミ
ド
ル
層
の
54
・
7
％
で
、

過
半
数
を
超
え
た
。
一
方
ジ
ュ
ニ
ア
層
は
、

「
思
わ
な
い
」
が
69
・
7
％
だ
っ
た
。
ミ
ド

ル
層
で
は
よ
り
「
自
分
た
ち
の
世
代
に
責
務

が
集
中
し
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
特
に
ど
の
よ
う

な
点
で
責
務
が
集
中
し
て
い
る
と
感
じ
る
か

を
ミ
ド
ル
に
尋
ね
る
と
、「
仕
事
の
範
囲
が

広
す
ぎ
る
」「
業
務
の
量
が
多
す
ぎ
る
」
が

断
然
多
く
、7
割
近
い
人
が
挙
げ
て
い
た（
図

表
2
）。

仕
事
量
の
増
大
や

ポ
ス
ト
不
足
に
不
満

　

ミ
ド
ル
世
代
の
「
不
満
」
に
注
目
し
て
み

て
も
、
同
様
の
傾
向
が
読
み
取
れ
た
。
上
や

下
の
世
代
と
比
べ
た
場
合
、
不
満
が
あ
る
か

な
い
か
を
聞
い
て
み
る
と
、
ミ
ド
ル
層
で
不

満
が
「
あ
る
」
は
55
％
（
ジ
ュ
ニ
ア
層
は
45

％
）。
不
満
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
内
容

を
聞
く
と
、「
仕
事
量
の
増
大
」「
管
理
面
の

強
化
」「
ポ
ス
ト
不
足
」
を
挙
げ
る
ミ
ド
ル

層
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
層
よ
り
も
多
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
2
つ
の
世
代
で
違
い
が
際
立
っ
た

の
は
、
評
価･

報
酬
制
度
の
あ
り
方
と
、
同

世
代
間
に
お
け
る
格
差
の
状
況
だ
。「
あ
な

た
の
評
価･

報
酬
制
度
は
一
言
で
言
う
と
ど

の
よ
う
な
も
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、

ミ
ド
ル
層
の
7
割
は「
い
わ
ゆ
る
成
果
主
義
」

と
回
答
。
こ
れ
が
ジ
ュ
ニ
ア
層
に
な
る
と
成

果
主
義
は
45
％
に
と
ど
ま
り
、
年
功
序
列
が

半
数
を
超
す
。「
同
世
代
間
に
格
差
は
あ
る

か
」
と
の
問
い
に
は
ミ
ド
ル
層
の
4
割
弱
が

「
大
い
に
あ
る
」
と
回
答
し
た
（
ジ
ュ
ニ
ア

層
で
は
1
割
弱
に
と
ど
ま
る
）。

　

次
の
パ
ー
ト
で
は
ミ
ド
ル
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
考
察
が
展
開
さ
れ
、
そ
こ
で

は
成
果
主
義
導
入
な
ど
に
よ
る
雇
用
シ
ス
テ

ム
の
大
き
な
変
化
が
ミ
ド
ル
を
直
撃
し
た
こ

と
、
そ
れ
が
ミ
ド
ル
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
デ

ー
タ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
の
調
査
で

指
摘
さ
れ
た
、「
ミ
ド
ル
へ
の
責
務
の
集
中
」

│
│
。
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
現
状
に
つ
い

て
、
日
本
の
有
力
企
業
の
人
事
責
任
者
に
質

多
重
責
務
者
の
ま
ま
で
い
い
の
か

デ
ー
タ
を
通
じ
た
現
状
の
把
握
か
ら
、
特
集
を
始
め
よ
う
。
下
の
世
代
と
の
比
較
、
人
事
責
任
者
や
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
自
身
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
─
─

多
彩
な
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
、
ミ
ド
ル
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
が
見
え
て
く
る
。

組
織
内
で
果
た
す
べ
き
役
割
、
キ
ャ
リ
ア
の
あ
り
方
。
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
の
糸
口
は
、
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。

　
  　

　
　
　
　

─
─
調
査
に
映
し
出
さ
れ
た
現
状

取材・文／前川裕志（本誌）　五嶋正風（本誌）
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【図表3】あなたの評価･報酬制度は一言で言うとどのようなものですか

出典：野田 稔『中堅崩壊』（ダイヤモンド社、P.74）

【図表1】上の世代･下の世代に比べて、あなた方の世代に
　　　  責務が集中していると思いますか

出典：野田 稔『中堅崩壊』（ダイヤモンド社、P.93）

【図表4】同世代間で格差はありますか

出典：野田 稔『中堅崩壊』（ダイヤモンド社、P.74）

問
し
た
、
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
調
査
デ
ー
タ

（
※
1
）
を
見
る
と
、
さ
ら
に
明
確
な
像
を

結
ん
で
く
る
。

　

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
職
務
環
境
が
、
10

年
前
と
比
べ
て
ど
う
変
化
し
た
か
を
人
事
責

任
者
に
聞
い
た
（
図
表
5
）。

 

「
管
理
す
べ
き
非
正
社
員
部
下
が
増
え
た
」

「
仕
事
の
種
類
（
数
）
が
増
え
た
」「
目
標
の

難
度
が
高
ま
っ
た
」「
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス

が
増
え
た
」「
労
働
時
間
が
長
く
な
っ
た
」。

こ
れ
ら
の
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
す

る
人
事
が
多
か
っ
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
ミ
ド
ル
の
ブ
レ
イ
ク
ス

ル
ー
に
つ
い
て
、「
組
織
に
お
け
る
ミ
ド
ル

の
役
割
」「
ミ
ド
ル
個
人
の
成
長
、
キ
ャ
リ

ア
の
あ
り
方
」
と
い
う
2
つ
の
側
面
か
ら
道

筋
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
後
者
の
成

長
や
キ
ャ
リ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
課
題

を
示
す
デ
ー
タ
も
こ
こ
で
示
し
て
お
こ
う
。

　

各
企
業
の
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る

取
り
組
み
状
況
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
に
対
す
る
心
も
と
な
さ
を
感
じ

さ
せ
る
回
答
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
。
例
え

ば
成
長
を
考
慮
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
は
「
以
前
か
ら
実
施
」
は
3
割
弱
。「
最

近
始
め
た
」を
加
え
て
も
5
割
に
満
た
な
い
。

ミ
ド
ル
対
象
の
個
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、

「
以
前
か
ら
実
施
」「
最
近
始
め
た
」
を
合
わ

せ
て
も
5
割
に
と
ど
ま
る
。
ミ
ド
ル
の
相
互

学
習
機
会
の
整
備
に
至
っ
て
は
「
以
前
か
ら

実
施
」「
最
近
始
め
た
」
を
合
わ
せ
て
3
分

の
1
程
度
し
か
な
い
（
図
表
6
）。
企
業
が

ミ
ド
ル
の
成
長
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
は
、
到
底
言
い

難
い
現
状
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

 

「
組
織
内
の
役
割
」
と
い
う
観
点
で
は
仕
事

や
責
任
が
集
中
し
、
そ
れ
ら
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
、

「
個
人
の
成
長
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
と
い
う

観
点
か
ら
は
、
会
社
か
ら
十
分
な
支
援
を
受

け
て
い
る
と
は
言
い
難
い
現
状
が
見
て
取
れ

る
ミ
ド
ル
。

本
務
が
見
え
に
く
く

力
を
出
し
て
働
け
な
い

　

こ
う
し
た
状
況
を
野
田
氏
は
「
ミ
ド
ル
の

多
重
責
務
者
化
」
と
呼
び
、警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
部
下
に
成
果
を
出
さ
せ
ろ
と
発
破
を
か
け

ら
れ
、
一
方
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
配
慮

を
求
め
ら
れ
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
の
業

績
目
標
も
持
た
さ
れ
る
。
理
念
の
浸
透
役
を

期
待
さ
れ
、
個
人
情
報
管
理
、
内
部
統
制
、

C
S
R
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
な
ど
、
新

し
い
試
み
の
実
行
主
体
者
も
ミ
ド
ル
が
負

う
」。
ま
さ
に
多
重
責
務
者
で
あ
り
、
攻
め

か
守
り
か
、
仕
事
で
と
る
べ
き
姿
勢
も
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。「
本
来

人
は
『
こ
れ
が
自
分
の
本
務
』
と
い
う
の
が

明
確
で
な
い
と
力
を
出
し
て
働
け
な
い
も

の
。
現
状
の
ミ
ド
ル
は
自
ら
の
本
務
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

野
田
氏
は
、
ミ
ド
ル
活
性
化
の
焦
点
は
35

〜
41
歳
の
ミ
ド
ル
前
期
に
あ
る
と
説
く
。「
知

識
、
人
脈
が
充
実
し
、
体
力
も
あ
る
時
期
。

そ
こ
で
既
存
の
組
織
の
維
持
管
理
で
は
な

く
、
将
来
会
社
を
支
え
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
よ
う
な
、
新
た
な
事
業
の
創
造
に
取
り

【図表2】責務が集中していると思う場合、それは特にどのような点で
　　　  感じますか

出典：野田 稔『中堅崩壊』（ダイヤモンド社、P.93）

■ いわゆる成果主義　■ 年功序列　■その他

■ 大いにある　■ 多少ある　■ほとんどない
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【図表5】ミドルマネジャーの職務環境

出典：ワークス研究所『人材マネジメント調査 2007』、P.149

【図表7】企業ミドルとしての時間配分

出典：企業活力研究所『企業内ミドルマネジメントが十分な役割を果たすための人材育成に関する調査
研究報告書』、P.31

【図表6】ミドルマネジャーに対する取り組み=メニュー

出典：ワークス研究所『人材マネジメント調査 2007』、P.279

組
む
べ
き
だ
。
そ
れ
を
本
務
と
す
べ
き
な
の

で
す
」。
こ
う
し
た
働
き
方
を
実
現
す
る
ミ

ド
ル
の
新
た
な
役
割
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
で

見
ら
れ
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
」
を
参
考

に
し
よ
う
と
い
う
が
、
そ
の
主
張
の
詳
細
は

後
に
譲
ろ
う
。

　

企
業
活
力
研
究
所
が
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
つ
い
て
ま
と
め
た
調
査
研
究
報
告
書
は
、

ミ
ド
ル
の
役
割
に
つ
い
て
ま
た
違
っ
た
見
方

を
示
す
。

　

報
告
書
を
ま
と
め
た
同
研
究
所
の
人
材
育

成
研
究
会
は
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め

ら
れ
る
役
割
を
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
ビ
ジ

ネ
ス
の
環
境
変
化
を
見
極
め
、
変
革
の
た
め

の
ビ
ジ
ョ
ン･

戦
略
を
構
築･

推
）」「
マ
ネ
ジ

ャ
ー
シ
ッ
プ
（
チ
ー
ム
を
効
果
的･

効
率
的

に
、
管
理･

運
用
）」「
プ
レ
イ
ヤ
ー
シ
ッ
プ

（
自
分
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
遂
行
）」
の
3
つ

に
整
理
。
そ
れ
ら
の
役
割
を
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
ど
う
果
た
し
て
い
る
か
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
探
っ
た
（
※
2
）。

　

上
記
3
つ
の
役
割
に
、
理
想
と
し
て
は
ど

の
く
ら
い
時
間
を
配
分
す
べ
き
で
、
実
際
は

ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
割
い
て
い
る
か
を
ミ

ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
自
身
に
聞
い
た
（
図
表

7
）。
理
想
で
は
全
体
の
3
分
の
1
程
度
に

抑
え
た
い
「
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
の
時
間
配
分
が
、

実
際
は
半
分
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。「
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
プ
レ
イ
ン

グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
化
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
比
重
も

高
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
は
よ
く
聞
か
れ

る
が
、
そ
う
し
た
見
方
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ

だ
。

　

一
連
の
調
査
研
究
を
受
託
し
た
、
東
レ
経

営
研
究
所
の
人
材
開
発
部
門
長
、
渕
野
康
一

氏
は
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
が
プ
レ
イ

ヤ
ー
に
偏
重
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
短

期
的
な
業
績
の
評
価
を
重
視
す
る
成
果
主
義

導
入
の
影
響
を
指
摘
す
る
。「
人
件
費
を
は

じ
め
、
資
源
の
再
配
分
に
は
効
果
を
上
げ
た

成
果
主
義
だ
が
、
一
方
で
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
役
割
に
つ
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
マ
ネ
ジ
ャ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
、
定
量
評
価

し
に
く
い
役
割
を
後
回
し
に
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
説
明
す
る
。

「
組
織
に
お
け
る
役
割
」と
、「
個
人
の
成
長
、

キ
ャ
リ
ア
の
あ
り
方
」。
ど
ち
ら
の
観
点
に

立
っ
て
も
、
ミ
ド
ル
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を

真
剣
に
模
索
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
こ
の
後
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
手

が
か
り
に
ミ
ド
ル
の
現
状
を
さ
ら
に
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
上
記
2
つ
の
テ
ー
マ
を
掘
り

下
げ
る
論
考
を
展
開
し
て
い
く
。

※
1　
「
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
2
0
0
7
」。
日
本
の
主

要
企
業
5
1
1
社
に
発
送
し
、
1
5
6
社
の
人
事
責
任
者

か
ら
回
答
を
得
た（
回
収
率
31
％
）。
調
査
は
2
0
0
7
年
8

月
24
日
か
ら
2
0
0
8
年
1
月
11
日
に
実
施
し
た
。

※
2　
「
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
実
態
調
査
」。
対
象

は
30
〜
59
歳
の
民
間
企
業
正
社
員
で
、
部
下
を
持
つ
ミ
ド
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
1
0
0
0
人
（
男
性
7
割
、
女
性
3
割
。
従
業

員
1
0
0
0
人
以
上
の
企
業
に
勤
め
る
人
5
0
0
人
、

1
0
0
人
以
上
1
0
0
0
人
未
満
と
1
0
0
人
未
満
に
勤

め
る
人
が
2
5
0
人
ず
つ
回
答
）。
ネ
ッ
ト
に
よ
る
無
記
名
式

調
査
で
、
2
0
0
7
年
11
月
〜
12
月
に
実
施
し
た
。

■リーダー　■マネジャー　■プレイヤー
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1
9
9
0
年
代
の
一
連
の
人
事
制
度
改
革

に
よ
っ
て
、「
人
と
組
織
の
関
係
」は
悪
化
し
、

ま
た
歪
曲
し
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ

う
し
た
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
「
従
業
員

サ
ー
ベ
イ
」「
従
業
員
満
足
度
調
査
」
な
ど

を
実
施
す
る
企
業
は
少
な
く
な
い
。し
か
し
、

個
別
企
業
の
枠
組
み
を
超
え
た
、
定
量
的
な

「
人
と
組
織
の
関
係
」
の
測
定
は
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

実
態
の
把
握･

打
開
策
の
探
索
を
目
的
に
、

大
企
業
の
従
業
員
を
対
象
と
し
た
「『
人
と

組
織
の
関
係
』
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し

た
。
多
変
量
解
析
の
一
種
、
確
証
的
因
子
分

析
に
よ
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す

る
要
素
＝
「
組
織･

仕
事･

社
会･

形
式
的
報

酬
の
4
領
域
、14
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
誘
因
」

を
体
系
化
し
た
（
図
表
8
）。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
人
と
組
織
の
関
係
を

考
え
る
上
で
は
、
会
社
に
対
す
る
満
足
度
、

会
社
に
い
続
け
た
い
意
向
と
い
っ
た
「
会
社

と
の
関
係
」
と
、
仕
事
へ
の
満
足
、
今
の
仕

事
を
続
け
た
い
意
向
と
い
っ
た
「
仕
事
と
の

関
係
」
が
良
好
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
働

く
個
人
が
、
そ
の
会
社
に
お
い
て
現
在
の
仕

事
を
し
て
い
る
中
で
、
自
己
を
確
立
し
て
い

る
こ
と
。
つ
ま
り
「
自
我
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
確
立
」
が
果
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
だ
。

3
つ
の
コ
ア
誘
因
が

チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
時
代
の

要
請
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
応
な
ど
を

勘
案
す
れ
ば
、
個
人
が
自
分
ら
し
く
、
生
き

生
き
と
い
ら
れ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
人

と
組
織
の
関
係
の
絶
対
条
件
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。「
会
社
と
の
関
係
」「
仕
事
と

の
関
係
」「
自
我
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確

立
」
と
い
う
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
14
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
誘
因
の
関
係
を
分
析
す
る
と
、

特
に
重
要
な
3
つ
の
コ
ア
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
誘
因
が
抽
出
さ
れ
た
。「
会
社
と
の
関
係
」

で
は
帰
属
意
識
の
概
念
に
も
近
い
③「
組
織

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」、「
仕
事
と
の
関
係
」

で
は
4
つ
の
仕
事
要
件
の
中
で
最
も
目
的
的

な
⑨「
仕
事
自
体
の
楽
し
み
」、そ
し
て
「
自

我
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
」
の
代
理
指

標
で
あ
る
「
本
来
感
」
に
お
い
て
は
、⑥
「
仕

事
で
の
成
長
実
感
」
の
3
つ
だ
（
※
）。
こ

れ
ら
が
個
人
の
中
で
同
時
に
獲
得
さ
れ
る
状

況
を
、組
織
は
実
現
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。

そ
れ
が
人
と
組
織
の
“
い
い
関
係
”
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　

本
論
の
ミ
ド
ル
問
題
に
入
ろ
う
。
3
つ
の

コ
ア･

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
誘
因
の
獲
得
状 

況
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
（
22
〜
34
歳
）･

ミ
ド
ル

（
35
〜
44
歳
）･

シ
ニ
ア
（
45
〜
59
歳
）
に
よ

っ
て
、
ど
う
違
う
の
か
を
表
し
て
み
た
（
図

表
9
）。
ミ
ド
ル
は
総
じ
て
低
い
こ
と
が
、

一
目
瞭
然
だ
。
類
似
す
る
先
行
研
究
で
は
、

③「
組
織
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
は
年
齢･

在
籍
年
数
と
と
も
に
上
昇
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
と
同
程
度
の
ス
コ
ア
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
⑥「
仕
事
で
の
成
長
実

感
」
⑨「
仕
事
自
体
の
楽
し
み
」
と
も
に
、

揺
れ
る
ミ
ド
ル
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

こ
こ
で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し
、
ミ
ド
ル
の
現
状
に
、
さ
ら
に
深
く
切
り
込
ん
で
み
よ
う
。

デ
ー
タ
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
い
く
つ
か
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
要
素
。
そ
の
獲
得
状
況
を

世
代
別
に
比
較
し
て
み
る
と
、
ミ
ド
ル
世
代
の
低
迷
が
く
っ
き
り
と
見
え
て
き
た
。

豊
田
義
博
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
主
任
研
究
員
）

●　
「『
人
と
組
織
の
関
係
』
に
関
す
る
調
査
」
調

査
概
要

調
査
主
体
：
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト 

ワ
ー
ク
ス
研

究
所

調
査
時
期
：
2
0
0
7
年
11
月

調
査
対
象
：
首
都
圏
在
住
で
、従
業
員
5
0
0
名

以
上
の
企
業
に
在
籍
す
る
20
代
〜
50
代
の
大
卒

男
性
正
社
員

調
査
サ
ン
プ
ル
：
1
9
8
4
名

※　
「
組
織
と
の
関
係
」「
仕
事
と
の
関
係
」「
本
来

感
」を
被
説
明
変
数
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
誘
因
14
因

子
を
説
明
変
数
と
し
て
、共
分
散
構
造
分
析
を
行

っ
た
。
ま
た
、
業
種･

業
態･

企
業
特
性
の
異
な
る

企
業
4
社
の
従
業
員
に
も
同
調
査
を
行
い
、
同
様

の
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ン
プ
ル

で
の
分
析
結
果
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
傾
向
で
あ
っ
た
。
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平
均
的
な
ジ
ュ
ニ
ア
の
ス
コ
ア
よ
り
下
位

で
、
シ
ニ
ア
と
の
ス
コ
ア
差
は
歴
然
と
し
て

い
る
。
い
っ
た
い
ミ
ド
ル
に
、
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

デ
ー
タ
を
探
索
し
て
い
く
と
、
ジ
ュ
ニ
ア

･

ミ
ド
ル･

シ
ニ
ア
と
い
う
「
世
代
ご
と
の
役

職
構
成
の
違
い
」
と
「
役
職
別
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
状
況
の
年
齢
に
よ
る
変
化
」
の
2
つ
の

要
因
の
掛
け
合
わ
せ
が
、
ミ
ド
ル
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
。

 

「
世
代
ご
と
の
役
職
構
成
の
違
い
」
か
ら
見

て
み
よ
う
。
ミ
ド
ル
の
役
職
内
訳
を
見
る
と

「
役
職
な
し
22
％
、
係
長
ク
ラ
ス
39
％
、
課

長
ク
ラ
ス
35
％
、
部
長
ク
ラ
ス
4
％
」
と
、

か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
が
、
ミ
ド

ル
世
代
の
下
で
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
で
は

「
役
職
な
し
」
の
比
率
が
73
％
、
シ
ニ
ア
世

代
で
は
「
課
長
ク
ラ
ス
以
上
」
の
比
率
は
77

％
と
な
っ
て
い
る
。「
役
職
な
し
」
が
2
割

以
上
存
在
す
る
な
ど
、
ミ
ド
ル
に
お
い
て
は

昇
進
昇
格
状
況
の
違
い
が
明
確
な
の
に
対

し
、
ジ
ュ
ニ
ア･

シ
ニ
ア
で
は
年
功
序
列
の

予
定
調
和
が
、未
だ
に
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

「
役
職
効
果
」は

時
間
と
と
も
に
減
衰

　

次
に
「
役
職
別
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
状
況
の

年
齢
に
よ
る
変
化
」
を
見
て
い
き
た
い
。
各

役
職
に
お
け
る
年
齢
別
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

誘
因
の
獲
得
状
況
を
見
る
と
、
経
年
劣
化
し

な
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
持
続
効
果
が
あ
る
の

は
部
長
ポ
ス
ト
く
ら
い
と
い
っ
た
「
役
職
効

果
」
の
限
界
が
見
え
て
く
る
（
図
表
10
）。

 

「
役
職
な
し
」
は
、
20
代
で
は
組
織
要
件
を

中
心
に
高
く
モ
チ
ベ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
が
、

30
代
に
入
る
と
低
迷
を
は
じ
め
、
45
〜
49
歳

に
な
る
と
、
③「
組
織
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

が
急
落
す
る
。

 

「
係
長
ク
ラ
ス
」
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
間
は
高

く
モ
チ
ベ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
ミ
ド
ル
に

入
る
と
⑥「
仕
事
で
の
成
長
実
感
」
⑨「
仕

事
自
体
の
楽
し
み
」
が
低
落
を
始
め
、
ミ
ド

ル
後
半
に
は
③「
組
織
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

が
急
落
す
る
。

 

「
課
長
ク
ラ
ス
」
は
、
35
〜
39
歳
で
初
め
て

十
分
な
サ
ン
プ
ル
が
得
ら
れ
、
⑥「
仕
事
で

の
成
長
実
感
」、
⑨「
仕
事
自
体
の
楽
し
み
」

は
著
し
く
モ
チ
ベ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
が
、
40

代
に
入
る
と
一
気
に
沈
静
化
し
て
ア
ベ
レ
ー

ジ
ス
コ
ア
と
な
り
、
以
降
年
齢
が
高
く
な
っ

て
も
大
き
な
変
化
が
な
い
。

　

最
後
に
「
部
長
ク
ラ
ス
」
が
十
分
な
サ
ン

プ
ル
が
得
ら
れ
る
の
は
45
〜
49
歳
か
ら
だ

が
、
コ
ア･

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
誘
因
す
べ
て

の
ス
コ
ア
の
高
さ
が
顕
著
で
あ
る
。そ
し
て
、

50
代
に
入
っ
て
も
、
低
落
す
る
こ
と
な
く
、

高
い
水
準
を
保
っ
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
と
、「
部
長
ク
ラ
ス
」
と
い
う

職
位
に
は
、
経
年
劣
化
し
な
い
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
持
続
効
果
が
あ
る
が
、「
課
長
ク
ラ
ス
」

の
役
職
効
果
は
ミ
ド
ル
の
時
期
に
減
衰
し
、

平
均
値
を
保
つ
程
度
の
力
し
か
な
い
。「
係

長
ク
ラ
ス
」
の
役
職
効
果
は
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

ま
で
で
、
ミ
ド
ル
世
代
で
は
マ
イ
ナ
ス
領
域

に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
世
代
ご
と
の
役
職
構
成
の

違
い
」
と
「
役
職
別
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
状
況

の
年
齢
に
よ
る
変
化
」
の
2
つ
の
要
因
に
よ

っ
て
、
ミ
ド
ル
の
役
職
別
の
コ
ア･

モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
獲
得
状
況
に
は
、
明
確
な
差
が
見

て
取
れ
る
（
図
表
11
）。
そ
し
て
、
6
割
を

超
え
る
「
役
職
な
し
＋
係
長
ク
ラ
ス
」
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
状
況
が
、
ミ
ド
ル
全
体

の
ス
コ
ア
を
押
し
下
げ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
組
織
の
フ
ラ

ッ
ト
化
と
成
果
主
義
の
導
入
だ
。
両
者
が
導

入
さ
れ
る
以
前
の
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
の

特
徴
は
、「
安
定
成
長
の
時
代
に
対
応
し
、

従
業
員
個
々
が
企
業
内
に
蓄
積
さ
れ
た
知
識

･

技
術
を
体
得
す
る
。
そ
の
た
め
長
期
雇
用

を
前
提
に
、
職
能
資
格
制
度
に
よ
り
、
ゼ
ネ

ラ
リ
ス
ト
と
し
て
多
様
な
経
験
を
積
み
、
そ

の
経
験
＝
年
功
と
と
も
に
役
職
が
上
が
っ

て
い
く
」
と
記
述
で
き
る
。

【図表9】世代別コア･モチベーション誘因の獲得状況

【図表8】モチベーションの14誘因、3つのコア誘因

シニア

ジュニア

ミドル
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【図表10】年齢層ごとのコア･モチベーション誘因獲得状況の変遷（役職別）

　

一
方
フ
ラ
ッ
ト
化
と
成
果
主
義
は
、「
変

化
の
激
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
部
門

･

現
場
へ
の
権
限
委
譲
を
図
り
、
役
職
序
列･

上
意
下
達
で
は
な
く
、
従
業
員
個
々
が
自
立

的･

自
律
的
に
仕
事
を
創
造･

遂
行
し
て
い

く
」た
め
に
導
入
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
は
大
き
く
変
化
し
た
の
だ
。

　

図
表
10
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
役
職
に
応

じ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
維
持
さ
れ
る
と
い

う
状
況
は
、
日
本
的
雇
用
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
は
当
然
で
あ
り
、
組
織
の
安
定
に
と
っ
て

の
必
須
条
件
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
フ
ラ
ッ
ト
化
、
成
果
主
義

の
導
入
で
、
日
本
の
中
間
管
理
職
の
意
義
や

価
値
は
低
下
し
、
ポ
ス
ト
は
減
少
し
、
大
卒

男
性
正
社
員
の
す
べ
て
が
「
年
功
と
と
も
に

役
職
の
階
段
を
上
が
っ
て
い
く
」
と
い
う
前

役職なし 係長 課長 部長

提
は
崩
れ
た
。
役
職
に
代
わ
る
、
仕
事
そ
の

も
の
や
成
果
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
こ
と
が
、
新
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
必
須

と
な
っ
た
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
今
回
の
デ
ー
タ
か
ら
浮
か
び
上

が
る
の
は
「『
全
員
が
い
つ
か
課
長･

部
長
に

な
る
』
と
い
う
か
つ
て
の
暗
黙
の
了
解
は
崩

壊
し
た
の
に
、
今
も
昇
進
昇
格
が
最
大
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
要
因
で
あ
り
、
一
定
役
職
に

と
ど
ま
る
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ず
る
ず

る
と
低
下
し
て
い
く
」
と
い
う
旧
来
と
変
わ

ら
な
い
実
態
だ
。

 

「
従
業
員
個
々
が
自
立
的･

自
律
的
に
仕
事

を
創
造･

遂
行
し
て
い
く
」
と
い
う
肝
心
の

部
分
が
変
わ
ら
ず
に
、「
役
職
の
階
段
数
を

減
ら
し
、
任
用
比
率
を
下
げ
る
」
と
い
う
表

層
は
変
化
し
、
そ
の
変
化
が
ミ
ド
ル
を
直
撃

し
た
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
は
自
明
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

役
職
序
列
ベ
ー
ス
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
か
ら
仕
事
ベ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の

変
更
と
い
う
議
論
は
、
一
連
の
人
事
制
度
改

革
の
中
で
、
必
ず
俎
上
に
上
が
っ
て
い
た
は

ず
だ
。
資
格
階
層
の
数
を
減
ら
す
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
化
や
、
部
長･

課
長
な
ど
の
名
称
を

廃
し
た
背
景
に
は
、「
序
列
で
は
な
く
役
割
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
事
制
度
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
新
た
な
複
線
型
人
事
は
、
そ
の
好

例
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
結
果
は
、
こ
れ
ら
の
改
革
が
う
ま

く
結
実
し
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
ミ
ド
ル
再
生
に
向
け
、
組
織
構
造
、
仕

事
、
職
場
の
再
設
計
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【図表11】ミドルの役職別コア･モチベーション誘因の獲得状況

係長

課長

役職なし

部長
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「
我
々
ミ
ド
ル
の
世
代
っ
て
な
か
な
か
怒
る

こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。

　

我
々
の
世
代
が
上
の
世
代
か
ら
怒
ら
れ
た

結
果
と
し
て
今
、
多
少
し
ゃ
ん
と
し
て
い
る

と
し
た
ら
、
我
々
が
そ
の
方
法
を
と
ら
な
か

っ
た
こ
と
で
、
今
の
若
い
世
代
は
昔
に
比
べ

る
と
結
果
と
し
て
教
育
を
受
け
る
機
会
を
失

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
、

同
じ
世
代
同
士
の
人
間
で
集
ま
る
と
反
省
す

る
ん
で
す
ね
」

　

大
手
製
造
業
で
、
あ
る
部
署
を
率
い
て
い

る
ミ
ド
ル
が
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
彼
の
下

に
は
メ
ン
バ
ー
の
育
成
に
直
接
責
任
を
持
つ

若
手
管
理
職
が
何
人
か
い
る
。

 

「
私
が
直
接
、
メ
ン
バ
ー
を
指
導
す
る
の
も

大
事
な
の
か
な
と
、最
近
は
思
っ
て
い
ま
す
。

若
手
の
管
理
職
が
直
接
育
成
す
る
立
場
な
の

だ
か
ら
、
私
は
口
出
し
し
な
い
で
お
こ
う
と

思
う
一
方
、
そ
の
若
手
の
管
理
職
は
怒
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
れ

ば
、
我
々
が
ち
ゃ
ん
と
言
う
と
き
は
言
わ
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
の

は
我
々
世
代
の
責
任
だ
か
ら
、
今
我
々
が
落

と
し
前
を
つ
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
す
ね
」

　

こ
の
ミ
ド
ル
は
、
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な

世
代
意
識
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

 

「
始
め
の
頃
は
、
メ
ン
バ
ー
も
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
う
が
き
っ
と
ハ
ッ
ピ
ー

だ
か
ら
と
か
、
仕
事
を
す
る
上
で
説
明
責
任

が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
部

下
に
接
し
て
い
た
の
が
、
も
っ
と
個
人
の
幸

せ
と
、
会
社
の
業
績
向
上
を
リ
ン
ク
さ
せ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
こ
に
我
々
の
責
任
が

あ
る
と
い
う
方
向
に
、
最
近
、
除
々
に
考
え

が
ま
と
ま
っ
て
き
た
」
と
い
う
。

　

ミ
ド
ル
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
に
次
世
代

の
こ
と
を
考
え
、
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
自
然
な
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
。

長
い
成
人
期
に

成
長
を
促
す
概
念

　

世
代
継
承
性
（generativity

）。
耳
慣
れ

な
い
言
葉
か
も
し
れ
な
い
。
心
理
学
者
の
エ

リ
ク･

エ
リ
ク
ソ
ン
が
50
年
ほ
ど
前
に
唱
え

た
概
念
で
、「
次
世
代
を
確
立
し
、
導
く
関

心
や
行
動
」
を
指
す
。
自
分
た
ち
の
た
め
だ

け
に
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
次
の
世
代
や

社
会
の
幸
福
を
考
え
、
必
要
と
思
わ
れ
る
こ

と
を
創
造
し
生
産
し
、
ま
た
そ
の
成
果
を
自

分
の
手
柄
と
し
て
抱
え
込
む
こ
と
な
く
、
他

役
割
論
に
一
石 

3
つ
の
論
考
と
3
社
の
企
業
事
例

ワ
ー
ク
ス
研
究
所
研
究
員
に
よ
る
3
つ
の
論
考
を
お
届
け
す
る
。
次
世
代
の
こ
と
を
考
え
、
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る
世
代
継
承
に
お
け
る
役
割
。

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
で
、
ミ
ド
ル
自
身
の
信
念
が
果
た
す
役
割
。
そ
し
て
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
再
編
論
。

3
社
の
企
業
事
例
も
、
併
せ
て
注
目
い
た
だ
き
た
い
。

「
わ
が
社
ら
し
さ
」「
企
業
D
N
A
」、
こ
れ
ら
を
次
世
代
に
ど
う
伝
え
て

い
く
か
。
そ
こ
で
も
ミ
ド
ル
は
扇
の
要
と
も
い
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
そ
う
だ
。
世
代
継
承
性
と
い
う
概
念
に
注
目
し
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た

ミ
ド
ル
が
そ
れ
を
発
揮
し
や
す
い
の
か
、
そ
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

笠
井
恵
美
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
主
任
研
究
員
）

世
代
継
承
の
要
と
な
る
ミ
ド
ル

過
去
の
親
密
な
関
係
が
支
え
る
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者
の
た
め
に
遺
し
捧
げ
る
と
い
う
行
為
が
含

ま
れ
る
概
念
だ
。

　

エ
リ
ク
ソ
ン
は
、
青
年
期
と
老
年
期
の
間

に
あ
る
長
い
成
人
期
に
お
い
て
、
心
理
的
に

発
達
し
人
格
の
成
長
を
促
す
概
念
と
し
て
、

世
代
継
承
性
を
提
示
し
た
。

　

世
代
継
承
性
の
対
立
概
念
は
停
滞
だ
。
中

年
期
、
心
理
的
な
深
ま
り
を
感
じ
る
よ
う
な

と
き
と
、
人
生
が
う
ま
く
い
か
ず
停
滞
し
て

い
る
よ
う
な
と
き
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
葛

藤
の
中
で
、
人
は
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　

世
代
継
承
性
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
ミ
ド

ル
個
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
人
の
集
団

で
あ
る
組
織
に
お
い
て
も
同
様
に
、
世
代
継

承
性
の
高
い
組
織
と
そ
う
で
な
い
組
織
が
あ

り
得
る
。
ミ
ド
ル
に
よ
っ
て
企
業
内
の
世
代

継
承
が
常
に
発
展
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
組

織
で
は
、
次
世
代
に
続
く
べ
き
企
業
文
化･

事
業･

実
務
の
価
値
が
日
々
再
検
討
さ
れ
、

創
造
さ
れ
、
取
捨
選
択
さ
れ
、
受
け
継
が
れ

て
い
る
状
態
に
あ
る
。
長
く
企
業
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
希
望
す
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
世
代
継
承
性
の
高
い
状
態
は
、
企
業
の

存
続
に
と
っ
て
不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

世
代
継
承
性
は

ゆ
っ
く
り
生
ま
れ
る

　

で
は
、
ミ
ド
ル
の
世
代
継
承
性
の
意
識
は

何
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

初
め
て
部
下
を
持
つ
こ
と
や
、
次
世
代
を

考
え
る
役
割
に
就
く
と
い
っ
た
、
企
業
内
の

役
割
は
契
機
と
な
る
。
ま
た
、
残
り
の
職
業

人
生
の
有
限
性
を
感
じ
る
、
下
の
人
た
ち
に

頼
ら
れ
必
要
と
さ
れ
る
喜
び
を
感
じ
る
な

ど
、
自
分
自
身
の
内
面
の
変
化･

欲
求
に
気

づ
く
こ
と
も
き
っ
か
け
と
な
り
、
世
代
継
承

性
へ
の
意
識
は
徐
々
に
深
ま
っ
て
い
く
。

　

世
代
継
承
性
が
、
そ
の
人
の
中
で
は
っ
き

り
と
し
た
関
心
や
行
動
と
な
っ
て
表
れ
て
い

く
の
に
は
時
間
が
か
か
る
。
何
人
か
の
ミ
ド

ル
は
、
管
理
職
と
な
り
2
年
ほ
ど
経
っ
て
、

や
っ
と
本
当
に
部
下
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
話
し
て
い
た
。

　

そ
う
や
っ
て
徐
々
に
世
代
継
承
性
に
関
す

る
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
で
、
鮮
明
に

次
世
代
の
幸
福
へ
の
関
与
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
の
人
生
に
と
っ
て
の
世
代
継

承
性
の
意
味
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
自
分
の
言
葉
で
、
自
分
が
関
与
し

て
い
る
世
代
継
承
の
物
語
を
語
る
よ
う
に
な

り
、
物
語
は
さ
ら
に
、
そ
の
ミ
ド
ル
の
次
の

世
代
継
承
的
な
行
動
を
後
押
し
し
て
い
く
。

過
去
の
親
密
な

対
人
関
係
の
力

　

ミ
ド
ル
期
に
世
代
継
承
性
が
発
揮
さ
れ
る

際
、
そ
れ
を
下
支
え
す
る
力
と
な
る
の
が
、

過
去
の
親
密
な
対
人
関
係
の
経
験
だ
。過
去
、

企
業
内
に
お
い
て
他
者
と
の
間
に
持
っ
た
、

自
他
を
認
め
合
う
よ
う
な
、
温
か
く
深
い
関

係
、
心
の
奥
底
に
触
れ
る
よ
う
な
関
係
を
指

す
。

　

昨
年
、
世
代
継
承
性
と
過
去
の
親
密
な
対

人
関
係
の
経
験
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
、
大
手
製
造
業
4
社
で
活
躍
す
る
ミ
ド
ル

18
人
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
試

み
た
。
世
代
継
承
性
の
発
揮
を
高･

中
程
度

示
し
た
ミ
ド
ル
は
、
そ
れ
が
低
い
ミ
ド
ル
に

比
べ
、
企
業
内
で
よ
り
多
く
の
、
親
密
な
対

人
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

親
密
な
対
人
関
係
の
物
語
に
は
、
自
分
自

身
が
「
守
ら
れ
た
」
物
語
、「
救
わ
れ
た
」

物
語
、「
導
か
れ
た
」
物
語
が
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
「
守
ら
れ
た
」
物
語
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
だ
。

 

「
入
社
時
の
上
司
が
、
基
本
を
大
切
に
す
る

と
い
う
信
念
を
持
た
れ
た
方
で
、
厳
し
く
教

え
ら
れ
ま
し
た
。
あ
る
と
き
、
な
か
な
か
先

方
が
出
し
て
く
れ
な
い
建
築
現
場
の
承
認
図

を
、も
ら
っ
て
こ
い
と
僕
に
指
示
し
ま
し
た
。

『
も
ら
え
る
か
ど
う
か
、
ウ
イ
ス
キ
ー
山
崎
、

5
本
賭
け
よ
う
』
と
。
僕
は
必
死
で
お
客
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
翌
日
、
上

司
は
山
崎
5
本
を
持
っ
て
き
て
『
よ
く
や
っ

た
』
と
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
上
司
は
お
客
さ

ん
に
怒
ら
れ
、
謝
り
に
行
っ
て
い
た
。『
若

い
や
つ
が
俺
を
怒
ら
せ
た
』
と
電
話
が
入
っ

た
の
に
、
上
司
は
、
僕
に
は
言
わ
な
い
。
間

接
的
に
、
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
、
僕
は
そ

の
話
を
別
の
人
か
ら
聞
き
、
上
司
に
謝
り
に

い
っ
た
。
す
る
と
『
お
ま
え
は
俺
の
指
示
ど

お
り
に
や
っ
た
ん
だ
。
だ
か
ら
謝
る
必
要
は

な
い
ぞ
』
と
。
上
司
と
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
、
す
ご
く
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
」

　

別
の
ミ
ド
ル
は
、「
救
わ
れ
た
」
物
語
を

語
っ
た
。

　

上
司
の
存
在
は
必
要
悪
だ
と
捉
え
、
自
分

の
好
き
な
よ
う
に
や
る
こ
と
で
仕
事
の
成
果

を
上
げ
て
い
た
ミ
ド
ル
が
、
あ
る
部
署
へ
異
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動
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
仕
事
が
な
い
と

感
じ
る
状
況
に
置
か
れ
、
日
々
の
刺
激
も
な

く
、「
気
持
の
滅
入
る
、
鬱
々
と
し
た
日
々
」

を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
、
職
場
の
業

務
職
の
女
性
か
ら
、「
今
ね
、
あ
ん
た
は
き

っ
と
自
分
は
何
も
貢
献
し
て
い
な
い
、
役
に

立
っ
て
い
な
い
と
憂
鬱
な
ん
で
し
ょ
う
。
だ

け
ど
、
あ
ん
た
が
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
し
て
、

教
え
て
く
れ
る
と
私
た
ち
は
助
か
る
」
と
言

葉
を
か
け
ら
れ
た
。
彼
女
た
ち
に
教
え
て
い

た
の
は
、
エ
ク
セ
ル
の
使
い
方
な
ど
本
当
に

小
さ
な
こ
と
だ
っ
た
の
に
、「
役
に
立
っ
て

い
る
」
と
言
わ
れ
、
彼
は
、「
辛
か
っ
た
と

き
に
も
の
す
ご
く
救
わ
れ
た
」
と
語
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て

い
た
も
の
の
底
の
浅
さ
を
感
じ
、
小
さ
く
て

も
、
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
喜
び
に
な
る
こ

と
を
強
く
感
じ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
「
救
わ
れ
た
」
物
語
を
経
験
し
、

こ
の
ミ
ド
ル
は
「
出
世
す
る
人
、
偉
く
な
る

人
と
い
う
の
は
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
は
遠
く
に

い
な
い
と
い
け
な
い
気
が
し
て
。
己
を
だ
ん

だ
ん
む
な
し
く
し
て
と
い
う
か
ね
。
だ
か
ら

僕
は
、
己
を
む
な
し
く
で
き
る
人
を
尊
敬
す

る
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

 
「
救
わ
れ
た
」
物
語
は
、
自
分
の
力
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
な
苦
し
い
と
き
に
誰

か
に
救
わ
れ
る
こ
と
で
再
生
す
る
物
語
だ
。  

「
守
ら
れ
た
」
物
語
は
、
困
難
に
思
え
る
仕

事
に
取
り
組
む
自
分
を
、
実
は
誰
か
が
守
っ

て
く
れ
て
い
た
と
い
う
物
語
。
そ
し
て
「
導

か
れ
た
」
物
語
は
、
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た

解
決
の
仕
方
や
仕
事
へ
の
姿
勢
、
価
値
観
に

つ
い
て
、
誰
か
か
ら
一
歩
先
の
示
唆
を
得
る

こ
と
で
導
か
れ
て
い
く
物
語
で
あ
っ
た
。

　

若
い
と
き
の
こ
れ
ら
の
経
験
の
記
憶
は
、

ミ
ド
ル
に
な
っ
た
と
き
、
他
者
を
支
え
守
り

率
い
て
い
く
責
任
や
信
念
と
な
り
、
ミ
ド
ル

の
世
代
継
承
性
へ
の
力
と
な
っ
て
い
た
。

中
年
期
の

自
然
な
喜
び

　

中
年
期
は
豊
か
な
社
会
活
動
が
可
能
に
な

る
時
期
で
あ
り
、「
自
分
の
内
面
的
資
質
を

も
っ
と
活
用
し
、
自
分
の
目
的
を
も
っ
と
追

求
で
き
る
よ
う
に
な
る
」（
レ
ビ
ン
ソ
ン
、

※
1
）
時
期
だ
。
一
方
、
老
化
、
昇
進
機
会

の
減
少
、
ま
た
子
ど
も
が
自
分
か
ら
離
れ
て

い
く
経
験
や
親
の
介
護
と
い
っ
た
家
族
関
係

の
変
化
な
ど
を
契
機
に
、
そ
れ
ま
で
抱
い
て

い
た
人
生
に
つ
い
て
の
価
値
観
を
疑
っ
た

り
、
職
業
人
生
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
た
り
す

る
時
期
で
も
あ
る
。

　

そ
ん
な
葛
藤
や
緊
張
の
中
で
あ
っ
て
も
、

次
世
代
の
幸
福
を
願
い
、
世
代
継
承
に
取
り

組
む
こ
と
は
、
多
く
の
ミ
ド
ル
に
と
っ
て
、

自
然
な
喜
び
、
仕
事
の
動
機
と
な
る
可
能
性

を
大
き
く
は
ら
ん
で
い
る
事
柄
な
の
だ
。

組
織
に
お
け
る
世
代
継
承
性

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
長
く
世
代
継
承
性
の
概

念
の
検
証
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
組
織
に
お
け
る
世
代
継
承
性
に
つ
い

て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
の
中
に
は
、
世
代
継
承
性
を
奨
励
し

た
り
育
ん
だ
り
し
て
い
る
組
織
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
集
団
や
組
織
は
、
従
業
員
に
次
世

代
の
た
め
に
何
か
を
与
え
る
こ
と
を
奨
励
し

て
い
ま
す
。
従
業
員
に
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割

を
担
う
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
的

な
役
割
を
通
し
て
従
業
員
は
、
伝
統
を
継
承

し
、
ス
キ
ル
を
教
え
、
会
社
内
の
そ
の
他
の

従
業
員
の
成
長
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
入
社
員
を
例
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
入
社

後
し
ば
ら
く
は
難
し
い
時
期
で
あ
り
、
こ
の

会
社
で
何
を
し
た
ら
い
い
か
、
ど
う
周
囲
に

貢
献
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
迷
う
時
期
で

す
。
そ
ん
な
と
き
進
む
べ
き
道
を
示
し
、
自

分
の
成
長
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
リ
ー
ダ
ー

や
、
上
に
立
つ
人
が
周
囲
に
い
な
い
と
、
職

場
は
と
て
も
居
づ
ら
い
場
所
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
若
い
人
々
の
安
寧
の

た
め
に
な
る
こ
と
を
組
織
内
の
上
に
立
つ
人

が
行
う
こ
と
は
重
要
な
責
務
だ
と
思
い
ま
す
。

　

通
常
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
人
が
振
る
舞

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
で
あ
る
な
ら
ば
、
ほ

と
ん
ど
の
成
人
は
他
人
か
ら
何
か
言
わ
れ
な

く
て
も
、
何
ら
か
の
意
味
で
世
代
継
承
性
を

自
然
に
発
揮
し
、
ま
た
、
発
揮
の
機
会
を
求

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
他
人
の
た
め
に

ダ
ン･
マ
ッ
ク
ア
ダ
ム
ス
氏

何
か
を
す
る
こ
と
が
心
地
よ
い
職
場
で
あ
る

な
ら
、
人
の
た
め
に
何
か
を
す
る
こ
と
で
、

自
分
に
不
利
な
状
況
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
な

い
な
ら
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
奨

励
す
る
職
場
で
あ
れ
ば
、
人
は
自
然
に
互
い

に
助
け
合
い
、
世
代
継
承
に
つ
な
が
る
行
動

を
と
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
企
業
の
従
業
員
は
生
産
的
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
時
間
の

す
べ
て
を
次
世
代
の
た
め
に
費
や
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
人
間

的
な
共
同
体
を
構
築
す
る
こ
と
を
最
終
的
な

目
的
と
す
る
組
織
は
、
非
常
に
生
産
的
な
組

織
で
あ
り
、
き
ち
ん
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い

く
組
織
に
な
り
得
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

従
業
員
間
で
世
代
継
承
性
が
発
揮
さ
れ
て
い

る
組
織
で
も
あ
る
の
で
す
。

Dan P. McAdams
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企
業
経
営
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
か
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
か
と
い
う
問
い

は
、
重
要
な
二
項
対
立
だ
。
し
か
し
、
そ
の

ど
ち
ら
の
立
場
に
立
っ
て
も
、
組
織
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
知
識
創
造
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
現
場
の
文
脈
よ
り
も
、
ト
ッ

プ
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
経
営
数
字
の
達
成
な

ど
が
最
重
要
と
さ
れ
る
た
め
、
組
織
全
体
と

し
て
は
形
式
知
偏
重
と
な
り
が
ち
だ
。
一

方
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
は
、
反
対
に
現
場
の

職
人
的･

専
門
的
な
暗
黙
知
が
尊
重
さ
れ
る

た
め
、
組
織
全
体
で
の
知
識
共
有
が
困
難
に

な
り
や
す
い
。

　

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
ト
ッ
プ
と
現
場

の
戦
略
的
結
節
点
と
な
る
こ
と
で
、
こ
の
知

識
に
対
す
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
る
役
割
を
担
い
、
組
織
的
知
識
創
造
を
最

大
限
に
促
進
す
る
経
営
プ
ロ
セ
ス
が
、「
ミ

ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
だ
。

　

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
タ
ス
ク
に
お
い
て
は
、
ト
ッ
プ
の
示
す

目
標
や
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

現
場
特
有
の
、
経
験
的
な
、
今
そ
こ
で
起
こ

っ
て
い
る
現
実
と
の
間
に
は
乖
離
が
あ
る
。

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
た
ち
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
と

現
実
の
両
方
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
解
釈
す

る
。
そ
し
て
、
ミ
ド
ル
を
中
心
に
、
現
実
的

で
あ
り
な
が
ら
壮
大
さ
も
兼
ね
備
え
た
、
中

範
囲
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
生
み
出
し
つ
つ
、
組

織
的
な
知
識
創
造
を
不
断
の
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
い
く
。
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
論
を
い
う
。

　

こ
の
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
い
う
概
念
が
、
世
界
に
向
け
て
最
初
に

発
表
さ
れ
た
の
は
1
9
8
8
年
、
M
I
T
の

「
ス
ロ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
」
誌

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
一
橋
大
学
名
誉
教
授

で
、
本
誌
連
載
「
成
功
の
本
質
」
監
修
者
で

も
あ
る
、
野
中
郁
次
郎
氏
に
よ
る
も
の
だ
。

ミ
ド
ル
の
信
念
に
注
目

認
識
モ
デ
ル
の
仮
説

　

私
は
こ
の
議
論
に
則
り
な
が
ら
、
経
営
の

プ
ロ
セ
ス
を
マ
ク
ロ
で
捉
え
る
議
論
で
は
な

く
、
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
中
で
、
い
か

に
ミ
ド
ル
が
自
ら
の
信
念
を
正
当
化
す
る
の

か
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
ミ
ク
ロ
の

視
点
か
ら
考
察
し
た
。
そ
の
仮
説
を
ミ
ド
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
認
識
モ
デ
ル
と
し
て
、
以
下

の
よ
う
に
提
案
し
た
い
（
図
表
1
）。

　

ト
ッ
プ
の
壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
第
一
線

社
員
か
ら
の
現
実
は
こ
う
だ
と
い
う
知
識
。

こ
れ
ら
は
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
認
識
を

外
部
か
ら
（
外
在
的
に
）
正
当
化
す
る
。
さ

ら
に
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
ト
ッ
プ
と
現

場
を
つ
な
ぐ
中
範
囲
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
生
み

出
す
と
き
に
は
、
ミ
ド
ル
自
身
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
、「
こ
う
し
た
い
」「
こ
う
あ
り

た
い
」
と
い
う
内
在
的
な
信
念
が
認
識
を
正

当
化
す
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
ミ
ド
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
「
日
常
の
認
識
」
に
お
い
て
は
、

内
在
的
な
正
当
化
と
外
在
的
な
正
当
化
が
同

居
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
正

当
化
に
お
け
る
ト
ッ
プ
、
現
場
、
ミ
ド
ル
自

身
の
信
念
は
、
互
い
に
矛
盾
す
る
こ
と
が
よ

く
起
こ
り
う
る
。
だ
が
こ
の
矛
盾
に
こ
そ
、

組
織
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
泉
が
あ
る
。
そ

し
て
矛
盾
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
力
こ
そ

が
、
組
織
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ギ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ト
ッ
プ
に
よ
る
実
現
性

は
不
明
確
な
指
示
と
、
現
場
の
現
実
と
を
単

に
調
整
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
ミ
ド

ル
自
ら
の
強
い
信
念
が
両
者
の
媒
介
と
な
る

こ
と
で
、
矛
盾
か
ら
の
飛
躍
が
可
能
と
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
信
念
、

力
を
持
っ
た
ミ
ド
ル
の
存
在
な
し
に
は
、ミ
ド

ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
機
能
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
先
ほ
ど
示
し
た
認
識
モ
デ

ル
に
沿
っ
て
、
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
機

能
し
成
功
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
企
業
の
ミ

ド
ル
の
強
い
信
念
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

　

キ
ヤ
ノ
ン
は
2
0
0
0
年
の
I
X
Y
デ
ジ

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ト
ッ
プ
と
現
場
の
戦
略
的
結
節
点
と
な
り
、

組
織
的
知
識
創
造
を
最
大
限
に
促
進
す
る
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
そ
こ
で
は
ミ
ド
ル
自
身
の
事
業
に
対
す
る
信
念
が
、

知
識
創
造
の
成
否
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

キ
ヤ
ノ
ン
の
I
X
Y
デ
ジ
タ
ル
開
発
担
当
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

通
じ
て
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
光
を
当
て
る
。

丸
山
一
芳
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
客
員
研
究
員
）

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
中
で

ミ
ド
ル
の
信
念
が
果
た
す
役
割

【図表1】ミドルマネジャーの認識モデル仮説

出典：「Works Review 2008　組織的知識創造とミドルマネジャーの認識」

トップ
（壮大な理論：あるべき理想）

市場などのさまざまな
組織外環境要因

第一線社員
（現実はこうだ）

内発的なモチベーションなど
内在的に基礎づける信念

内在主義的正当化

外在主義的正当化

ミドルマネジャーの信念
信念を基礎づける事柄
基礎づけ
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丸
山
一
芳（
ま
る
や
ま･

か
ず
よ
し
）

事
業
創
造
大
学
院
大
学
講
師　

新
潟
市
生
ま
れ
。
新
潟
大
学
卒

業
。
松
下
電
器
産
業
㈱
を
経
て
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

知
識
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
修
士（
知
識
科
学
）。

タ
ル
発
売
ま
で
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
市
場
に

お
い
て
5
位
、
6
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
。

I
X
Y
デ
ジ
タ
ル
は
そ
の
当
時
、
4
0
0
万

画
素
ク
ラ
ス
に
達
し
て
い
た
画
素
数
増
加
の

開
発
競
争
か
ら
は
一
線
を
画
し
、
あ
え
て

2
0
0
万
画
素
と
い
う
必
要
最
低
限
の
画
素

数
に
性
能
を
抑
え
た
。
そ
の
代
わ
り
、
今
で

は
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
た
小
型･

軽
量
、

カ
ー
ド
の
よ
う
な
形
状
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
小
型
化
と
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
他
社
と

の
差
別
化
を
促
し
、
デ
ジ
カ
メ
の
競
争
の
あ

り
方
を
一
変
さ
せ
た
製
品
だ
っ
た
の
だ
。

　

こ
の
I
X
Y
デ
ジ
タ
ル
の
開
発
チ
ー
フ
を

務
め
た
の
が
、
溝
口
芳
之
氏
だ
。
上
司
か
ら

カ
ー
ド
の
よ
う
な
小
型
軽
量
の
フ
イ
ル
ム
カ

メ
ラ
を
見
せ
ら
れ
、
こ
の
サ
イ
ズ
を
デ
ジ
カ

メ
で
実
現
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
。

　

こ
の
具
体
的
な
開
発
目
標
を
実
現
す
る
の

に
必
要
な
各
パ
ー
ツ
の
サ
イ
ズ
と
、
機
構
設

計
や
レ
ン
ズ
な
ど
、
各
要
素
技
術
分
野
で
可

能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
サ
イ
ズ
は
、
大
き
く

か
け
離
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
開
発

に
対
す
る
溝
口
氏
の
強
い
信
念
が
、
不
可
能

だ
と
思
っ
て
い
た
開
発
現
場
を
少
し
ず
つ
動

か
し
て
い
き
、
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
、遂
に
I
X
Y
デ
ジ
タ
ル
を
完
成
さ
せ
る
。

そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
信
念
は
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
。

 

「
製
品
開
発
の
中
で
は
、
ギ
リ
ギ
リ
に
で
き

た
も
の
が
好
き
で
す
。
開
発
日
程
も
製
品
性

能
も
ス
ペ
ッ
ク
も
ス
ペ
ー
ス
も
何
で
も
そ
う

で
す
が
『
や
っ
と
製
品
に
な
っ
た
』
と
い
う

の
が
一
番
い
い
製
品
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
開
発
は
与
え
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
や

日
程
を
一
番
う
ま
く
使
い
、
一
番
新
し
い
技

術
を
世
の
中
に
出
せ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
か
。
そ
う
い
う
製
品
作
り
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら『
も
う
最
初
か
ら
で
き
る
』

と
見
通
し
の
立
っ
て
い
る
よ
う
な
開
発
を
す

る
と
、
そ
こ
に
は
大
抵
少
し
マ
チ
が
あ
り
、

一
番
い
い
製
品
か
ら
見
て
、
や
り
残
し
が
あ

る
製
品
に
な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
す
。

 

（
ギ
リ
ギ
リ
を
求
め
る
と
）
本
当
に
開
発
中

は
辛
い
わ
け
で
す
が
、
そ
う
や
っ
て
出
て
き

た
製
品
に
は
満
足
感
が
あ
り
ま
す
。
や
り
尽

く
し
た
と
い
う
感
じ
の
あ
る
製
品
が
、
終
わ

っ
て
み
る
と
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
製
品
開
発
こ
そ
、
成
果
も
出
る
の
で
は
な

い
か
。
可
能
か
も
し
れ
な
い
し
、
不
可
能
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
の
を
、
ど
れ
だ
け
上
積

み
で
き
る
か
。
そ
れ
が
競
争
力
な
の
か
な
と

思
い
ま
す
」

　

非
常
に
困
難
な
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
も
の

を
作
る
と
い
う
製
品
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
何
が
そ
れ
を
可

能
に
す
る
の
か
と
い
う
私
の
問
い
に
対
し
、

溝
口
氏
は
「
ミ
ド
ル
に
は
組
織
内
を
調
整
す

る
権
限
が
あ
る
」
と
答
え
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
の
は
一
例
に
過
ぎ
な
い

が
、
優
れ
た
日
本
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
は
、
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
見
事
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
よ
り
も
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
わ
れ
る
だ
け
に
、
そ
の
成
果
は
素
晴
ら
し

い
も
の
に
な
る
は
ず
だ
。

　

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
人
数
を
減
ら
し
て

コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
た
り
、
名
称
を
カ
タ
カ

ナ
な
ど
に
変
え
た
り
し
て
新
鮮
さ
を
演
出
す

る
こ
と
も
、
組
織
の
課
題
に
は
短
期
的
に
は

効
果
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
長

期
的
視
野
に
立
て
ば
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
本
質
的
な
役
割
に
注
目
す
る
こ
と
の
ほ
う

が
、
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を

機
能
さ
せ
る
た
め
に

　

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
上
司
に
言
わ
れ
た

こ
と
だ
け
を
部
下
に
押
し
付
け
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
部
下
の
専
門
的
な
提
案
を
理
解
し

よ
う
と
せ
ず
、
形
式
的
な
会
議
で
上
司
に
そ

の
ま
ま
報
告
す
る
だ
け
に
な
っ
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
ト
ッ
プ
と
現
場
の
有
機
的
な
結
合

に
、
政
治
的
な
強
さ
を
持
ち
、
自
ら
の
意
思

を
も
っ
と
強
く
反
映
す
べ
き
だ
。
今
回
見
た

キ
ヤ
ノ
ン
の
例
の
よ
う
に
、
ミ
ド
ル
自
身
が

「
も
っ
と
こ
ん
な
商
品
が
欲
し
い
」「
そ
ん
な

技
術
を
実
現
し
た
い
」「
あ
ん
な
社
会
に
つ

な
げ
た
い
」
と
い
う
信
念
を
持
ち
、
表
現
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
成
功
の
カ
ギ
は

ミ
ド
ル
の
強
い
信
念
だ
。
こ
の「
強
い
信
念
」

を
仕
事
の
中
で
表
現
し
、
ミ
ド
ル
な
ら
で
は

の
「
調
整
す
る
権
限
」
を
政
治
的
に
行
使
で

き
る
人
材
が
よ
り
賞
賛
さ
れ
、
育
成
さ
れ
る

よ
う
に
、
人
事
は
環
境
を
整
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

【図表2】IXYデジタルの事例研究

出典：「Works Review 2008　組織的知識創造とミドルマネジャーの認識」

トップ
（壮大な理論：あるべき理想）

市場などのさまざまな
組織外環境要因

第一線社員
（現実はこうだ）

内発的なモチベーションなど
内在的に基礎づける信念

内在主義的正当化

外在主義的正当化 APSカメラ試作機の
ような小型･軽量化

他社先行商品や
市場占有率など

レンズの厚みの限界や現在の
各要素技術にできることなど

・自分の思い入れが
  つまった製品を
  市場に問いたい
・ギリギリの状況で
  最善を尽くしたい

ミドル･マネジャーの信念
信念を基礎づける事柄
基礎づけ
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特徴により
再定義された役割

部下マネジメント

組織マネジメント

付帯マネジメント

プレイヤー

因子分析により抽出された役割

部下マネジメント この役割を強化するには、総じて他の役割の強化は適して
いない

組織マネジメント
部下マネジメント（以下M）との組み合わせでは強化は適
さない。例外処理、資源M、情報Mとの組み合わせでは強
化が適する

例外処理 組織M、資源M、情報Mとの組み合わせで一部強化が可能

資源マネジメント 強化が可能な組み合わせはプレイヤーについで少ない役割

情報マネジメント 資源Mとの組み合わせで一部強化が適する

プレーヤー 強化がまったく適さない役割。強化により業績、個人の満
足度を低下させる
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多
様
な
部
下
を
管
理
し
、
難
度
の
高
い
大

量
の
仕
事
を
課
せ
ら
れ
、
労
働
時
間
と
ス
ト

レ
ス
は
増
加
の
一
途
。「
元
気
が
な
い
」「
ぱ

っ
と
し
な
い
」「
勢
い
が
な
い
」
と
大
半
の

評
価
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
ば
か
り
。
か
つ

て
戦
略
策
定
と
実
行
の
結
節
点
と
し
て
、
そ

の
創
発
的
行
動
が
企
業
の
成
長
に
貢
献
し
、

競
争
優
位
を
支
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
き
た

ミ
ド
ル
の
話
で
あ
る
。

　

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
2
0
0
7
（
※

1
）
に
お
け
る
企
業
の
人
事
課
題
の
設
問
で

も
、
ミ
ド
ル
の
活
性
化
を
課
題
視
す
る
企
業

は
54
％
、
中
間
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

の
強
化
を
課
題
視
す
る
企
業
は
82
％
と
な
っ

た
。
今
や
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
企
業

の
人
事
課
題
の
主
役
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。

　

複
雑
化
の
一
途
を
辿
り
、
質
も
量
も
増
幅

さ
れ
た
業
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
ミ
ド
ル
が
弱
体
化
し
た
」
の
一

言
で
、
す
べ
て
が
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
個
人

に
起
因
す
る
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
は
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
い
つ
の
間
に
か
所

与
の
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ミ
ド
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
化
は
、
果
た
し

て
合
理
的
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

従
来
の
役
割
に
加
え
、
新
た
な
役
割
を
上

乗
せ
さ
れ
続
け
て
き
た
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ

ー
。
本
稿
で
は
、
そ
の
重
責
か
ら
ミ
ド
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
解
放
す
る
道
を
、
役
割
の
捉
え

直
し
と
分
割=

再
設
計
に
見
出
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

抽
出
さ
れ
た
6
つ
の
役
割

コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
発
生

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
理
論
で
共
通
し
て
言
わ

れ
る
二
次
元
の
軸
が
あ
る
。
タ
ス
ク
志
向
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
業
務
の
達
成
）
と
人
間

志
向
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
集
団
の
維
持
）
だ
。

こ
れ
が
リ
ー
ダ
ー
の
行
動
の
核
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
期
待
も
、

こ
の
二
次
元
が
中
心
と
な
っ
て
議
論
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
今
回
の
分
析
に
お
い
て

は
、「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
部
下
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
例
外
処
理
」「
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」「
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
そ
の
他
」
と

い
う
6
次
元
の
役
割
が
抽
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
6
つ
の
役
割
間
の
相
互
の
関
係
が

明
ら
か
に
な
り
、
た
と
え
ば
「
部
下
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
共
に
求
め

る
よ
り
、
部
下
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
み
を
求
め

る
方
が
、
業
績
に
良
い
影
響
を
与
え
る
」
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
は
役
割
間
で
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
起
き
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
の
特
徴
を
考
慮
す
る
と
、
ミ

ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
は
「
部
下
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
付
帯
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
の
4
つ
に

再
定
義
が
可
能
で
（
※
2
）（
図
表
3
）、
各

役
割
の
間
に
、
対
立
、
補
完
と
い
っ
た
関
係

が
見
出
さ
れ
た
（
※
3
）。

　

あ
ら
ゆ
る
役
割
に
優
先
す
る
役
割
と
し

て
、
部
下
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
存
在
す
る
。
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
役
割
は
、
あ
ら
ゆ
る
役
割
に
対

し
て
優
先
さ
れ
ず
、
部
下
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
対
立
の
関
係
に
あ

る
。
付
帯
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
組
織
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
部
下
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
補
完
し
て
い

る
（
図
表
4
）。
こ
の
関
係
性
か
ら
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
、
他
の
役
割
と
は
異
質
な
存
在
で

あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
恒
常
的
な
役
割
と
し

て
は
、
適
切
な
も
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

　

多
く
の
企
業
に
お
け
る
現
在
の
共
通
認
識

で
は
、
上
記
4
つ
の
役
割
を
一
人
の
マ
ネ
ジ

ャ
ー
個
人
で
担
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
業
務
量
の
オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
を
起
こ
し
て
お
り
、
加
え
て
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
の
間
で
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
起

き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
状
の
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
個
人
の

中
で
状
況
に
応
じ
た
役
割
間
の
ト
レ
ー
ド
オ

フ
を
繰
り
返
し
、
脆
い
な
が
ら
も
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
労
働
時

間
の
長
時
間
化
を
招
き
、
ス
ト
レ
ス
を
蓄
積

さ
せ
て
い
る
と
い
う
想
像
は
安
易
だ
ろ
う

か
。

　

し
か
し
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
を

従
来
の
役
割
に
加
え
、
新
た
な
役
割
ま
で
上
乗
せ
さ
れ
続
け
て
き
た

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
。
そ
ろ
そ
ろ
役
割
の
整
理
や
分
割
が
必
要
な
状
況

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
役
割
の
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
、

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
再
設
計
へ
の
道
筋
を
報
告
す
る
。

白
石
久
喜
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
主
任
研
究
員
）

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
解
放
を

実
現
す
る
役
割
再
設
計
と
は

【図表3】ミドルマネジャー4つの役割

出典：「Works Review 2008　ミドルマネジャーの役割再設計」
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個
人
単
位
で
は
な
く
、
組
織
単
位
で
考
え
て

み
る
と
、
解
決
の
糸
口
が
見
え
て
く
る
。
組

織
全
体
で
、
上
記
4
つ
の
役
割
が
完
遂
さ
れ

て
い
れ
ば
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
等
し
い
と

考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
。
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
役
割
の
分
散
に
よ
っ
て
個
人
の
負
担
を
軽

く
し
、“
選
択
と
集
中
”
の
組
み
合
わ
せ
を

図
る
べ
き
な
の
だ
。

　

ま
ず
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
原
則
ミ
ド
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
役
割
か
ら
外
し
、
恒
常
的
な
プ
レ

イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
存
在
し
な
い
よ
う
に

す
る
。
そ
の
上
で
、
タ
ス
ク
の
実
行
を
縦
軸

に
、部
下
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
横
軸
に
と
り
、

「
部
下
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」「
付
帯
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
3
つ

の
役
割
を
適
所
に
置
く
と
、
二
方
向
の
主
要

な
役
割
の
志
向
が
描
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向

を
担
う
2
種
類
の
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
像
が

浮
か
ん
で
く
る
（
図
表
5
）。

　

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
中
核
に
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
、
付
帯
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
役
割

と
す
る
タ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
、
部
下
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
中
核
と
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
付
帯
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
役
割
と
す
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
。

　

4
つ
の
役
割
を
一
人
で
果
た
す
よ
う
な
万

能
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
こ
れ
だ
け
複
雑
化
が
進

ん
だ
業
務
や
環
境
で
は
、
存
在
自
体
が
難
し

い
。
役
割
を
分
割
再
設
計
し
、
ミ
ド
ル
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
2
種
類
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

　

こ
の
役
割
再
設
計
は
、
同
時
に
ミ
ド
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
専
門
職
化
を
促
す
。

　

企
業
の
人
材
育
成
思
想
は
、
ゼ
ネ
ラ
リ
ス

ト
志
向
か
ら
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
志
向

へ
大
き
く
舵
を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
然

な
環
境
適
合
の
姿
で
あ
り
、
抗
え
な
い
こ
と

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

限
っ
て
い
え
ば
、
こ
の
環
境
適
合
が
決
し
て

う
ま
く
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
複
線
型

人
事
制
度
で
も
、
先
進
的
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
制
度
で
も
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
は
、

専
門
性
と
は
異
な
る
管
理
職
能
と
い
う
、
茫

漠
と
し
た
要
素
で
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
現
在
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人

事
制
度
の
ひ
と
つ
の
問
題
は
、
管
理
職
能
を

真
の
専
門
性
と
す
る
た
め
に
、
分
解
し
て
考

え
る
思
考
が
な
か
っ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
プ
ロ
に

変
わ
る
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
タ
ス
ク
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
い
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が

組
織
構
造
に
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
企
業
は
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
含
め
た
、
す
べ
て
の
人
材
を
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
管
理
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

　

新
た
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
概
念
は
、

キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
の
設
計
も
変
え
る
だ
ろ

う
。
従
来
の
管
理
職
ラ
ダ
ー
と
専
門
職
ラ
ダ

ー
と
い
う
2
分
類
は
解
体
さ
れ
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
系
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
タ
ス
ク
系

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
特
殊
技
術
系
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
3
種
と
な
り
、
い
か
な

る
キ
ャ
リ
ア
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し

て
の
選
択
と
な
る
。
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

恒
常
的
な
役
割
と
し
て
は
除
外
し
た
プ
レ
イ

ヤ
ー
、
す
な
わ
ち
現
在
の
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
該
当
す
る
者
は
、
専
門
性
の
高
い

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
い
う
意
味
で
、
特
殊
技
術
系

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
分
類
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
現
場
感
覚
を
保
持
す
る
た
め
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
自
身
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
活
動
を
否
定
す

る
つ
も
り
は
な
い
。

　

分
業
と
い
う
概
念
で
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
役
割
を
捉
え
直
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
タ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
2
類
型
を

設
定
す
る
こ
と
が
本
稿
の
実
践
的
提
言
だ
。

ミ
ド
ル
か
ら
手
枷
足
枷
が
外
れ
、
生
き
生
き

と
活
躍
し
再
生
す
る
こ
と
を
、
心
か
ら
望
ん

で
い
る
。

【図表5】タスクマネジャーとメンテナンスマネジャー

出典：「Works Review 2008　組織的知識創造とミドルマネジャーの認識」

【図表4】４つの役割の関係

出典：「Works Review 2008　ミドルマネジャーの役割再設計」

※
1　

本
稿
の
分
析
対
象
と
な
る
デ
ー
タ
は
す
べ
て
「
人
材
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
2
0
0
7
」
で
あ
る
。
日
本
の
主
要
企
業

5
1
1
社
に
発
送
し
、
1
5
6
社
の
人
事
責
任
者
か
ら
回
答

を
得
た（
回
収
率
31
％
）。
調
査
は
2
0
0
7
年
8
月
24
日
か

ら
2
0
0
8
年
1
月
11
日
に
実
施
し
た
。

※
2　

ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
課
し
て
い
る
具
体
的
役
割
に
つ
い

て
、
組
織
運
営
、
目
標
の
設
定
、
仕
事
の
配
分
、
部
下
の

育
成
な
ど
17
項
目
に
わ
た
り
、
人
事
責
任
者
に
質
問
。
因
子

分
析
で
7
つ
の
役
割
を
抽
出
し
た
。
さ
ら
に
例
外
処
理
、
資

源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
付
帯
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
し
て 

一 

括
り
に
し
、
4
つ
の
役
割
と
し
た
。

※
3　

4
つ
の
役
割
そ
れ
ぞ
れ
の
強
化･

非
強
化
の
パ
タ
ー
ン

で
企
業
を
分
類
し
、パ
タ
ー
ン
ご
と
に
顧
客
満
足
度
、生
産
性
、

利
益
率
な
ど
企
業
業
績
に
関
連
す
る
指
標
に
つ
い
て
、「
同
業

他
社
よ
り
高
い
」と
回
答
す
る
割
合
を
比
較
し
た
。
そ
の
上
で

4
つ
の
役
割
間
の
主
従
の
関
係
を
見
出
し
、
構
造
化
し
た（
対

立
す
る
役
割
を
同
時
に
強
化
す
る
こ
と
が
コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
）。

部下
マネジメント 緩やかな対立

補完 対立

組織
マネジメント

プレイヤー付帯
マネジメント

緩やかな対立

補完 対立

タ
ス
ク
実
行
軸

部下メンテナンス軸

組織
マネジメント

付帯
マネジメント

部下
マネジメント

メンテナンス
マネジャー

タスク
マネジャー
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CASE 1

支
店
長
が
い
な
く
な
っ
た
銀
行

専
門
性
磨
く
た
め
役
割
を
再
編

り
そ
な
銀
行

株式会社りそな銀行

●事業内容：銀行業、信託業
●本店所在地：大阪市中央区
●設立年：1918年
●従業員数（単体）：7938人
                         （2007年3月現在）
●預金高：�19兆4935億円（2007年3月現在）

　

り
そ
な
銀
行
は
今
年
4
月
か
ら
、
全
国
約

2
7
0
の
支
店
で
支
店
長
の
ポ
ス
ト
を
廃
止

し
た
。
去
年
10
月
か
ら
首
都
圏
と
関
西
の
一

部
地
域
で
試
行
さ
れ
て
い
た
取
り
組
み
を
、

全
国
に
拡
大
し
た
の
だ
。

　

支
店
長
と
い
え
ば
、
銀
行
を
象
徴
す
る
ミ

ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
人
材
サ
ー
ビ
ス
部
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
の
鶴
田
哲
郎
氏
は
、「
私
自
身
、

入
行
当
時
は
『
い
つ
か
は
支
店
長
に
な
る
こ

と
を
目
指
せ
』
と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
し
、

多
く
の
人
た
ち
が
目
指
し
て
い
た
ポ
ス
ト
で

も
あ
っ
た
。
実
際
、
支
店
長
廃
止
の
知
ら
せ

は
、
動
揺
と
ま
で
は
い
わ
な
い
も
の
の
、
あ

る
種
の
衝
撃
を
伴
っ
て
行
員
た
ち
に
受
け
止

め
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　
複
雑
多
岐
に
な
っ
た

支
店
長
が
担
う
業
務

　

多
く
の
行
員
の
目
標
で
も
あ
っ
た
支
店
長

ポ
ス
ト
は
な
ぜ
廃
止
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
再

編
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
廃
止
の
理
由
に
つ

い
て
鶴
田
氏
は
、
こ
れ
ま
で
支
店
長
が
担
う

と
さ
れ
て
き
た
業
務
が
複
雑
多
岐
に
な
り
、

一
人
で
す
べ
て
を
担
う
の
が
現
実
的
で
は
な

く
な
っ
た
こ
と
が
、
理
由
の
第
一
に
挙
げ
ら

れ
る
と
い
う
。「
か
つ
て
の
支
店
で
は
、
顧

客
の
預
金
と
融
資
が
扱
う
も
の
の
す
べ
て
と

い
っ
て
よ
か
っ
た
。
両
者
の
管
理
や
新
規
融

資
の
判
断
な
ど
が
、
支
店
長
の
仕
事
の
大
部

分
を
占
め
て
い
た
の
で
す
」

金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
降

支
店
の
状
況
も
変
化

　

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
銀
行
、
保
険
、
証
券

な
ど
各
金
融
業
の
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
降
、
こ
う
し

た
シ
ン
プ
ル
な
支
店
の
状
況
も
ど
ん
ど
ん
変

化
し
て
い
っ
た
。

　

法
人
向
け
営
業
で
い
え
ば
、
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
証
券
や
不
動
産
分
野
の
知
識

も
必
要
な
金
融
商
品
の
組
み
合
わ
せ
で
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
個
人
向
け
で
も
投
資
信
託
、
保
険
、

証
券
な
ど
取
り
扱
え
る
金
融
商
品
は
増
え
る

一
方
だ
。

　

ま
た
、
去
年
9
月
に
は
金
融
商
品
取
引
法

が
施
行
さ
れ
た
。
先
に
挙
げ
た
多
彩
な
金
融

商
品
の
販
売
や
説
明
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
厳
密
な
手
続
き
を
踏
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
複
雑
多
様
化
す
る
支
店
業
務

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
、
支
店
長
一
人
で
担
う

の
で
は
な
く
、
原
則
3
つ
に
分
け
て
担
う
よ

う
に
再
編
し
た
。
ま
ず
法
人
担
当
、
個
人
担

当
の
「
営
業
部
長
」
ポ
ス
ト
が
新
設
さ
れ
た
。

こ
ち
ら
は
3
〜
6
カ
所
程
度
の
支
店
を
ま
と

め
た
エ
リ
ア
ご
と
に
担
当
者
が
置
か
れ
る
。

法
人
顧
客
が
少
な
い
、
そ
も
そ
も
エ
リ
ア
の

規
模
が
小
さ
い
と
い
っ
た
場
合
は
、
一
人
の

営
業
部
長
が
法
人
、
個
人
両
方
を
兼
ね
る
場

合
も
あ
る
。

　

各
支
店
の
内
部
管
理
は
、
支
店
ご
と
に
置

か
れ
る
「
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
部
長
」
が
担

う
。
お
客
さ
ま
窓
口
の
管
理
運
営
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
加
え
、
金
融
商
品
に
つ
い
て
適

切
な
販
売
や
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
の
チ

ェ
ッ
ク
役
も
担
う
。
窓
口
だ
け
で
な
く
、
営

業
部
門
が
顧
客
に
対
し
て
適
切
な
販
売
や
説

明
を
し
て
い
る
か
も
、
こ
こ
で
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

先
行
し
て
支
店
長
廃
止
が
試
行
さ
れ
、
業

務
が
分
担
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
で

は
、課
題
も
い
く
つ
か
見
え
て
き
た
と
い
う
。

ひ
と
つ
は
法
人
、
個
人
、
両
方
に
ま
た
が
る

顧
客
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
だ
。
同
行
の
法
人

顧
客
は
中
小
企
業
が
大
部
分
を
占
め
る
。「
社

長
個
人
が
保
険
に
加
入
し
た
い
、
相
続
の
相

談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
要
望
が
出
て

き
ま
す
。
法
人
担
当
で
も
、
個
人
分
野
は
ま

っ
た
く
知
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
う
ま
く
い

か
な
い
。
個
人
分
野
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ

取材・文／五嶋正風（本誌）
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人材サービス部
グループリーダー
鶴田哲郎氏

ま
す
」（
鶴
田
氏
）。
も
っ
と
も
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長

の
細
谷
英
二
氏
も
「
支
店
長
業
務
は
分
離
し

た
の
で
は
な
い
。役
割
を
明
確
に
し
た
の
だ
」

と
強
調
し
て
い
る
と
い
う
。
支
店
の
内
部
管

理
に
つ
い
て
は
「
管
理
」
へ
の
意
識
が
先
に

立
っ
て
し
ま
い
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
や

や
後
回
し
の
観
が
あ
っ
た
と
い
う
。

自
ら
の
専
門
は
何
か

3
つ
の
コ
ー
ス
を
選
択

　

こ
こ
ま
で
見
る
と
「
何
も
支
店
長
と
い
う

ポ
ス
ト
を
、
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
も
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
問
が
湧
い

て
く
る
。
例
え
ば
、
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
部

長
を
支
店
長
と
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
疑
問
に
対
す
る
答
え
は
、
支
店
長

廃
止
に
込
め
ら
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
狙
い
、

「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
再
編
」
に
注
目
す
る
と

見
え
て
く
る
。

　

り
そ
な
銀
行
は
今
年
4
月
入
行
の
新
入
行

員
か
ら
、
3
つ
の
分
野
を
選
択
す
る
コ
ー
ス

別
採
用
を
始
め
た
。
法
人
顧
客
に
対
す
る
資

金
提
供
や
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

担
当
し
、
法
人
営
業
、
与
信
判
断
業
務
、
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
、
不

動
産
な
ど
が
主
な
業
務
の
「
法
人
コ
ー
ス
」。

個
人
顧
客
に
対
す
る
金
融
商
品
の
販
売
や
資

産
運
用･

相
続
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど

を
担
当
し
、
資
産
運
用
提
案
、
ロ
ー
ン
ビ
ジ

ネ
ス
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
商
品

企
画
な
ど
が
主
な
業
務
の
「
個
人
コ
ー
ス
」。

店
舗
に
お
け
る
事
務
関
連
業
務
や
内
部
管

理
、
顧
客
満
足
度
向
上
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

品
質
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
な
ど
を
担

当
し
、窓
口･

後
方
事
務
、支
店
の
内
部
管
理
、

C
S
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
管
理･

サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
企
画
な
ど
が
主
な
業
務
の
「
管
理･

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ス
」
の
3
つ
だ
。

　

新
入
行
員
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
行
員
が

所
属
す
る
コ
ー
ス
（
分
野
）
を
自
ら
選
び
、

そ
の
中
で
自
律
的
に
専
門
性
の
向
上
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　

か
つ
て
の
支
店
長
の
仕
事
を
分
割
す
る
形

で
誕
生
し
た
、
法
人
担
当
、
個
人
担
当
の
営

業
部
長
、
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
部
長
と
い
う

職
位
も
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
3
つ
の
キ
ャ
リ
ア

コ
ー
ス
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
こ
れ
ま
で
は
お
客
さ
ま
窓
口
で
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
な
ど
、
い
く
ら
内
部
管
理
面
で
優
れ

た
実
績
を
挙
げ
て
も
、
融
資
で
成
果
を
上
げ

ら
れ
な
い
人
が
支
店
長
に
昇
進
す
る
こ
と
は

難
し
か
っ
た
。
で
す
が
今
後
は
内
部
管
理
で

専
門
性
を
高
め
、
実
績
を
積
め
ば
、
お
客
さ

ま
サ
ー
ビ
ス
部
長
に
昇
進
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
き
ま
す
」（
鶴
田
氏
）

能
力
開
発
の
体
系
も

コ
ー
ス
に
合
わ
せ
再
編

　

能
力
開
発
体
系
も
、
3
つ
の
キ
ャ
リ
ア
コ

ー
ス
に
合
わ
せ
て
再
編
を
進
め
る
と
い
う
。

「
こ
れ
ま
で
は
総
合
職
、
地
域
限
定
職
、
パ

ー
ト
職
と
い
っ
た
職
種
別
、
階
層
別
に
研
修

な
ど
も
体
系
化
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は

3
つ
の
コ
ー
ス
の
、
専
門
性
の
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
形
で
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い
き
ま
す
」

　

支
店
長
と
い
う
、
多
く
の
行
員
が
目
標
と

し
て
い
た
象
徴
的
ポ
ス
ト
を
廃
し
て
ま
で
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
再
編
を
図
ろ
う
と
す
る
り

そ
な
銀
行
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
鶴
田
氏

は
銀
行
業
が
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
の

変
化
を
挙
げ
る
。

　

か
つ
て
の
銀
行
は
規
制
に
守
ら
れ
、
中
央

集
権
、
上
意
下
達
を
よ
し
と
す
る
組
織
だ
っ

た
。「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
組
織
で
、
顧
客
よ
り

も
組
織
内
へ
と
意
識
も
向
い
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
な
ら
、
か
つ
て
の
支
店
長
と
い

う
存
在
は
、
そ
れ
な
り
に
機
能
す
る
、
必
要

な
役
割
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」（
鶴
田
氏
）。

と
こ
ろ
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
ひ
っ
く
り
返
っ
て

逆
三
角
形
と
な
り
、
す
べ
て
は
顧
客
が
起
点

と
な
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
専
門
性
を
高
め

る
こ
と
で
、
複
雑
化
の
度
を
強
め
る
金
融
サ

ー
ビ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
競
争

に
勝
ち
残
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
「
支
店
長
廃
止
」
と
い
う
、
か
な
り
の
刺

激
を
伴
う
方
法
を
と
っ
て
で
も
、「
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
た
の
だ
」
と
い

う
こ
と
を
、
行
員
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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CASE 2

成
果
主
義
で
ミ
ド
ル
は
育
た
ず

職
能
制
基
本
に
主
体
性
を
再
建

三
井
物
産

三井物産株式会社

●事業内容：総合商社
●本社所在地：東京都千代田区
●設立年：1947年
●従業員数（連結）：41761人
                         （2007年3月31日現在）
●売上高�（連結）：15兆3576億円
                      （2007年3月期）

人事総務部
人材開発室 室長
瀧口 斉氏

　

三
井
物
産
は
2
0
0
6
年
に
人
事
制
度
を

一
新
、1
9
9
9
年
か
ら
実
施
し
て
い
た「
ペ

イ･

フ
ォ
ー･

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
標
榜
す

る
成
果
主
義
中
心
の
制
度
か
ら
、
職
能
資
格

を
基
本
と
し
た
制
度
へ
と
再
び
転
換
し
た
。

時
間
経
過
と
共
に
顕
在
化

成
果
主
義
の
マ
イ
ナ
ス
面

　

06
年
以
前
の
成
果
主
義
制
度
は
徹
底
し
た

も
の
で
、
業
績
評
価
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

能
力
評
価
も
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
尺
度
と

し
、
潜
在
能
力
で
は
な
く
具
体
的
な
行
動
や

成
果
と
し
て
表
れ
た
も
の
を
中
心
に
見
て
い

た
。
人
材
開
発
室
の
瀧
口
斉
室
長
も
「
定
量

評
価
、
業
績
評
価
に
重
き
を
置
い
た
も
の
だ

っ
た
」
と
説
明
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
制
度
を
と
っ
て
い
た
背
景
に

は
、
不
景
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
職
能
資
格

制
度
を
年
功
的
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
件
費
が
膨
ら
み
続
け
る
こ
と
を
避
け

た
い
と
い
う
心
理
も
働
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
成
果
主
義

の
マ
イ
ナ
ス
面
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
い
う
。「
短
期
的
に
利
益
さ
え
上
げ
れ

ば
よ
い
」「
利
益
に
直
結
し
な
い
こ
と
は
や

ら
な
い
」「
同
僚･

後
輩
は
ラ
イ
バ
ル
だ
か
ら

情
報
交
換
や
育
成
は
し
な
い
」
と
い
っ
た
傾

向
が
社
内
の
一
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
社
員
満
足
度
調
査
で
も
、
不
満
が
は
っ

き
り
表
れ
た
。
企
業
姿
勢
と
し
て
も
、「
取

引
先
か
ら
の
信
頼
や
社
会
的
な
責
任
よ
り
も

業
績
が
優
先
」で
い
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
、

次
第
に
色
濃
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

そ
こ
で
06
年
か
ら
の
新
制
度
で
は
、
昇
進

に
か
か
わ
る
査
定
で
は
「
や
る
べ
き
こ
と
を

や
っ
た
か
」
と
い
う
定
性
評
価
で
1
0
0
％

評
価
。
ボ
ー
ナ
ス
で
も
定
量
評
価
を
20
％
に

と
ど
め
、あ
と
の
80
％
は
定
性
評
価
と
し
た
。

　

役
職
と
基
本
給
に
反
映
さ
れ
る
職
能
資
格

制
度
は
、
1
〜
5
級
に
分
け
た
。
3
級
ま
で

は
ほ
ぼ
横
並
び
で
3
年
ご
と
に
昇
格
し
、
10

年
目
に
あ
た
る
4
級
が
課
長
代
理
に
相
当
す

る
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
予
備
軍
、
5
級
以

上
が
管
理
職
に
な
る
。

　

一
見
、
年
功
序
列
へ
の
後
戻
り
の
よ
う
に

も
思
え
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
能
力
開
発

基
準
を
詳
細
に
明
文
化
し
た
こ
と
だ
。
定
性

評
価
の
基
準
と
な
る
「
や
る
べ
き
こ
と
」
は
、

決
し
て
「
売
上
げ
ア
ッ
プ
」
で
は
な
い
。
経

営
理
念
で
あ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、

バ
リ
ュ
ー
ズ
（
M
V
V
）
を
体
現
し
て
い
る

か
が
評
価
の
尺
度
と
な
る
。

　

業
績
に
つ
い
て
も
、
単
年
度
評
価
だ
け
で

な
く
、
5
年
程
度
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
で
設

定
し
た
方
向
に
、
業
務
が
進
捗
し
て
い
れ
ば

評
価
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
定
性
的
な
要
素

を
加
味
し
た
。

 

「
例
え
ば
、
古
く
な
っ
た
事
業･

う
ま
く
い

か
な
い
事
業
の
整
理
、
撤
退
。
こ
れ
は
商
社

に
は
つ
き
も
の
で
、
経
営
資
源
を
よ
り
有
望

な
事
業
に
振
り
向
け
る
た
め
、
重
要
な
仕
事

な
の
で
す
が
、
成
果
主
義
制
度
で
は
評
価
が

難
し
か
っ
た
。
私
自
身
も
営
業
の
現
場
に
い

た
と
き
に
撤
退
事
業
を
担
当
し
、
割
り
切
れ

な
い
思
い
を
抱
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
必
要
な
こ
と
だ
、
誰
か
が
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
自
分
で
自
分
を
評
価
す
る

し
か
な
か
っ
た
」
と
瀧
口
氏
。
職
能
資
格
制

度
に
よ
っ
て
、
業
績･

成
果
と
し
て
目
に
見

え
に
く
い
こ
の
よ
う
な
仕
事
の
評
価
も
、
比

較
的
容
易
に
な
っ
た
。
広
く
社
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
生
産
性
や
創
造
性
を

引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

人
事
制
度
転
換
か
ら
3
年
目
に
入
り
、
社

員
の
満
足
度
も
上
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

一
方
、
成
果
主
義
を
よ
し
と
し
、
そ
こ
に
働

き
が
い
を
見
出
し
て
き
た
社
員
の
中
に
は
不

満
も
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

 

「
時
間
は
か
か
る
で
し
ょ
う
が
、『
稼
ぐ
た

め
な
ら
何
を
し
て
も
い
い
』
と
い
う
の
は
間

違
い
だ
と
意
識
を
変
え
て
も
ら
う
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
99
年
か
ら
の
約
7
年
間
、
成
果
主

取材・文／根村かやの
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義
で
や
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
全
面
的
な
意

識
改
革
に
は
、
同
じ
7
年
、
も
し
く
は
そ
れ

以
上
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
と
覚
悟
し
て
い

ま
す
」（
瀧
口
氏
）

社
員
が
独
立
採
算
制
の

個
人
商
店
に
な
っ
て
い
た

　

新
し
い
組
織
体
系
の
中
で
、
ミ
ド
ル
が
果

た
す
べ
き
役
割
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

瀧
口
氏
は
「
当
社
で
は
管
理
職
一
歩
手
前
、

4
級
の
人
た
ち
を
『
ミ
ド
ル
』
と
捉
え
て
い

ま
す
。
4
級
の
社
員
に
期
待
す
る
の
は
、
何

よ
り
も
、
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
『
仕

事
は
自
分
で
作
る
』
と
い
う
主
体
性
で
す
。

ま
た
現
場
で
若
手
社
員
を
引
っ
張
り
、
彼
ら

の
育
成
に
つ
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
言
う
。

　

し
か
し
ミ
ド
ル
の
現
実
は
、
そ
の
期
待
に

充
分
に
応
え
る
も
の
で
は
な
い
。

 

「
力
を
伸
ば
す
べ
き
時
期
が
不
景
気
で
、
守

り
の
仕
事
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
全
体

状
況
が
ま
ず
あ
り
ま
す
。『
守
り
で
は
人
は

育
ち
に
く
い
』
の
で
す
ね
。
少
な
く
と
も
、

主
体
性
や
変
革
力
は
育
ち
に
く
い
。

　

加
え
て
、
成
果
主
義
の
実
施
が
あ
り
ま
し

た
。
社
員
が
い
わ
ば
独
立
採
算
制
の
個
人
商

店
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
中
で
、
育
成

と
い
う
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
バ
ブ
ル
期
の
、
90
〜
92
年
頃
入
社
し
た
ミ

ド
ル
層
は
、
育
て
て
も
ら
っ
た･

教
え
て
も

ら
っ
た
、
と
い
う
経
験
が
乏
し
い
の
で
す
」

（
瀧
口
氏
）

　

企
業
側
か
ら
「
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
で

あ
る
べ
き
ミ
ド
ル
へ
の
期
待
は
大
き
く
、「
指

示
待
ち
＝
主
体
性
不
足
」「
変
革
力
が
弱
い
」

と
い
う
現
実
と
の
落
差
は
大
き
い
。
05
年
か

ら
ミ
ド
ル
層
を
対
象
に
始
ま
っ
た
「
4
級
研

修
」
は
、
自
分
に
ど
う
い
う
価
値
が
あ
り
、

何
が
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
会
社
が
求
め
る

も
の
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
認
識
す
る
と
こ
ろ
に

主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
何
が
必
要
か
、
自

己
変
革
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
立
て
、
そ

の
実
行
を
求
め
る
と
い
う
。

　

対
象
と
な
る
4
級
の
社
員
約
2
0
0
0
人

の
う
ち
、
5
級
へ
の
昇
格
の
近
い
人
か
ら
順

次
行
わ
れ
、
す
で
に
3
分
の
1
程
度
が
受
講

を
終
え
て
い
る
。

 

「
3
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
多
面
評
価

と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
で
す
。
常
に

他
者
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
と
意
識
す
れ
ば
、

お
の
ず
と
志
が
高
く
な
り
、
バ
リ
ュ
ー
ズ
を

体
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
瀧
口
氏
）

　

一
方
、
5
級
に
昇
格
し
任
用
さ
れ
た
ミ
ド

ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
は
ど
う
か
。

 

「
先
ほ
ど
、
教
わ
っ
た
経
験
の
乏
し
さ
に
触

れ
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
人
に
教
え
る
経
験
が

乏
し
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
し
か
し
ミ
ド
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
も
な
れ
ば
、
下
に
対
し
て
育

成
責
任
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
責
任
が
あ
る

こ
と
や
、
下
か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
も
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、
仕
事
に
取
り
組

ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
」（
瀧
口
氏
）

 

「
新
任
ラ
イ
ン
マ
ネ
ジ
ャ
ー
研
修
」
は
3
日

間
、
同
社
で
B
L
職
と
い
う
管
理
職
に
つ
い

て
か
ら
数
カ
月
後
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
数
カ

月
を
振
り
返
る
も
の
と
な
る
。
こ
こ
で
も
テ

ー
マ
は
「
ギ
ャ
ッ
プ
の
認
識
と
そ
の
克
服
」。

参
加
者
同
士
で
「
理
想
の
上
司
と
は
？
」
と

い
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、あ
る
べ
き
姿
と
、

新
人
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
自
分
の
実
像
と
の

大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
認
識
す
る
と
い
う
。

部
下
の
観
察
を
受
け

意
識
向
上
に
役
立
て
る

　

ま
た
、研
修
だ
け
で
な
く
M
M
R（M

itsui 
M

anagem
ent Review

）
と
い
う
多
面
観

察
制
度
も
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
意
識
向

上
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。
年
1
回
、
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
部
下
の
観
察
を
受
け
、
そ
の
結

果
を
部
下
に
公
開
し
て
話
し
合
い
の
機
会
を

持
つ
。

 「
管
理
職
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、『
人
』『
モ

ノ
』『
カ
ネ
』
と
い
っ
た
資
源
配
分
を
す
る

権
力
を
握
る
こ
と
。
人
は
権
力
を
握
る
と
傲

慢
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
こ
う
し
た
多
面
観

察
を
受
け
て
い
る
と
、
謙
虚
に
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
自
分
が
い
か
に『
理
想
の
上
司
』

か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
自

覚
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

M
M
R
は
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
と
っ
て
は
厳
し

い
も
の
で
す
が
、『
こ
う
い
う
つ
も
り
で
言

っ
た
こ
と
が
、
A
さ
ん
に
だ
け
で
な
く
B
さ

ん
に
も
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ

と
は
、
部
下
で
は
な
く
私
自
身
の
伝
え
方
に

問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
な
』
と
い

う
ふ
う
に
、
具
体
的
に
自
分
を
客
観
視
で
き

る
の
は
、と
て
も
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
」

（
瀧
口
氏
）

【図表6】三井物産の能力開発基準

出典：三井物産提供の資料をもとに編集部で作成

⑴ 広い視野で先を見通し、構想する
⑵ 実行可能なプランを立て、提案する
⑶ リスクを認識しつつ、信念を持って判断する

⑷ 人を惹きつけ、恊働する
⑸ 優先順位を見極め、
    機会を逃さず行動する

⑼ 進むべき方向を共有する
⑽ 情報共有と相互連携
⑾ セルフマネジメント

⑿ 相手を知り、持ち味を認める
⒀ 期待をかけ、仕事を任せる

（A）Fairに、謙虚に、社会の信頼に応える
（B） 志高く、目線を正しく、顧客･社会に貢献する
（C） 創造に向けて、不断に挑戦する

企画立案 実行･推進

総合力 人材育成･指導

Valuesの体現
（D） 自由闊達なコミュニケーション
（E） 機会を創り、自らを磨く

⒁ 評価し、次につなげる
⒂ 指導し、成長を支援する

⑹ 信念と熱意を持って、
    自らの仕事をやり遂げる
⑺ リスクマネジメント
⑻ 振り返り、次につなげる企画立案

実行･推進

総合力
人材育成･指導

Valuesの体現
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ビ
ジ
ネ
ス
創
造
に
挑
む「
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
」に

野
田 

稔
氏
（
明
治
大
学
大
学
院
教
授　

ワ
ー
ク
ス
研
究
所
特
任
研
究
顧
問
）

こ
れ
か
ら
の
ミ
ド
ル
は
経
営
感
覚
を
持
っ
た
中
リ
ー
ダ
ー
、
小
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
お
手
本
に
な
る
の
は
、
イ
タ
リ
ア
に
見
ら
れ
る「
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
」と
い
う
働
き
方
だ
─
─
。

ワ
ー
ク
ス
研
究
所
特
任
研
究
顧
問
、
野
田
稔
氏
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
主
張
を
お
送
り
す
る
。

　

大
卒
の
人
が
22
歳
で
入
社
し
、
60
歳
で
定

年
退
職
す
る
と
し
て
、
こ
の
期
間
を
単
純
に

3
等
分
し
ま
す
。
真
ん
中
の
35
〜
47
歳
を
ミ

ド
ル
層
、
入
社
か
ら
35
歳
ま
で
を
ジ
ュ
ニ
ア

層
、
そ
し
て
48
〜
60
歳
を
シ
ニ
ア
層
と
名
づ

け
ま
し
た
。

　

ミ
ド
ル
層
の
12
年
を
、
さ
ら
に
前
期
（
35

歳
〜
41
歳
）
と
後
期
（
42
歳
〜
47
歳
）
に
分

け
て
み
ま
す
。
ミ
ド
ル
の
問
題
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
カ
ギ
を
握
る
の
が
、
こ
の
ミ
ド
ル

前
期
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

小
括
り
な
組
織
を
率
い
る

経
営
者
的
リ
ー
ダ
ー
に

　

こ
の
時
期
の
ミ
ド
ル
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
よ
う
な
比
較
的
小
括
り
な
組
織
を

率
い
、「
創
造
す
る
ミ
ド
ル
」「
変
革
の
担
い

手
な
る
ミ
ド
ル
」と
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

小
括
り
な
組
織
の
経
営
者
的
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
、
少
し
先
の
未
来
に
お
け
る
会
社
の
収
益

源
を
、
切
り
拓
い
て
い
く
よ
う
な
役
割
が
求

め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

な
ぜ
、
ミ
ド
ル
前
期
が
そ
の
よ
う
な
役
割

を
担
う
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
。
ミ
ド
ル

個
人
の
立
場
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
創
造
性
の
発

揮
は
、
若
け
れ
ば
若
い
ほ
ど
大
き
く
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
開
拓
す
る
と
い
っ
た
分
野
で
は
、
一
概
に

若
け
れ
ば
い
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

会
社
内
の
組
織
力
学
、
技
術
や
業
界
に
関

す
る
理
解
、
さ
ら
に
あ
る
程
度
の
人
脈
も
求

め
ら
れ
る
。
一
方
で
そ
れ
な
り
の
体
力
も
必

要
で
す
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
す
た
め

に
必
要
な
、
若
さ
と
熟
練
の
程
よ
い
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
る
。多
く
の
前
期
ミ
ド
ル
は
、

そ
ん
な
時
期
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

さ
ら
に
組
織
の
立
場
に
立
っ
て
み
る
と
、

「
創
造
す
る
ミ
ド
ル
」「
変
革
の
担
い
手
な
る

ミ
ド
ル
」
が
多
数
必
要
に
な
っ
て
く
る
状
況

が
見
え
て
き
ま
す
。

　

少
品
種
大
量
生
産
で
、
大
規
模
生
産
プ
ロ

セ
ス
型
産
業
が
高
付
加
価
値
を
生
ん
で
い

た
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
の
時
代
。
そ
こ
で

は
事
業
を
担
う
組
織
も
大
規
模
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
が
主
流
で
あ
り
、
ミ
ド
ル
に
求
め
ら
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
も
「
調
整
」「
リ
ン
ク
ピ
ン
」

と
い
っ
た
も
の
が
中
心
で
し
た
。

主
役
に
な
り
つ
つ
あ
る

コ
ン
セ
プ
ト
ア
ウ
ト
型
組
織

　

だ
が
今
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
、

多
品
種
少
量
生
産
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
顕
著

で
す
が
、「
コ
ン
セ
プ
ト
ア
ウ
ト
型
組
織
」

が
主
役
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
現
場
の
判

断
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
試
作
品
を
作
り
、
テ

ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
繰
り
返
す
。
サ
ー

ビ
ス
な
ら
、
小
さ
く
始
め
て
う
ま
く
い
け
ば

事
業
を
拡
大
、だ
め
な
ら
す
ぐ
に
撤
退
す
る
。

自
立
的
な
小
組
織
が
顧
客
層
ご
と
に
文
脈
を

創
造
し
、
顧
客
と
の
関
係
を
強
化
し
て
い
く

よ
う
な
組
織
で
す
。

　

そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
経
営
感

覚
を
持
っ
た
多
数
の
中
リ
ー
ダ
ー
、
小
リ
ー

ダ
ー
で
す
。
ミ
ド
ル
に
求
め
ら
れ
る
キ
ー
ワ

　
  　

　
　
　
　
　

─
─
こ
れ
か
ら
の
ミ
ド
ル
が
担
う
べ
き
役
割

取材・文／五嶋正風（本誌）
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ー
ド
も
、「
創
造
」「
変
革
」
な
ど
が
脚
光
を

浴
び
始
め
る
の
で
す
。

　

小
括
り
な
組
織
を
率
い
、
経
営
感
覚
を
持

っ
て
事
業
の
創
造
、変
革
に
あ
た
る
ミ
ド
ル
。

こ
う
し
た
新
し
い
ミ
ド
ル
像
の
モ
デ
ル
と
な

る
の
が
、
イ
タ
リ
ア
に
見
ら
れ
る
「
プ
ロ
ジ

ェ
テ
ィ
ス
タ
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
す
。

　

彼
ら
は
個
人
事
業
主
で
、
肩
書
き
と
し
て

は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
名
乗
る
こ
と
が
多

い
。
商
品
開
発
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
な

ど
を
企
業
か
ら
請
け
負
う
人
た
ち
で
す
（
イ

タ
リ
ア
に
は
中
小
企
業
が
多
く
、
こ
れ
ら
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
え
る
組
織
や
人
材
を
社

内
に
抱
え
て
い
な
い
場
合
が
多
い
）。

内
外
の
人
材
を
つ
な
ぎ

チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る

　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
現
場
監
督
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
自
ら
を
位
置
づ
け
、
企
業
内

外
の
人
材
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
。
契
約
社

員
の
よ
う
な
形
態
で
す
が
社
内
に
深
く
入
り

込
み
、
組
織
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
の

長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
成

果
を
出
し
て
い
く
の
で
す
。

　

日
本
の
ミ
ド
ル
も
、
企
業
内
で
プ
ロ
ジ
ェ

テ
ィ
ス
タ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う

強
調
し
ま
す
が
、
ミ
ド
ル
に
会
社
を
辞
め
て

個
人
事
業
主
に
な
れ
と
い
っ
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
正
社
員
な
ど
雇
用
関
係
を
結

ん
だ
ま
ま
、
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
に
な

る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
が
個
人

事
業
主
で
あ
る
こ
と
に
は
、「
中
小
企
業
が

多
く
、
面
白
い
仕
事
が
多
数
社
内
に
転
が
っ

て
い
る
状
況
で
は
な
い
。
家
族
経
営
が
多
く

経
営
陣
へ
内
部
昇
進
で
き
る
見
込
み
が
薄

い
。
だ
か
ら
独
立
を
目
指
す
」
と
い
っ
た
、

か
の
国
特
有
の
事
情
も
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
彼
ら
に
会
っ
て
話
を
聞
く
と
、
金
銭

的
魅
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
面
白
い
仕
事

が
で
き
る
こ
と
が
、
大
き
な
動
機
付
け
要
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
ら

ば
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
を
日
本
の
企
業
内
に

持
ち
込
む
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
ミ
ド
ル
が
プ
ロ
ジ
ェ
テ

ィ
ス
タ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
彼
ら
が
企
画･

改
革
を
担
う
と
す
る
な

ら
、
管
理･

監
督
を
担
う
人
材
も
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
役
割
を
果
た
す
人
た
ち
を
組
織
長

と
呼
び
ま
す
。
一
線
を
引
退
し
た
元
プ
ロ
ジ

ェ
テ
ィ
ス
タ
や
、
企
画･

改
革
に
は
あ
ま
り

向
い
て
い
な
い
人
が
そ
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
組
織
に
お
け
る
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
の

管
理
、
監
督
を
中
心
に
担
い
つ
つ
、
プ
ロ
ジ

ェ
テ
ィ
ス
タ
が
働
き
や
す
い
環
境
作
り
も
し

て
い
く
。
そ
ん
な
役
回
り
も
必
要
で
す
。

求
め
ら
れ
る

能
力
や
志
向
は

　

次
に
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
に
は
ど
の
よ
う

な
能
力
や
志
向
が
求
め
ら
れ
る
の
か
に
話
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

　

第
1
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
T
字
型
人
材
」

で
す
。プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
を
目
指
す
人
は
、

ま
ず
何
ら
か
の
専
門
性
を
身
に
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
T
字
の
縦
棒
で
す
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
例
え
ば
ま
ず
技
術
者
と
し

て
、
あ
る
程
度
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
ま
す
。
続

い
て
経
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
生
産
管
理
、

H
R
M
な
ど
、
多
能
工
を
目
指
し
て
多
様
な

仕
事
を
経
験
し
ま
す
。
こ
れ
が
T
字
の
横
棒

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
一
人
親
方
的
人

材
で
な
け
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

リ
ー
ド
す
る
こ
と
は
お
ぼ
つ
か
な
い
で
し
ょ

う
。

メ
ン
バ
ー
の
動
機
付
け
に

高
度
な
ス
キ
ル
が
必
要

　

第
2
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」。

イ
タ
リ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
た
ち
も
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
養
成
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
兼
務
者

が
多
い
な
ど
、
柔
軟
だ
が
脆
弱
な
組
織
と
な

っ
て
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
は
直
属
の
上
司
で

な
い
場
合
が
多
く
、「
働
か
な
け
れ
ば
査
定

を
下
げ
る
」
式
の
脅
迫
や
強
制
、
命
令
で
人

を
動
か
す
こ
と
も
難
し
い
。
メ
ン
バ
ー
に
仕

事
の
面
白
さ
を
伝
え
る
、
成
長
実
感
を
持
っ

て
も
ら
う
な
ど
、
高
度
な
動
機
づ
け
の
ス
キ

ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

第
3
は
「
志
」
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

テ
ー
マ
に
は「
実
現
す
れ
ば
素
晴
ら
し
い
が
、

失
敗
し
た
か
ら
と
い
っ
て
明
日
か
ら
困
る
こ

と
は
な
い
」
と
い
っ
た
事
柄
が
選
定
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
リ
ー
ダ
ー
に
「
ど
う
し
て
も

成
功
さ
せ
る
」
と
い
う
志
が
な
け
れ
ば
、「
明

日
か
ら
す
ぐ
に
は
困
ら
な
い
」
の
だ
か
ら
、

成
果
が
上
が
ら
な
い
確
率
は
高
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

ミ
ド
ル
が
こ
れ
ら
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

押
さ
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
と
な
っ
て
活

躍
す
る
た
め
に
、
組
織
と
し
て
ど
ん
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
3
点
挙
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

第
1
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
し
て
い

く
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
こ
そ
が
、
会
社
の
花

形
だ
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
、
企
業
風
土
を
変

え
て
い
く
こ
と
。「
組
織
長
だ
け
が
偉
い
の

で
は
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
こ
そ
が
、
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ま
ず
目
指
す
べ
き
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
」
と
従
業

員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に

は
経
営
ト
ッ
プ
の
力
を
借
り
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス
タ
を

会
社
の
花
形
に
す
る

　

例
え
ば
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
、
車

種
の
開
発
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
ま

れ
、
そ
の
最
高
責
任
者
が
一
番
の
花
形
と
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
研
究
開
発
の
部
門

長
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
高
責
任
者
や
メ
ン

バ
ー
が
気
持
ち
よ
く
働
き
、
成
果
を
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
サ
ー
バ
ン
ト･

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
ト
ッ
プ

の
働
き
か
け
を
端
緒
に
、
こ
う
し
た
企
業
風

土
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

第
2
は
全
社
的
な
視
野
を
持
っ
て
事
業
を

構
想
で
き
る
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
。
そ

の
た
め
に
は
T
字
型
人
材
へ
の
育
成
も
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積

極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
が
第
一
の
打
ち

手
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
な
全
社
の
事
業
構
想
や

戦
略
を
立
案
さ
せ
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
、
ミ
ド
ル
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
も
有
効
で

し
ょ
う
。

　

あ
る
メ
デ
ィ
ア
企
業
で
実
際
に
あ
っ
た
こ

と
で
す
が
、
全
社
の
事
業
戦
略
を
練
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
2
つ
、
わ
ず
か
2
年
の
間
に
相

次
い
で
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
何
十
人
と
い
う

ミ
ド
ル
が
招
集
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
分
科
会

も
設
置
さ
れ
、
長
時
間
の
討
議
を
経
て
提
言

が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
提
言
自
体
は
あ
ま

り
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
参

加
者
の
経
験
談
を
聞
く
と
、
組
織
の
壁
を
越

え
て
ミ
ド
ル
が
集
ま
り
、
全
社
的
視
点
で
思

考
を
す
る
、
す
ば
ら
し
い
ア
ク
シ
ョ
ン
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
と
か
く
結
果

が
す
べ
て
と
い
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
所
属
す

る
組
織
の
論
理
に
染
ま
り
、
タ
コ
ツ
ボ
思
考

に
陥
っ
て
い
る
ミ
ド
ル
の
視
野
を
、
大
き
く

広
げ
る
育
成
効
果
は
見
逃
せ
な
い
。
プ
ロ
セ

ス
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。

　

第
3
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
的
な
組
織
で
リ
ー

ダ
ー
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
。
何
も
組
織
図

に
書
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

新
た
に
作
り
、
辞
令
付
き
で
「
長
」
の
つ
く

ポ
ス
ト
に
任
命
す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
も

リ
ー
ダ
ー
経
験
は
積
め
る

　

入
社
数
年
く
ら
い
の
若
手
な
ら
、「
社
員

旅
行
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
任
せ
る
の
も

い
い
。
こ
れ
も
あ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
の
実
例
で
す
が
、
入
社
2
年
目
の
社
員
を

任
命
し
て
い
ま
し
た
。
上
司
、
先
輩
な
ど
多

様
な
階
層
の
従
業
員
の
意
見
を
集
め
、
う
ま

く
集
約
し
て
、
安
く
て
楽
し
い
社
員
旅
行
を

実
現
す
る
。
こ
れ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
で

生
き
て
く
る
経
験
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
社

外
資
源
の
活
用
も
い
い
で
し
ょ
う
。
脅
し
や

強
制
、
命
令
で
は
人
を
動
か
せ
な
い
場
で
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
す
。

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
先

ほ
ど
例
に
挙
げ
た
メ
デ
ィ
ア
企
業
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
的
と
し
た

研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

1
回
の
研
修
で
受
講
す
る
ミ
ド
ル
は
4

人
。「
グ
ル
ー
プ
経
営
を
ど
う
改
善
す
べ
き

か
」「
大
災
害
時
の
通
信
網
の
あ
り
方
」な
ど
、

社
長
か
ら
直
接
、
具
体
的
テ
ー
マ
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
ミ
ド
ル
た
ち
は
数
週
間
か
け
情
報

を
収
集
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
メ
ン
バ

ー
に
伝
え
、
そ
の
気
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
を
し
ま
す
。

　

2
泊
3
日
の
本
研
修
の
場
で
初
め
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
な
る
4
人
と
対
面

し
ま
す
。
他
部
署
か
ら
集
め
ら
れ
た
、
直
属

の
部
下
で
は
な
い
人
た
ち
で
す
。

　

彼
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
し
て
動
機
付
け
を
し
た

上
で
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
提
案

を
、
メ
ン
バ
ー
を
巻
き
込
み
な
が
ら
3
日
間

で
ま
と
め
上
げ
る
。
こ
こ
で
ミ
ド
ル
た
ち
は

「
リ
ー
ダ
ー
に
は
率
先
垂
範
が
求
め
ら
れ
る
」

な
ど
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
経
験
を
通
じ
て
学
ぶ
わ

け
で
す
。

　

若
手
時
代
か
ら
ミ
ド
ル
前
期
に
か
け
て
こ

う
し
た
経
験
を
積
ま
せ
、
プ
ロ
ジ
ェ
テ
ィ
ス

タ
に
な
り
得
る
ミ
ド
ル
を
多
数
抱
え
る
こ
と

に
な
る
な
ら
、
そ
の
企
業
は
今
後
の
競
争
を

勝
ち
抜
い
て
い
く
上
で
、
大
き
な
力
を
得
る

は
ず
で
す
。
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CASE 3

数
字
と
理
念
の
両
立
の
中
で

ミ
ド
ル
に
求
め
ら
れ
る
審
判
役

京
セ
ラ

京セラ株式会社

●事業内容：セラミック、電子機器、通信機
器関連メーカー
●本社所在地：京都市伏見区
●設立年：1959年
●従業員数（連結）：6万3477人
                         （2007年3月現在）
●売上高（連結）：1兆2838億9700万円
                      （2007年3月期）

　

創
業
以
来
、
着
実
な
成
長
を
遂
げ
て
き
た

京
セ
ラ
。
そ
の
成
長
を
支
え
て
い
る
の
が
、

創
業
者
で
現･

名
誉
会
長
の
稲
盛
和
夫
氏
が

確
立
し
た
独
自
の
経
営
手
法
「
ア
メ
ー
バ
経

営
」
だ
。
京
セ
ラ
の
ミ
ド
ル
育
成
を
理
解
す

る
に
は
、
前
提
と
し
て
ア
メ
ー
バ
経
営
の
理

解
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
ず
は
簡
単
に
そ
の
仕

組
み
を
説
明
し
よ
う
。

　

ア
メ
ー
バ
と
は
、
独
立
採
算
が
成
り
立
つ

最
小
単
位
に
ま
で
分
け
ら
れ
た
集
団
組
織
の

こ
と
。
ひ
と
つ
の
ア
メ
ー
バ
の
規
模
は
1
〜

50
人
と
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
に
な
る
。
ア
メ

ー
バ
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
経
営
計
画
、
実
績
管

理
、
労
務
管
理
、
資
材
発
注
ま
で
、
ア
メ
ー

バ
の
経
営
全
般
が
任
さ
れ
る
。

　

ア
メ
ー
バ
経
営
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
売
上

を
最
大
に
、
経
費
を
最
小
に
し
て
、
そ
の
差

で
あ
る
時
間
当
た
り
付
加
価
値
を
最
大
化
す

る
」
こ
と
。
多
く
の
メ
ー
カ
ー
は
管
理
会
計

の
方
式
と
し
て
標
準
原
価
計
算
を
採
用
し
て

い
る
が
、
こ
れ
で
は
経
理
担
当
者
な
ど
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
製
品
に
か
か
る
原
価
計
算
を
す

る
必
要
が
あ
り
、
ア
メ
ー
バ
リ
ー
ダ
ー
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
原
価
を
知
る
こ
と
は
難
し
く

な
る
。

　

一
方
、
京
セ
ラ
で
は
複
雑
な
会
計
知
識
を

持
た
な
い
ア
メ
ー
バ
リ
ー
ダ
ー
で
も
簡
単
に

理
解
で
き
る
よ
う
に
、
損
益
計
算
書
に
独
自

の
工
夫
を
加
え
た
「
時
間
当
た
り
採
算
表
」

を
使
用
す
る
。
売
上
げ
に
相
当
す
る
項
目
、

必
要
な
経
費
項
目
（
労
務
費
は
含
ま
な
い
）

を
自
分
で
入
れ
て
い
き
、
そ
れ
ら
を
集
計
す

る
こ
と
で
、
採
算
が
一
目
で
わ
か
る
仕
組
み

だ
。
ア
メ
ー
バ
リ
ー
ダ
ー
だ
け
で
な
く
、
現

場
の
メ
ン
バ
ー
も
こ
の
採
算
表
な
ら
容
易
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
す
べ
て
の

従
業
員
が
ア
メ
ー
バ
経
営
に
参
加
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

メ
ン
バ
ー
と
徹
底
共
有

　

ま
た
各
ア
メ
ー
バ
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
付

加
価
値
の
最
大
化
を
実
現
す
る
た
め
、
年
度

ご
と
に
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
作
成
と
実

行
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
メ
ン
バ
ー
も
そ

の
目
標
を
共
有
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
ア
メ
ー
バ
リ
ー
ダ
ー
は
、
朝
礼
、
会
議

や
コ
ン
パ
（
社
員
同
士
の
飲
み
会
を
、
京
セ

ラ
で
は
こ
う
呼
ぶ
）
な
ど
を
通
じ
て
、
メ
ン

バ
ー
に
「
な
ぜ
今
こ
の
目
標
達
成
が
必
要
な

の
か
」
と
い
う
思
い
を
伝
え
、
目
標
を
周
知

徹
底
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。「
リ
ー
ダ

ー
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
思
い
を
語
る
こ
と

で
、
ど
の
メ
ン
バ
ー
に
聞
い
て
も
、
受
注
、

生
産
、
売
上
げ
、
時
間
当
た
り
付
加
価
値
な

ど
今
月
の
目
標
が
、
即
座
に
口
を
つ
い
て
出

て
く
る
ま
で
共
有
化
さ
れ
、
全
員
が
ベ
ク
ト

ル
を
合
わ
せ
ら
れ
る
」
と
、
同
社
の
人
事
企

画
部
長
、
村
本
伸
一
氏
は
説
明
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ア
メ
ー
バ
経
営
で
は
、
時
間

当
た
り
付
加
価
値
の
最
大
化
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
行
な
ど
、
数

値
に
落
と
せ
る
目
標
の
達
成
を
厳
し
く
追
求

す
る
。
だ
が
同
時
に
稲
盛
氏
は
、
経
営
に
お

け
る
判
断
は
、「
人
間
と
し
て
何
が
正
し
い

の
か
」
と
い
う
経
営
哲
学
、「
京
セ
ラ
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
」
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
。数
値
目
標
の
達
成
と
同
時
に
、

倫
理
、
哲
学
に
基
づ
く
実
践
が
求
め
ら
れ
る

の
だ
。

　

私
た
ち
が
一
般
に
持
っ
て
い
る
倫
理
観
や

モ
ラ
ル
に
反
す
る
よ
う
で
は
、
長
期
的
に
経

営
が
う
ま
く
い
く
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
ら
は

「
京
セ
ラ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
手
帳
」
と
い
う
小

冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。4
つ
の
区
分
、

全
78
項
目
に
わ
た
る
も
の
だ
。
村
本
氏
は
、

「
こ
れ
ら
を
実
行
の
伴
わ
な
い
お
題
目
に
し

な
い
た
め
に
も
、
ア
メ
ー
バ
リ
ー
ダ
ー
は
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
、
手
帳
の
内
容
を
意

識
し
、
そ
れ
に
照
ら
し
な
が
ら
自
分
の
思
い

を
語
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
メ
ン
バ
ー
だ
け
で

な
く
、
自
ら
を
動
機
づ
け
す
る
こ
と
に
も
つ

人事企画部長
村本伸一氏

取材・文／前川裕志（本誌）　五嶋正風（本誌）
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な
が
り
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　

ア
メ
ー
バ
リ
ー
ダ
ー
は
、
入
社
か
ら
数
年

を
経
た
20
代
後
半
ぐ
ら
い
で
任
命
さ
れ
、
数

字
と
理
念
の
両
立
を
日
々
追
求
し
て
い
く
。

世
代
的
に
は
ミ
ド
ル
の
手
前
で
、
ひ
と
つ
の

小
規
模
な
ア
メ
ー
バ
経
営
を
経
験
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
な
る
と
、
さ
ら
に
規
模

の
大
き
な
ア
メ
ー
バ
や
、
複
数
の
ア
メ
ー
バ

を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
ミ
ド
ル

に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ど
ん
な
も
の
か
。
稲

盛
氏
は
「
審
判
役
」
と
い
う
言
葉
で
、
そ
れ

を
表
現
し
て
い
る
。

ア
メ
ー
バ
間
の
利
害
衝
突

大
岡
裁
き
が
求
め
ら
れ
る

　

ア
メ
ー
バ
経
営
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、

各
ア
メ
ー
バ
間
で
仕
掛
品
を
売
買
す
る
「
社

内
売
買
」
が
あ
る
。
ア
メ
ー
バ
ご
と
の
採
算

管
理
を
徹
底
す
る
同
社
で
は
、
製
品
や
部
材

の
市
場
価
格
を
反
映
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
内
売
買
が
行
わ
れ
る
。

　

自
ら
が
率
い
る
ア
メ
ー
バ
の
採
算
を
高
め

よ
う
と
す
る
た
め
、
ア
メ
ー
バ
間
の
利
害
衝

突
は
日
常
茶
飯
事
だ
と
い
う
。
例
え
ば
、
顧

客
か
ら
の
製
品
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
求
に
応

じ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
工

程
に
関
係
す
る
各
ア
メ
ー
バ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

ど
れ
だ
け
値
下
げ
を
負
担
す
る
か
と
い
っ
た

問
題
が
発
生
す
る
。
だ
が
各
ア
メ
ー
バ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
は
採
算
悪
化
に
つ
な
が
る
値
下

げ
を
容
易
に
は
受
け
入
れ
よ
う
と
は
し
な

い
。

　

そ
こ
で
審
判
役
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

う
の
が
、
課
長
、
係
長
ク
ラ
ス
に
相
当
し
、

複
数
の
ア
メ
ー
バ
を
束
ね
て
い
る
ミ
ド
ル
層

の
リ
ー
ダ
ー
だ
。

　

同
社
で
は
毎
月
、
製
造
の
各
工
程
や
営
業

の
ア
メ
ー
バ
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま
り
、
生
産
の

見
込
み
や
値
段
決
め
を
す
る
会
議
が
開
か
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
場
で
会
議
が
紛
糾
し
た

際
、
ミ
ド
ル
層
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
両
者
の
言

い
分
を
よ
く
聞
き
、「
大
岡
裁
き
」
の
よ
う

な
公
平
な
裁
定
を
下
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。「
利
害
調
整
に
は
、『
私
心
の
な
い
判
断
』

や
『
仲
間
の
た
め
に
尽
く
す
』
と
い
っ
た
、

京
セ
ラ
全
体
の
成
長
を
見
据
え
た
判
断
基
準

が
必
要
。
結
局
、『
あ
の
人
の
判
断
な
ら
受

け
入
れ
よ
う
』
と
目
さ
れ
る
よ
う
な
人
格
者

に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
場
を
収
め

る
こ
と
は
難
し
い
」（
村
本
氏
）

会
議
と
コ
ン
パ
も

ミ
ド
ル
育
成
の
場

　

こ
う
し
た
公
平
な
審
判
役
と
な
れ
る
ミ
ド

ル
層
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
ど
の
よ
う
に
育
て
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
ま
ず
ア
メ
ー
バ
経
営

そ
の
も
の
が
、
最
大
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
場

で
す
」（
村
本
氏
）。
若
い
と
き
か
ら
ア
メ
ー

バ
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
、
数
字
と
理
念
を
両

立
す
る
こ
と
の
実
現
、
そ
の
た
め
に
部
下
、

同
僚
、
上
司
に
思
い
を
語
る
機
会
が
、
数
多

く
用
意
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

加
え
て
同
社
で
は
、
「
会
議
」
と
「
コ
ン

パ
」
を
ミ
ド
ル
育
成
の
場
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
会
議
の
場
で
は
数
値
目
標
の
追
求
に
と

ど
ま
ら
ず
、
リ
ー
ダ
ー
の
判
断
基
準
や
考
え

方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
、
多
く
の
時
間

が
割
か
れ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
は
先
輩
ミ
ド

ル
の
指
導
や
「
大
岡
裁
き
」
に
も
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

コ
ン
パ
と
称
す
る
飲
み
会
も
、
懇
親
会
の

意
味
合
い
だ
け
で
は
な
く
、
相
互
理
解
、
教

育
の
場
で
も
あ
る
と
い
う
。「
仕
事
場
で
は

面
と
向
か
っ
て
言
い
に
く
い
こ
と
を
、
裃
を

脱
い
だ
場
で
指
摘
し
た
り
、
上
司
に
対
し
て

思
っ
て
い
る
こ
と
を
ぶ
つ
け
た
り
、
ひ
と
つ

の
目
標
に
向
か
う
た
め
、
お
互
い
を
十
分
に

理
解
し
合
う
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
村
本
氏
。

　

こ
う
し
た
O
J
T
を
通
じ
た
機
会
に
加

え
、
O
F
F
│
J
T
の
場
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。
同
社
で
は
7
年
前
か
ら
、
経
営
幹
部
、

中
堅
社
員
、一
般
社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
で
、

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
研
修
と
ア
メ
ー
バ
経
営
学
講

座
を
交
互
に
開
講
し
て
い
る
。

　

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
研
修
は
年
2
回
、
1
泊
2

日
で
行
わ
れ
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
稲
盛
氏
が
各
項
目
の
意
義
を
説
い

て
い
く
ビ
デ
オ
を
視
聴
す
る
。
ビ
デ
オ
を
見

な
が
ら
、
み
ん
な
で
実
際
自
分
の
職
場
は
ど

う
か
、
自
分
自
身
は
ど
う
か
と
振
り
返
り
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
場
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
O
J
T
で
の
育
成
に
O
F
F

│
J
T
で
の
取
り
組
み
も
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
経
営
感
覚
を
持
っ
た
京
セ
ラ
の
ミ
ド

ル
は
育
て
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
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ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
は
、「
何
を
知
っ
て

い
る
か
で
は
な
く
誰
を
知
っ
て
い
る
か
」
が

重
要
だ
と
い
わ
れ
る
。
有
効
な
人
脈
が
あ
る

こ
と
は
、
有
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と

っ
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
に
直
接
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
効
果
的
に
効
率
的
に
進

め
ら
れ
る
。
企
業
活
動
の
中
枢
を
担
う
ミ
ド

ル
に
と
っ
て
、
有
効
な
人
脈
を
持
つ
こ
と
は

業
務
の
遂
行
の
た
め
に
重
要
な
能
力
の
ひ
と

つ
な
の
だ
。

　

単
に
有
力
者
を
知
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
人
が
自
分
の
た
め
に
一
肌
脱
い
で

く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
人
と
の
関
係
を
本
研

究
で
は
人
脈
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
人
脈

を
構
成
す
る
人
員
の
こ
と
を
人
脈
メ
ン
バ
ー

と
呼
ぶ
。

人
脈
構
築
の
実
態
調
査

30
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

ミ
ド
ル
の
人
脈
構
築
に
つ
い
て
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
2
0
0
7
年
7
月

か
ら
2
0
0
8
年
1
月
ま
で
東
証
一
部
上
場

企
業
（
非
上
場
の
場
合
は
一
部
上
場
基
準
を

満
た
し
て
い
る
企
業
）
の
社
員
で
、
35
歳
程

度
〜
45
歳
程
度
（
※
1
）
ま
で
の
社
員
を
人

事
部
も
し
く
は
経
営
企
画
室
か
ら
推
薦
し
て

い
た
だ
い
た
。
商
社
、
食
品
、
金
融
、
教
育
、

電
機
、
運
輸
、
小
売
り
の
各
業
種
に
属
す
る

10
社
が
調
査
に
応
じ
、
30
人
（
男
性
17
人
、

女
性
13
人
）
に
対
し
て
、
一
人
当
た
り
1
時

間
〜
1
時
間
半
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
30
名
全
員
が
大

学
（
※
2
）
卒
業
後
、
そ
の
ま
ま
現
在
の
企

業
（
※
3
）
に
就
職
し
、
転
職
経
験
が
な
か

っ
た
。
対
象
者
は
研
究
所
勤
務
の
1
人
を
除

き
、
全
員
が
営
業
職
を
経
験
し
て
い
た
。

　

調
査
の
結
果
、
日
本
企
業
の
ミ
ド
ル
が
持

つ
人
脈
に
つ
い
て
、
5
つ
の
実
態
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
（
※
4
）。

⑴
個
人
的
な
こ
と
を
相
談
す
る
相
手
と
し
て

は
、
社
内
の
人
間
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

情
報
を
得
る
相
手
と
し
て
は
社
内
6
割
、
社

外
4
割
で
あ
っ
た
。

⑵
自
分
の
持
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維

持
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し

て
い
な
か
っ
た
。

⑶
人
脈
は
「
一
緒
に
苦
労
を
し
た
経
験
」
か

ら
強
く
結
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

⑷
人
脈
と
考
え
る
相
手
と
の
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ

イ
ク
の
関
係
は
、
濃
淡
は
あ
る
に
せ
よ
存
在

し
て
い
た
。
た
だ
、
貸
し
借
り
の
時
間
軸
が

長
か
っ
た
。
相
手
と
は
互
い
に
利
用
し
合
う

と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
関
係
で
は
な

く
、相
手
が
助
け
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

人
脈
、学
び
、キ
ャ
リ
ア
統
合
─
─
成
長
促
す
３
つ
の
焦
点

後
半
も
３
つ
の
論
考
に
よ
っ
て
ミ
ド
ル
の
成
長
へ
の
処
方
箋
を
描
き
出
し
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
人
脈
」「
学
び
」、
そ
し
て「
キ
ャ
リ
ア
統
合
」だ
。
い
ず
れ
も
ミ
ド
ル
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
ベ
ー
ス
に
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

人
脈
、
学
び
、
キ
ャ
リ
ア
統
合
の
望
ま
し
い
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
察
を
展
開
す
る
。

ミ
ド
ル
の
成
長
を
考
え
る
と
き
、
よ
き
人
脈
構
築
の
あ
り
方
は
、

外
せ
な
い
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
日
本
の
大
手
企
業
に
勤
め
る

ミ
ド
ル
30
人
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
、
彼
ら
の
人
脈
に

つ
い
て
5
つ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

高
田
朝
子
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
客
員
研
究
員
）

よ
き
人
脈
の
カ
ギ
を
握
る

自
己
開
示
、信
頼
、自
信
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こ
ち
ら
が
助
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
、
相

互
扶
助
の
関
係
が
見
ら
れ
た
。

⑸
ミ
ド
ル
が
人
脈
の
一
人
だ
と
考
え
る
相
手

は
、
双
方
向
に
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
が
前

提
条
件
で
あ
っ
た
。
自
分
が
相
手
を
人
脈
の

一
人
と
認
知
し
て
い
る
と
、
相
手
も
自
分
を

人
脈
の
一
人
と
認
知
し
て
い
る
と
い
う
自
信

を
持
っ
て
い
た
。

多
角
的
に
評
価
し

徐
々
に
選
択
す
る

　

ど
の
よ
う
に
し
て
人
脈
メ
ン
バ
ー
と
の
関

係
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
、
30
人
に
、
当

該
人
物
と
の
出
会
い
か
ら
時
間
を
追
っ
て
話

を
聞
い
て
み
た
。
そ
こ
に
は
大
ま
か
で
は
あ

る
が
共
通
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
っ
た
。

　

最
初
に
自
分
が
関
係
を
持
ち
た
い
相
手
を

大
ま
か
に
複
数
人
選
び
、
次
に
そ
の
人
々
と

の
や
り
と
り
の
中
で
、
相
手
を
多
角
的
に
評

価
し
、
徐
々
に
選
択
し
て
い
た
。
人
脈
メ
ン

バ
ー
と
し
て
認
識
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中

に
は
、
三
つ
の
カ
ギ
要
素
が
あ
っ
た
。「
自

己
開
示
」
と
「
信
頼
」
そ
し
て
「
自
信
」
で

あ
る
。

　

こ
の
場
合
の
自
己
開
示
と
は
、
自
分
の
持

っ
て
い
る
情
報
を
他
人
に
向
か
っ
て
多
く
開

示
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
自
分
の
考
え
や

意
見
を
他
人
に
知
っ
て
も
ら
う
行
動
を
と
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
も
同
様
な
レ
ベ
ル
の

情
報
を
返
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。

こ
れ
は
心
理
学
の
分
野
で
「
自
己
開
示
の
返

報
性
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
だ
。
自
己
開
示
は

両
者
の
親
密
度
に
正
の
影
響
を
与
え
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　

ミ
ド
ル
は
人
脈
メ
ン
バ
ー
と
の
関
係
を
長

期
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
傾
向
が
強
い
こ

と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
一
緒
に
時
を
過
ご

す
中
で
自
己
開
示
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、

徐
々
に
相
手
へ
の
信
頼
を
熟
成
さ
せ
て
い
く

基
盤
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
脈
メ
ン
バ
ー
と
の
間
に
あ
る
信
頼
関
係

は
、「
自
分
は
（
仕
事
上
で
）
相
手
を
助
け

る
だ
ろ
う
」「
相
手
も
同
様
に
自
分
を
助
け

て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
、
自
分
の
行
動

と
相
手
の
未
来
の
行
動
に
対
す
る
自
信
感
の

存
在
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
観
察
で

き
た
。
人
脈
メ
ン
バ
ー
と
の
関
係
構
築
に
つ

い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
の
発
言
の
中

で
、
典
型
的
な
も
の
を
示
し
た
い
。

「
彼
と
今
で
も
続
い
て
い
る
の
は
、
求
め
れ

ば
必
ず
応
え
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
い
っ
て
み
れ
ば
ラ
イ
バ
ル
な
ん
で
す

が
、
必
ず
応
え
て
く
れ
る
と
い
う
自
信
が
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、僕
も
同
じ
で
す
。（
も

し
も
助
け
を
求
め
ら
れ
た
ら
）
自
分
も
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
相
手
に
す
る
と
思
い
ま

す
」（
食
品
会
社
E
氏
、
他
社
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
）

助
け
て
く
れ
る
期
待

助
け
ら
れ
る
期
待

　

人
脈
を
構
造
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
信

頼
が
前
提
条
件
と
し
て
あ
り
、
そ
の
上
で
、

人
脈
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、
自
分
も
相
手
を

助
け
る
し
相
手
も
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
二
重
の
強
い
自
信
感
を
も
っ
た

相
手
が
人
脈
メ
ン
バ
ー
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

自
信
感
に
つ
い
て
は
、
心
理
学
者
、
ア
ル

バ
ー
ト
・
バ
ン
デ
ュ
ー
ラ
の
自
己
効
力
感
の

概
念
を
援
用
す
る
の
が
よ
い
。
バ
ン
デ
ュ
ー

ラ
は
未
だ
達
成
し
て
い
な
い
行
動
で
あ
っ
て

も
、「
自
分
は
そ
の
行
動
が
で
き
る
」
と
い

う
自
信
感
を
持
っ
た
状
態
、
即
ち
、
自
分
が

あ
る
行
動
を
と
れ
ば
こ
の
よ
う
な
結
果
を
得

る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
自
信
感

の
こ
と
を
、
自
己
効
力
感
と
呼
ん
だ
。
つ
ま

り
、
人
脈
と
い
う
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
は
、「
自
分
は
相
手
を
助
け
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う
自
分
の
行
動
に
対
す
る

自
己
効
力
感
と
、「
相
手
も
自
分
を
助
け
て

く
れ
る
」
と
い
う
自
分
に
対
す
る
相
手
の
行

動
に
つ
い
て
の
自
信
感
を
二
重
に
持
っ
た
状

態
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

自
己
効
力
感
が
あ
る
状
態
は
仕
事
な
ど
の

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
対
し
て
正
の
相
関
が
あ
る

と
さ
れ
、
そ
の
発
生
原
因
を
バ
ン
デ
ュ
ー
ラ

は
、
制
御
体
験
（
成
功
体
験
を
得
る
こ
と
）、

代
理
体
験
（
他
人
が
成
功
し
て
い
る
の
を
観

察
し
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
と
し
て
擬
似
的
に
成

功
体
験
を
得
る
こ
と
）、
言
語
的
説
得
（「
君

た
ち
は
そ
の
行
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
言
語
で
課
題
の
達
成
可
能
性
に
つ
い

て
説
得
さ
れ
る
こ
と
）、
生
理
的
状
態
（
肉

体
的
状
態
が
よ
い
こ
と
）
の
4
つ
を
挙
げ
、

特
に
制
御
体
験
が
重
要
だ
と
指
摘
し
て
い

る
。
人
脈
に
当
て
は
め
て
考
え
る
な
ら
ば
、

今
ま
で
の
自
分
の
仕
事
に
お
け
る
何
ら
か
の

制
御
体
験
な
り
、
代
理
体
験
な
り
を
持
ち
、

自
己
効
力
感
を
発
生
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、

【図表1】二重の自信感

出典：「Works Review 2008」ミドル人脈の構造

お互いの信頼

相手が自分を助
けてくれるだろ
うという自信

自分が相手のこ
とを助けるだろ
うという自信
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そ
の
後
の
人
脈
構
築
に
大
き
く
影
響
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
き
人
脈
づ
く
り

今
後
へ
の
提
言

①
一
緒
に
修
羅
場
を
く
ぐ
る
経
験
を
得
る

　

人
脈
メ
ン
バ
ー
の
属
性
と
し
て
最
も
多
か

っ
た
の
は
、
一
緒
に
仕
事
を
し
た
と
い
う
経

験
で
あ
っ
た
。
多
様
な
人
々
と
協
働
経
験
を

持
て
る
環
境
が
、
自
分
の
た
め
一
肌
脱
い
で

く
れ
る
人
脈
の
構
築
に
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
特
に
、
ミ
ド
ル
は
人
脈
メ
ン
バ
ー
と

認
知
す
る
ま
で
に
長
く
時
間
軸
を
と
る
傾
向

が
あ
っ
た
。
あ
る
程
度
の
時
間
を
か
け
て
一

緒
に
仕
事
を
し
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
経
験

を
す
る
こ
と
が
、
人
脈
構
築
の
た
め
に
は
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。

　

長
い
間
知
り
合
い
だ
っ
た
と
し
て
も
、
人

脈
メ
ン
バ
ー
に
な
ら
な
い
人
も
い
る
し
、
短

い
間
で
あ
っ
て
も
一
緒
に
何
か
を
乗
り
越
え

る
こ
と
で
お
互
い
を
自
分
の
人
脈
メ
ン
バ
ー

と
し
て
認
め
る
場
合
も
あ
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
一
緒
に
何
ら
か
の
修
羅
場

を
く
ぐ
る
経
験
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社
内

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
な
ど
だ
け
を
指
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
研
修
、
会

議
な
ど
で
、
締
め
切
り
が
迫
っ
て
い
る
状
態

で
何
ら
か
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
出
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
状
態
を
、
企
業
が
人
為
的
に
作

り
出
す
こ
と
で
、
修
羅
場
体
験
を
与
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
定
常
状
態
と
は
違
っ
た
状
態
を

人
為
的
に
作
り
出
し
、
そ
の
中
で
、
い
つ
も

と
違
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
、
不
特
定

多
数
の
人
と
協
働
し
、
や
り
と
り
を
続
け
る

こ
と
が
人
脈
形
成
に
は
必
要
だ
ろ
う
。

　

社
員
の
人
脈
構
築
の
活
性
化
を
企
業
が
望

む
の
で
あ
れ
ば
、「
期
日
」
と
「
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
」、
そ
し
て
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
評
価

を
受
け
る
状
態
」
の
三
要
素
を
含
む
何
ら
か

の
仕
掛
け
を
作
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

②
意
識
し
て
他
人
と
交
わ
る
行
動
を
と
り
、

他
人
を
評
価
す
る
軸
を
持
つ

　

人
と
出
会
い
、
何
ら
か
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

を
一
緒
に
出
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
環
境
が

あ
っ
て
も
、
積
極
的
に
取
り
組
む
意
志
が
な

け
れ
ば
、
人
脈
構
築
は
進
ま
な
い
。
少
な
く

と
も
、
他
人
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
相
手

を
観
察
し
、
自
分
な
り
の
評
価
軸
を
も
っ
て

他
人
を
評
価
す
る
と
い
う
一
連
の
行
動
を
意

識
し
な
が
ら
、
と
も
に
修
羅
場
を
く
ぐ
る
こ

と
が
個
人
の
心
構
え
と
し
て
は
必
要
で
あ

る
。

③
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
し
よ
う
と
い
う
意
識

を
持
つ

　

人
脈
は
信
頼
を
基
盤
と
し
た
関
係
で
あ

る
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
情
報
を
で
き
る
限

り
オ
ー
プ
ン
に
し
、
自
分
の
考
え
や
意
見
を

積
極
的
に
開
示
し
よ
う
と
す
る
行
動
を
と
る

こ
と
が
、
相
互
の
信
頼
を
構
築
す
る
上
で
必

要
で
あ
っ
た
。
情
報
を
抱
え
込
み
他
人
と
共

有
し
な
け
れ
ば
、
人
脈
構
築
の
前
提
条
件
で

あ
る
信
頼
が
成
立
し
な
い
。

　

企
業
組
織
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
情

報
を
一
人
で
抱
え
込
む
こ
と
に
対
し
て
、
組

織
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー
を
定
め
て
お
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

④
仕
事
に
対
す
る
自
己
効
力
感
を
持
っ
た
人

材
を
育
て
る　
　

　

人
脈
の
構
造
は
「
仕
事
上
で
自
分
が
相
手

を
助
け
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
自
己
効

力
感
と
、「
相
手
も
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
」

と
い
う
思
い
の
自
信
感
と
い
う
、
二
つ
の
要

素
か
ら
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
普
段
か
ら
自

分
の
仕
事
に
対
し
て
、
自
己
効
力
感
を
持
つ

こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

自
己
効
力
感
の
源
泉
と
さ
れ
て
い
る
4
つ

の
内
、
効
力
感
に
最
も
影
響
を
与
え
る
と
さ

れ
て
い
る
制
御
体
験
と
代
理
体
験
は
、
組
織

内
の
情
報
循
環
が
活
発
で
、
自
分
が
行
な
っ

た
こ
と
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
直
ぐ

来
る
よ
う
な
環
境
だ
と
、
自
己
効
力
感
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、
仕

事
に
対
す
る
効
力
感
を
持
っ
た
人
材
を
育
て

る
た
め
最
も
重
要
な
事
の
一
つ
と
し
て
、
組

織
に
お
い
て
直
ぐ
に
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
と
い
う
体
制
を
持
ち
、
組
織
メ
ン
バ

ー
が
自
己
効
力
感
を
持
ち
や
す
い
環
境
を
作

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

高
田
朝
子（
た
か
だ
・
あ
さ
こ
）

法
政
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
准
教
授
、

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
非
常
勤
講
師
。
モ
ル
ガ

ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
会
社
勤
務
を
経
て
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
国
際
経

営
大
学
院
国
際
経
営
学
修
士（
M
I
M
）、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

経
営
管
理
研
究
科
経
営
学
修
士
、
同
博
士
課
程
修
了
、
経
営
学

博
士
。
専
門
は
組
織
行
動
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。

※
1  

企
業
側
に
は「
35
歳
ぐ
ら
い
か
ら
45
歳
ぐ
ら

い
ま
で
で
、
厳
格
な
年
齢
制
限
は
な
い
」と
し
て
調

査
を
依
頼
し
た
。

※
2  

30
名
中
2
名
が
大
学
院
修
了
、
27
名
が

四
年
制
大
学
卒
業
、
1
名
が
短
大
卒
業

※
3  

現
在
出
向
し
て
い
る
場
合
は
親
会
社
を
指

す※
4  

詳
し
く
は
『
ワ
ー
ク
スR

eview
 

2
0
0
8 

ミ
ド
ル
人
脈
の
構
造
』を
参
照
の
こ
と

参
考
文
献
：Bandura, A. ”Self-effi

cacy: To- 
w

ard a unifying theory of behavioral 
change. ＂P

sychological R
eview

, 8
4

, 
191-215. 1977
Jourard, S. M

. &
 Jaffe, P. E. 1970 

”Influ-
ence of an interview

er’s disclosure on 
th

e
 se

lf-d
isc

lo
sin

g
 b

e
h

a
vio

r o
f 

interview
ee. ＂Journal of C

ounseling 
Psychology, 17, 252-257
Rubin, Z. 1975 

”D
isclosing oneself to a 

stranger. ＂Journal of E
xperim

ental  
Social Psychology, 11, 233-260
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Wor
ks 
86
号
の
特
集
は
、「
時
短
～
な

ぜ
早
く
帰
れ
な
い
の
か
」
だ
っ
た
。
時
短
問

題
を
切
り
口
に
、
現
在
の
職
務
設
計
や
ス
キ

ル
の
問
題
を
提
起
す
る
。
興
味
深
い
展
開
だ

っ
た
が
、
時
短
の
先
を
見
据
え
た
と
き
、
そ

こ
に
は
ま
た
別
の
課
題
が
立
ち
上
が
っ
て
く

る
よ
う
に
思
う
。
早
く
帰
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
土
日
の
出
勤
も
な
い
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
と
き
、働
く
人
々
は
、

「
増
え
た
自
由
時
間
を
ど
う
使
う
か
」
と
い

う
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

家
族
に
使
う
も
よ
し
、
趣
味
に
使
う
も
よ

し
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
養
っ
た

英
気
で
仕
事
に
励
む
と
い
う
の
も
理
想
的
な

使
い
方
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
由

時
間
こ
そ
、
自
分
自
身
の
ス
タ
イ
ル
で
学
習

す
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
い
え
る
。
少
し
ず
つ
の

学
習
で
も
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
が
仕
事
の
上
で
の
武
器
に
な
る
。
そ
の
可

能
性
は
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
、自
己
学
習
が
大
事
だ
と
い
っ
て
も
、

掛
け
声
ば
か
り
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

学
習
の
輪
郭
を
浮
き
彫
り
に
し
、
あ
る
べ
き

学
び
の
姿
と
そ
こ
に
辿
り
着
く
プ
ロ
セ
ス
を

探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
特
集
の
対
象
で
あ
る
ミ
ド
ル
た
ち
の
語

り
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。生

活
の
仔
細
に
つ
い
て

ミ
ド
ル
に
2
時
間
質
問

　

去
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
、
生
保
、
証
券
、

銀
行
な
ど
の
大
手
金
融
企
業
や
総
合
商
社
に

勤
務
す
る
男
性
ミ
ド
ル
（
35
～
45
歳
）
20
人

に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。

行
き
帰
り
の
通
勤
時
間
は
何
を
し
て
い
る
の

か
。就
寝
前
や
土
日
の
過
ご
し
方
は
ど
う
か
。

ど
ん
な
本
を
読
み
、
友
人
と
ど
ん
な
会
話
を

し
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
こ
う
し
た
生
活
の
仔

細
に
つ
い
て
、
一
人
当
た
り
2
時
間
ほ
ど
か

け
て
尋
ね
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
一
点
、
気
を
つ
け
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
調
査
依
頼
を
「
自

己
学
習
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」
で
は
な

く
、「
日
常
生
活
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ミ
ド
ル
本

人
が
自
己
学
習
と
し
て
す
ぐ
に
挙
げ
ら
れ
る

ほ
ど
に
は
、
自
覚
し
て
い
な
い
よ
う
な
学
習

│
│
雑
誌
、
テ
レ
ビ
か
ら
の
情
報
収
集
、
友

人
と
の
会
話
を
通
じ
て
の
学
習
な
ど
│
│
も

拾
い
上
げ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
方
針
の
効
果
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
調
査
を
し
て
驚
い
た
の
は
、
自
主
的
に

知
識
の
獲
得
に
努
め
て
い
る
＝
学
習
を
進
め

て
い
る
ミ
ド
ル
が
、
予
想
以
上
に
多
い
こ
と

だ
っ
た
。
金
融
・
商
社
は
時
短
政
策
が
比
較

的
浸
透
し
て
い
る
業
種
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ミ
ド
ル
た
ち
か
ら
は
無
理
な
く
自
己
学

習
に
取
り
組
む
日
常
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
仕
事
は
忙
し
い
が
、
仕
事
ば
か
り
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
遅
く
な
ら
な
い
う
ち
に

家
に
帰
れ
る
し
、
土
日
の
出
勤
も
ほ
と
ん
ど

な
い
。
こ
う
し
た
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
る
ミ
ド
ル
の
多
く
が
、
自
由
時
間
に
何

ら
か
の
学
習
行
動
を
試
み
て
い
た
。
具
体
的

に
説
明
し
て
い
こ
う
。

　

調
査
に
協
力
し
て
く
れ
た
20
人
の
う
ち
、

通
勤
時
間
や
就
寝
前
、
土
日
に
仕
事
を
意
識

し
た
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
た
ミ
ド
ル
は
14

人
い
た
。
空
い
た
時
間
に
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
調
べ
て
お
く
。
帰
り
に
書
店
に
立
ち

寄
っ
て
役
に
立
ち
そ
う
な
本
を
物
色
す
る
。

他
の
業
界
で
働
く
友
人
に
会
い
、
情
報
を
収

集
す
る
。
調
査
対
象
の
4
分
の
3
に
あ
た
る

ミ
ド
ル
が
、
こ
う
し
た
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
14
人
の
学
習
パ
タ
ー
ン
が

す
べ
て
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
特
に

学
習
の
理
由
に
、
大
き
く
2
つ
の
タ
イ
プ
が

あ
る
こ
と
が
示
唆
的
だ
っ
た
。

　

第
1
は
、「
そ
の
ま
ま
使
え
る
道
具
」
を

得
る
た
め
に
学
習
し
て
い
る
タ
イ
プ
で
あ

る
。
専
門
知
識
、
ハ
ウ
ツ
ー
も
の
、
語
学
な

ど
、
内
容
こ
そ
多
様
だ
が
、
獲
得
し
た
知
識

を
そ
の
ま
ま
仕
事
に
生
か
す
た
め
に
学
ん
で

い
る
と
語
る
ミ
ド
ル
で
あ
り
、「
部
分
的
に

法
律
の
知
識
で
あ
る
と
か
、
欠
け
て
い
る
部

分
は
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。そ
れ
に
つ
い
て
は
、

ミ
ド
ル
の
自
主
的
学
び
に
見
出
せ
た
、「
道
具
と
し
て
の
知
識
を
得
る
学
習
」

「
手
が
か
り
を
求
め
る
学
習
」と
い
う
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
。
よ
り
高
度
な

学
習
パ
タ
ー
ン
を
身
に
つ
け
た
人
の
経
験
に
は
、
ど
ん
な
特
徴
が

あ
る
の
か
。
自
ら
学
ぶ
ミ
ド
ル
が
育
つ
ヒ
ン
ト
が
、
そ
こ
に
あ
る
。

濱
中
淳
子
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
客
員
研
究
員
）

学
び
に
見
出
し
た
2
つ
の
類
型

高
度
な
学
習
法
は
身
に
つ
く
か
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適
宜
、
専
門
書
を
読
ん
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
」
と
述
べ
た
O
氏
の
よ
う
な
タ
イ
プ
で
あ

る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
当
て
は
ま
る
ミ
ド
ル
は

9
人
い
た
。

　

第
2
の
タ
イ
プ
は
、道
具
と
い
う
よ
り「
手

が
か
り
」
を
求
め
て
学
習
す
る
ミ
ド
ル
5
人

で
あ
る
。
第
1
の
タ
イ
プ
が
直
球
型
の
学
習

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
淡
い
期
待
を
持
ち
な

が
ら
、
ど
こ
に
飛
ん
で
い
く
か
わ
か
ら
な
い

よ
う
な
学
習
を
続
け
て
い
る
人
た
ち
と
も
い

え
る
。
T
氏
は
言
う
。「
ど
っ
ち
か
と
い
う

と
身
近
な
テ
ー
マ
で
考
え
方
を
扱
っ
て
く
れ

る
、
こ
う
い
う
も
の
（
研
究
者
が
新
書
と
し

て
執
筆
し
た
学
問
の
入
門
書
）
み
た
い
な
の

を
、
せ
っ
せ
と
読
ん
で
い
る
と
い
っ
た
感
じ

で
し
ょ
う
か
ね
。
も
の
ご
と
を
見
る
と
き
の

考
え
方
に
、
知
的
刺
激
を
与
え
て
く
る
よ
う

な
。
役
に
立
ち
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

学
習
の
効
果
を
実
感

積
極
的
な
意
味
づ
け

　

後
者
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
さ
ら
に
付
け
加

え
る
と
、
彼
ら
は
学
習
に
積
極
的
な
意
味
づ

け
を
し
て
い
る
ミ
ド
ル
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、
最
後
に
今
後
の
学
習
計
画
に
つ

い
て
も
尋
ね
た
。
す
る
と
、
第
2
の
タ
イ
プ

の
ミ
ド
ル
た
ち
か
ら
は
、非
常
に
積
極
的
な
、

幅
広
い
視
野
か
ら
の
回
答
が
返
っ
て
き
た
。

学
習
の
効
果
を
実
感
し
、
役
立
つ
こ
と
は
何

で
も
や
っ
て
み
た
い
。
そ
の
よ
う
な
印
象
を

受
け
る
回
答
だ
っ
た
。
他
方
で
第
1
の
タ
イ

プ
の
ミ
ド
ル
と
、
学
習
す
る
ミ
ド
ル
14
人
に

入
ら
な
か
っ
た
、
残
り
の
6
人
の
ミ
ド
ル
た

ち
か
ら
は
、
こ
う
し
た
積
極
性
を
感
じ
取
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。彼
ら
の
学
習
計
画
に「
何

で
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
貪
欲
さ
は
見

ら
れ
な
い
。

　

第
2
の
タ
イ
プ
の
ミ
ド
ル
は
、
こ
う
し
た

意
味
合
い
に
お
い
て
、「
一
段
上
を
行
く
自

己
学
習
の
実
践
者
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
20
人
を
整
理
し
て

み
た
（
図
表
2
）。
道
具
と
し
て
の
知
識
を

得
る
た
め
に
学
習
す
る
者
9
人
、
手
が
か
り

を
求
め
て
学
習
す
る
者
5
人
、
自
由
時
間
の

学
習
行
動
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
者
6
人

だ
。

　

人
数
が
最
も
多
か
っ
た
、「
道
具
と
し
て

の
知
識
を
得
る
た
め
に
学
習
す
る
ミ
ド
ル
」。

こ
れ
は
、「
標
準
型
ミ
ド
ル
」と
捉
え
ら
れ
る
。

自
由
に
な
る
時
間
が
で
き
た
か
ら
、
そ
の
時

間
を
、
仕
事
に
必
要
な
知
識
を
補
強
す
る
こ

と
に
使
お
う
。
こ
の
程
度
の
こ
と
は
、
普
通

に
働
い
て
い
る
ミ
ド
ル
な
ら
容
易
に
思
い
つ

く
こ
と
だ
ろ
う
し
、
何
よ
り
も
数
の
多
さ
が

そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。

手
が
か
り
求
め
る
学
習
に

た
ど
り
つ
い
た
人
と
は

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
標
準
型
か
ら

抜
き
ん
出
て
、「
手
が
か
り
を
求
め
る
学
習
」

に
辿
り
着
い
た
ミ
ド
ル
と
は
、
ど
の
よ
う
な

人
た
ち
か
。
そ
し
て
標
準
型
に
も
至
ら
な
い

「
学
習
し
な
い
」
ミ
ド
ル
た
ち
は
、
な
ぜ
そ

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
2
つ
の
問
い
で

あ
る
。
こ
の
問
題
を
キ
ャ
リ
ア
と
の
関
連
に

焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
見
て
い
く
こ
と
に
し

よ
う
。

　

ま
ず
、
標
準
型
か
ら
抜
き
ん
出
た
者
│
│

「
手
が
か
り
を
求
め
る
学
習
」
を
実
践
す
る

ミ
ド
ル
5
人
│
│
の
特
質
を
探
る
と
、
彼
ら

も
2
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
大
幅
な
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ

を
考
え
て
い
る
ミ
ド
ル
で
あ
る
。
20
人
中
、

キ
ャ
リ
ア
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
す
る
者
は

2
人
い
た
。
独
立
を
狙
う
R
氏
、
専
門
外
へ

の
異
動
を
望
む
S
氏
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら

は
、
自
分
が
飛
び
込
も
う
と
し
て
い
る
領
域

の
知
識
獲
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
キ
ャ
リ

ア
を
切
り
拓
い
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
手
が

か
り
に
な
る
も
の
は
何
で
も
身
に
つ
け
て
お

こ
う
と
日
々
努
力
し
て
い
た
。

　

し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア
展
望
の

影
響
が
見
出
さ
れ
た
の
は
こ
の
2
人
の
み

だ
。会
社
が
用
意
し
た
キ
ャ
リ
ア
を
前
提
に
、

今
後
の
人
生
を
考
え
て
い
る
残
り
の
ミ
ド
ル

た
ち
に
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
み
ら
れ
な

い
。
例
え
ば
、
出
世
意
欲
が
学
び
の
形
態
に

影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
確
認
さ

れ
な
か
っ
た
。

　

で
は
、
S
氏
、
R
氏
以
外
の
3
人
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て「
手
が
か
り
を
求
め
る
学
習
」

に
辿
り
着
い
た
の
か
。
彼
ら
に
共
通
し
て
い

た
の
は
、「
ギ
ャ
ッ
プ
に
直
面
し
、
そ
れ
を

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
悩
む
」
と
い
う
経

験
を
し
て
い
る
こ
と
だ
。
先
に
も
紹
介
し
た

T
氏
は
、
営
業
部
門
か
ら
戦
略
策
定
部
門
へ

異
動
し
た
際
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
能
力
と
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あ
る
べ
き
自
分
の
能
力
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
こ
と
が
、
い
ま

の
学
習
方
法
に
つ
な
が
っ
た
と
述
べ
て
い

た
。
管
理
職
に
な
っ
た
H
氏
は
、
社
員
に
当

然
あ
る
は
ず
と
思
っ
て
い
た
規
律
が
、
若
い

世
代
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
ギ
ャ
ッ

プ
に
遭
遇
し
、
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
自
分

な
り
の
答
え
を
見
つ
け
る
た
め
、
集
団
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
て
い
る
と
い

う
。
そ
し
て
、
銀
行
と
銀
行
以
外
の
世
界
と

の
間
に
溝
が
あ
る
と
感
じ
る
I
氏
は
、
銀
行

員
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
す
る
た
め
、
今
は

他
業
種
の
動
き
や
、
そ
こ
で
働
く
人
々
の
価

値
観
、
考
え
方
を
積
極
的
に
聞
く
よ
う
に
し

て
い
る
と
語
っ
て
い
た
。

　

T
氏
、
H
氏
、
I
氏
、
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
る

ギ
ャ
ッ
プ
は
異
な
る
。
け
れ
ど
も
、
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
克

服
す
る
た
め
に
自
分
自
身
が
変
わ
ろ
う
と
す

る
姿
勢
が
、
彼
ら
を
共
通
し
て
「
一
段
上
を

行
く
学
び
」へ
と
向
か
わ
せ
て
い
る
よ
う
だ
。

新
人
時
代
楽
だ
っ
た
人

学
習
に
は
消
極
的
姿
勢

　

将
来
展
望
、
そ
し
て
仕
事
で
感
じ
て
い
る

ギ
ャ
ッ
プ
の
影
響
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た

が
、
キ
ャ
リ
ア
の
過
去
＝
新
人
時
代
と
学
習

タ
イ
プ
と
の
間
に
も
、
注
目
さ
れ
る
関
係
が

見
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
新
人
時
代
の
状
況

は
、
現
在
学
ん
で
い
な
い
ミ
ド
ル
を
生
み
出

す
背
景
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
。

　

調
査
協
力
者
20
人
の
う
ち
、
新
人
時
代
を

「
楽
だ
っ
た
」
と
表
現
し
た
者
が
3
人
い
た
。

J
氏
、
L
氏
、
P
氏
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら

3
人
と
も
、
ミ
ド
ル
に
な
っ
た
今
、
学
習
に

は
消
極
的
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
J
氏
は
い

う
。「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
も
メ
タ
メ
タ
に
ひ
ど

い
わ
け
で
は
な
く
て
、
お
客
さ
ん
と
会
話
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
し
。
相
対

的
に
や
ば
く
な
い
の
で
」

　

断
っ
て
お
く
と
、
今
学
ん
で
い
な
い
者
が

必
ず
楽
な
新
人
時
代
を
送
っ
て
い
た
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
き
つ
い
新
人
時
代
を
送
っ

て
い
な
が
ら
自
己
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
な

い
人
も
い
る
。
今
は
子
ど
も
の
こ
と
で
手
一

杯
、
地
域
活
動
が
忙
し
い
、
趣
味
に
没
頭
し

て
い
る
と
い
っ
た
理
由
に
よ
る
。
し
か
し
な

が
ら
少
な
く
と
も
「
楽
な
新
人
時
代
を
送
っ

た
者
に
つ
い
て
は
、ミ
ド
ル
に
な
っ
た
現
在
、

自
主
的
な
学
び
を
試
み
て
い
な
い
」
と
い
う

構
図
が
読
み
取
れ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
事

実
と
い
え
る
。
キ
ャ
リ
ア
に
は
連
続
性
が
あ

り
、
初
期
に
精
一
杯
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢

を
身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
、
ミ
ド
ル
に

な
っ
て
も
楽
な
ほ
う
へ
と
流
れ
て
し
ま
う
こ

と
を
、
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

職
場
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
誰
か
ら
の

指
図
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
進
め
る
学
習
。

し
か
し
、
以
上
見
て
き
た
の
は
、
そ
の
よ
う

な
学
習
も
決
し
て
キ
ャ
リ
ア
と
無
関
係
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

人
は
学
び
に
よ
っ
て
育
つ
が
、
学
び
自
体

を
育
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
視
点
か
ら

働
く
人
た
ち
へ
示
唆
を
提
示
す
る
と
す
れ

ば
、
次
の
2
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
ひ
と
つ
は

「
新
人
時
代
は
、
仕
事
を
覚
え
る
た
め
だ
け

で
は
な
く
、“
ミ
ド
ル
以
降
の
過
ご
し
方
”

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
も
、
目
一
杯
働
く
べ

き
だ
」
と
い
う
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、「
明

る
い
未
来
を
描
く
こ
と
も
重
要
だ
が
、
い
ま

直
面
し
て
い
る
問
題
を
材
料
に
自
省
す
る
こ

と
が
、
新
た
な
、
一
段
上
を
行
く
学
び
を
生

み
出
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
企
業
の
キ
ャ
リ
ア
指
導
の
あ
り

方
を
問
い
直
す
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
は

ず
だ
。「
君
は
、
今
後
ど
う
し
て
い
き
た
い

の
？
」
と
聞
く
だ
け
で
は
、
社
員
の
自
己
学

習
に
大
き
な
変
化
が
起
き
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

O
J
T
が
能
力
開
発
の
中
心
で
あ
る
日
本

企
業
の
現
状
を
省
み
れ
ば
、
ミ
ド
ル
、
そ
し

て
社
員
の
自
己
学
習
に
ど
の
程
度
の
効
果
が

あ
る
の
か
不
明
な
部
分
は
多
い
。
し
か
し
、

冒
頭
に
も
述
べ
た
時
短
の
問
題
、
そ
し
て
知

識
集
約
型
の
仕
事
や
流
動
化
の
増
加
と
い
っ

た
流
れ
か
ら
も
、
自
己
学
習
の
重
要
性
は
増

す
一
方
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
問
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
社
員
自
身

の
学
び
。
こ
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
時

期
が
訪
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

濱
中
淳
子（
は
ま
な
か
・
じ
ゅ
ん
こ
）

（
独
）
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
部
助
教　

1
9
7
4
年
、
富

山
県
生
ま
れ
。
専
門
は
教
育
社
会
学
、
高
等
教
育
論
。
東
京
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
後
、
東
京
大
学
基
礎
学

力
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
特
任
研
究
員
、
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所

研
究
員
を
経
て
、
2
0
0
7
年
10
月
か
ら
現
職
。
博
士（
教
育
学
）。

主
な
業
績
は
「
大
学
院
は
出
た
け
れ
ど
│
│
夢
を
追
い
続
け
る
「
高

学
歴
就
職
難
民
」2
万
人
」（『
論
座
』朝
日
新
聞
社
、
2
0
0
7
年
）

な
ど
。 

【図表2】インタビュー対象者20人の内訳

学習行動が
確認されなかった
ミドル

道具としての
知識を得るために
学習するミドル

手がかりを求めて
学習するミドル

9人6人

5人

計20人

回答者
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ミ
ド
ル
が
積
み
上
げ
て
き
た
経
験
は
多
様

だ
。
入
社
時
か
ら
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
緊

張
し
た
初
め
て
の
挨
拶
、
初
対
面
の
人
た
ち

の
中
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
覚
え
た
仕
事
。
上

司
か
ら
の
指
示
、
次
々
と
押
し
寄
せ
る
顧
客

対
応
。
せ
っ
か
く
仕
事
を
覚
え
た
の
に
、
異

動
で
再
び
一
か
ら
経
験
を
積
み
直
し
た
時

代
。

　

そ
ん
な
異
動
を
繰
り
返
し
、
気
が
つ
け
ば

部
下
を
抱
え
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
気
を
使
い
、

上
司
の
顔
色
を
う
か
が
い
つ
つ
、
プ
レ
イ
ン

グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
こ
な
す
立
場
に
な
っ
て
い

た
。
あ
る
日
、
会
社
が
主
催
す
る
キ
ャ
リ
ア

研
修
に
参
加
す
る
。
だ
が
、
つ
か
み
所
の
な

い
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
「
自
分
が
積
み
重
ね

た
経
験
と
は
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
」
と
つ
ぶ
や

く
だ
け
で
、
翌
日
、
日
常
業
務
に
追
わ
れ
る

日
々
へ
と
戻
っ
て
い
く―

―

。

　

ミ
ド
ル
と
も
な
る
と
多
様
な
経
験
に
埋
没

し
、
閉
塞
感
に
陥
り
が
ち
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
う
し
た
状
況
を
打
ち
破
る
ひ
と
つ
の

方
法
が
「
キ
ャ
リ
ア
統
合
」
だ
。
キ
ャ
リ
ア

統
合
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
か
ら
、
自
ら

の
キ
ャ
リ
ア
に
共
通
の
意
味
を
見
つ
け
出

し
、
将
来
の
展
望
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ

と
。キ
ャ
リ
ア
統
合
を
促
す
4
つ
の
質
問
が
、

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。

「
一
皮
む
け
た
経
験
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
の
分
野
な
ど
で
耳
に

し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ご
く
簡
単
に

い
え
ば
、
こ
の
経
験
に
関
す
る
一
連
の
研
究

か
ら
、「
人
は『
役
割
や
仕
事
内
容
か
ら
学
ぶ
』

『
人
を
通
じ
て
学
ぶ
』『
ツ
ラ
イ
こ
と
か
ら
学

ぶ
』」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
（
※
）。

日
本
で
も
神
戸
大
学
の
金
井
壽
宏
教
授
を
は

じ
め
、
何
人
か
が
同
様
の
研
究
を
手
が
け
て

い
る
。
筆
者
も
金
井
教
授
指
導
の
も
と
、

1
6
0
人
以
上
の
一
皮
む
け
た
経
験
を
分
析

し
、
大
企
業
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
た
ち
の
キ
ャ
リ

ア
を
研
究
し
た
こ
と
が
あ
る
。

他
人
に
話
す
こ
と
は

頭
の
整
理
に
な
る

　

そ
の
際
、
興
味
深
か
っ
た
こ
と
は
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
時
の
話
し
手
の
語
り
が
、
実
に
多

様
だ
っ
た
こ
と
だ
。
内
容
は
非
常
に
具
体
的

で
、
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
説
得
力
が
増
す
。
何

よ
り
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
の
話
し
手
の
爽
快

感
が
印
象
的
だ
っ
た
。「
自
分
の
頭
の
整
理

に
な
っ
た
よ
」。
こ
れ
は
、
あ
る
調
査
対
象

者
の
生
の
声
だ
。
自
分
の
話
を
他
人
に
話
す

こ
と
は
頭
の
整
理
に
な
る
。「
一
皮
む
け
た

経
験
」
を
じ
っ
く
り
聞
く
こ
と
が
、
キ
ャ
リ

ア
統
合
を
促
す
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

だ
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
自
体
を
明
確
な
キ

ャ
リ
ア
統
合
の
き
っ
か
け
と
し
て
活
用
す
る

に
は
、
更
な
る
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
一
方

的
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
け
で
は
難
し
い
の

だ
。
そ
こ
で
、
一
度
聞
い
た
一
皮
む
け
た
経

験
に
つ
い
て
別
の
機
会
を
設
け
、
さ
ら
に
振

り
返
っ
て
も
ら
う
と
い
う
、
2
段
構
え
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
手
法
を
考
案
し
た
。
そ
こ
で
は

聞
き
手
で
あ
る
筆
者
も
積
極
的
に
質
問
し
、

ど
ん
ど
ん
相
手
の
話
を
展
開
し
て
い
く
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
心
が
け
た
。
こ
の
「
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
振
り
返
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
を
、
リ

フ
レ
ク
シ
ヴ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
名
づ
け
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　

リ
フ
レ
ク
シ
ヴ
（reflexive

）
は
、
再
帰

的
、
内
省
的
と
訳
さ
れ
る
。「
そ
れ
自
体
を

対
象
と
し
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
リ
フ

レ
ク
シ
ヴ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
1
回
目
の

「
一
皮
む
け
た
経
験
を
聞
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

自
体
が
対
象
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
話
し
手

に
と
っ
て
は
「
自
ら
が
語
っ
た
自
分
自
身
」

を
再
び
内
省
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
な
る
の

だ
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
、
キ
ャ
リ
ア
統
合
へ
と
方
向

づ
け
を
促
す
、
4
つ
の
質
問
パ
タ
ー
ン
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

早
速
、
リ
フ
レ
ク
シ
ヴ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
詳
細
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
6
人
（
男

性
5
人
、
女
性
1
人
、
35
～
39
歳
）
の
方
に
、

一
度
目
の
「
一
皮
む
け
た
経
験
を
聞
く
」
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
と
、
二
度
目
の
「
リ
フ
レ
ク
シ

ミ
ド
ル
が
積
み
上
げ
た
経
験
は
多
様
で
、
一
貫
し
た
意
味
を
見
出
す

こ
と
は
意
外
に
難
し
い
。
だ
が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
自
分
な
り
の
意
味
を

見
出
せ
な
け
れ
ば
、
更
な
る
成
長
の
持
続
は
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

キ
ャ
リ
ア
統
合
を
促
す
、「
4
つ
の
質
問
」を
提
示
す
る
。

谷
口
智
彦
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
客
員
研
究
員
）

キ
ャ
リ
ア
統
合
で
将
来
に
展
望

気
づ
き
を
与
え
る
4
つ
の
質
問
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ヴ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
に
協
力
し
て
も
ら
っ

た
。

　

対
象
者
の
一
人
、
S
氏
は
現
在
（
調
査
当

時
の
こ
と
）、
外
資
系
の
企
業
に
勤
め
て
い

る
。
最
初
は
日
本
の
大
手
企
業
に
就
職
し
た

が
、
海
外
留
学
後
、
い
く
つ
か
の
外
資
系
企

業
に
転
職
し
た
。

　

S
氏
は
、
2
回
目
の
リ
フ
レ
ク
シ
ヴ
・
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
自
身
が
1
回
目
で
語
っ
た

経
験
と
教
訓
に
、「
為
せ
ば
成
る
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
。（
あ
る
外
資
系
企
業

M
社
で
は
）「
実
際
に
や
っ
て
み
て
、
ち
ょ

っ
と
不
安
だ
っ
た
け
ど
、
何
と
か
で
き
た
と

い
う
よ
う
な
こ
と
。
そ
う
い
う
小
さ
い
成
功

体
験
を
通
じ
て
、
為
せ
ば
成
る
ん
だ
か
ら
や

っ
て
み
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
身
に
つ
い
た
」

「
リ
ス
ク
を
と
ら
な
い
の
で
は
な
く
、『
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
、

い
い
経
験
に
な
る
か
も
』
と
。
よ
り
自
信
を

つ
け
、
よ
り
難
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
よ
う
と
。（
そ
う
い
う
考
え
方
は
）

も
の
ご
と
に
対
す
る
姿
勢
づ
く
り
に
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

S
氏
の
経
験
の
多
く
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

通
じ
た
自
信
の
獲
得
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が

中
心
だ
っ
た
。

　

だ
が
対
話
を
展
開
す
る
う
ち
に
、
転
換
点

が
現
れ
た
。
筆
者
が
「
今
後
の
課
題
」
を
聞

き
始
め
た
と
き
だ
。S
氏
が
挙
げ
た
課
題
は
、

「
部
下
を
含
め
た
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
育
成
・

指
導
」
だ
っ
た
。
課
題
の
面
か
ら
ス
ト
ー
リ

ー
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で
、
す
で
に
1
回
目

で
語
ら
れ
て
い
た
、
M
社
に
お
け
る
経
験
に

関
す
る
話
題
に
、
新
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
加

わ
り
始
め
た
。

　

M
社
に
勤
め
て
い
た
と
き
の
「
仕
事
へ
の

挑
戦
、
達
成
」
と
い
う
自
己
を
中
心
と
し
た

話
だ
け
で
な
く
、
仕
事
仲
間
か
ら
好
意
的
な

評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
そ

れ
を
付
け
加
え
た
の
だ
。

　

最
初
に
勤
め
た
日
本
の
大
手
企
業
、
N
社

で
の
上
司
が
、
実
は
反
面
教
師
で
あ
っ
た
と

い
う
話
、
N
社
で
の
初
期
の
経
験
で
は
、
多

く
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
話
な

ど
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ

た
。自

己
が
中
心
の
語
り
か
ら

他
者
を
包
含
し
た
物
語
へ

　

1
回
目
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
ら
れ
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
や
「
自
信
」
と
い
っ
た
、

自
己
を
中
心
と
し
た
一
皮
む
け
た
経
験
に
関

す
る
語
り
か
ら
、2
回
目
の
リ
フ
レ
ク
シ
ヴ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
他
者
を
も
包
含
し
た

ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
。

　

リ
フ
レ
ク
シ
ヴ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
終
盤

で
は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
今
ま
で
っ
て
、

自
己
中
心
的
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、自
分
が
、

自
分
が
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
ど
う
し
て
も
あ

っ
た
と
思
う
」
と
い
う
内
省
も
見
ら
れ
た
。

　

他
の
調
査
対
象
者
で
も
、リ
フ
レ
ク
シ
ヴ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
内
省
を
促
す
効
果
が
あ

っ
た
。
特
に
、
次
の
4
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
質

問
が
気
づ
き
を
促
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
経
験
に
対
す
る
見
方
を
広
げ

る
質
問
だ
。
こ
の
効
果
が
あ
っ
た
例
と
し
て

は
、「（
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
）
…
…
の
影

響
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
い

と
こ
ろ
は
あ
っ
た
の
で
す
か
」「
…
…
だ
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
他
に
は
何
を
思
い

出
し
ま
す
か
」
な
ど
、
話
し
手
が
、
一
回
目

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
文
脈
に
見
方
の
範
囲
を
広
げ
、
例
外
を
探

っ
て
い
く
こ
と
を
促
す
よ
う
な
質
問
だ
。

　

そ
し
て
、
新
し
く
掘
り
起
こ
さ
れ
た
語
り

に
「
そ
の
と
き
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
教

え
て
く
だ
さ
い
」「
そ
れ
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
っ

た
質
問
を
重
ね
、さ
ら
に
詳
し
く
聴
き
出
す
。

こ
の
よ
う
な
質
問
に
よ
っ
て
、
話
し
手
は
経

験
の
情
景
を
よ
り
明
確
に
思
い
出
し
、
強
く

意
識
し
始
め
る
。
そ
こ
か
ら
豊
か
な
語
り
が

進
展
し
て
い
っ
た
。

　

2
つ
目
は
、経
験
を
結
び
つ
け
る
質
問
だ
。

経
験
が
思
い
出
さ
れ
、
広
が
る
だ
け
で
は
な

く
、
経
験
同
士
を
結
び
つ
け
る
こ
と
も
で
き

る
。経

験
を
結
び
直
す

質
問
を
投
げ
か
け
る

　

重
要
な
の
は
、
話
し
手
が
自
然
に
結
び
つ

け
て
語
っ
た
複
数
の
経
験
を
、
聞
き
手
が
意

図
的
に
違
う
経
験
と
「
結
び
直
す
」
質
問
を

投
げ
か
け
る
こ
と
だ
。「
そ
れ
ら
の
経
験
に
、

仮
に
○
○
と
名
づ
け
た
と
し
て
、
時
間
を
遡

っ
て
考
え
る
と
、（
名
づ
け
た
経
験
は
）
他

の
ど
ん
な
こ
と
と
関
連
が
あ
る
と
思
い
ま
す

か
」「
そ
の
経
験
は
、
前
回
お
話
さ
れ
た
○

○
と
い
う
経
験
と
近
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す

が
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
」
な
ど
の
質
問
が
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有
効
だ
。

　

こ
う
し
た
「
結
び
直
し
」
に
よ
っ
て
、
新

し
い
「
ま
と
め
方
」
を
考
え
始
め
る
と
、
話

し
手
が
そ
れ
ま
で
意
識
し
て
い
た
認
識
と
は

違
う
観
点
か
ら
の
捉
え
直
し
が
始
ま
る
。

　

3
つ
目
は
、
経
験
の
見
方
を
変
え
る
質
問

だ
。
語
ら
れ
た
経
験
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
眺
め
直
す
き
っ
か
け
を
与
え
て

み
る
。「
○
○
と
い
う
経
験
と
△
△
と
い
う

経
験
は
、
表
裏
一
体
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

逆
か
ら
見
る
と
、
違
っ
て
見
え
て
く
る
こ
と

は
な
い
で
す
か
」
と
い
っ
た
質
問
だ
。
こ
う

し
た
見
方
を
変
え
る
質
問
こ
そ
、
独
り
で
沈

思
黙
考
す
る
タ
イ
プ
の
内
省
と
、
対
話
す
る

タ
イ
プ
の
内
省
に
、
大
き
な
違
い
が
出
る
ポ

イ
ン
ト
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
挙
げ
る
の
が
、
経
験
を
統
合
す
る

質
問
だ
。
こ
れ
は
、
上
記
3
つ
の
質
問
で
経

験
の
見
方
が
変
わ
っ
た
後
の
発
展
型
と
な

る
。

　

対
話
を
進
め
て
い
く
と
、
内
省
が
よ
り
深

ま
り
、「
創
造
的
統
合
」
と
呼
べ
る
よ
う
な

新
し
い
気
づ
き
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
、
U
氏
は
、
自

身
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー

群
に
つ
い
て
、
仕
事
中
心
の
「
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
・
モ
ー
ド
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
、

仕
事
以
外
の
日
常
生
活
や
中
長
期
的
に
歩
ん

で
き
た
キ
ャ
リ
ア
で
見
ら
れ
る
「
自
身
の
本

音
モ
ー
ド
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る

と
語
っ
た
。

　

仕
事
上
の
出
来
事
の
多
く
は
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
・
モ
ー
ド
で
語
ら
れ
て
お
り
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
対
す
る
課
題
意
識
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
モ
ー
ド
で

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
、
仕
事
の
話
の
中
に

も
、
実
は
「
幼
い
頃
か
ら
あ
る
、
デ
ザ
イ
ン

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
」
と
い
う
、
自
身
の
本

音
モ
ー
ド
に
帰
属
す
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
、対
話
の
中
で
気
づ
い
て
い
っ
た
。

「
や
は
り
自
分
の
本
音
モ
ー
ド
志
向
が
強
い

の
な
ら
、
も
っ
と
仕
事
や
日
常
の
中
に
、
自

身
の
本
音
モ
ー
ド
の
要
素
を
強
め
て
い
く
ほ

う
が
い
い
の
か
な
と
、
今
ふ
と
思
っ
た
ん
で

す
よ
ね
。
デ
ザ
イ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
充

実
感
の
も
と
で
も
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え

る
と
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
モ
ー
ド
で
考
え

て
い
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
と
、
自
身
の
本

音
モ
ー
ド
で
考
え
て
い
る
こ
と
の
両
立
に
、

も
っ
と
取
り
組
ん
で
も
い
い
の
か
な
と
思

う
」
と
語
っ
た
。

　

対
立
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
た
2
つ
の
モ

ー
ド
を
、
創
造
的
に
統
合
す
る
方
向
へ
向
か

う
べ
き
だ
と
気
づ
き
始
め
た
の
だ
ろ
う
。
こ

う
し
た
統
合
感
覚
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結

末
近
く
で
生
じ
や
す
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
語

っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
の
結
び
つ
き

が
、
よ
り
高
次
の
「
ま
と
め
方
」
へ
昇
華
し

た
状
態
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
創
造
的
統
合
が
生
じ
や
す
い
質

問
と
し
て
は
、
将
来
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
自
然
に
想
像
さ
せ
る
こ
と
が
効

果
的
だ
。例
え
ば
、「
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、

将
来
役
に
立
つ
よ
う
な
、
そ
う
い
う
見
方
が

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
い
っ
た
、
新
し

い
考
え
が
未
来
に
役
立
つ
イ
メ
ー
ジ
を
想
像

す
る
よ
う
な
提
案
だ
。
提
案
の
後
に
は
必
ず

話
し
手
側
の
反
応
が
あ
り
、
話
し
手
の
創
造

性
発
揮
を
促
す
よ
う
だ
。

キ
ャ
リ
ア
に
展
望

見
出
す
一
助
に

　

こ
れ
ら
キ
ャ
リ
ア
統
合
を
促
す
4
つ
の
質

問
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
一

方
法
と
し
て
も
利
用
で
き
る
だ
ろ
う
。
冒
頭

触
れ
た
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
肯
定

的
な
意
味
や
価
値
を
見
出
せ
て
い
な
い
ミ
ド

ル
た
ち
が
、
自
ら
キ
ャ
リ
ア
の
統
合
を
実
現

し
、
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
明
る
い
展
望
を

見
出
し
て
い
く
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

特
に
対
話
を
展
開
し
て
い
く
際
、
4
つ
の

質
問
を
意
識
し
て
お
く
と
便
利
だ
。例
え
ば
、

上
司
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
部
下
に

キ
ャ
リ
ア
面
談
を
行
う
と
き
、
ま
ず
「
一
皮

む
け
た
経
験
」
を
聞
き
出
し
た
上
で
、
現
在

や
将
来
の
課
題
と
結
び
直
し
て
み
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。「
そ
れ
は
い
い
経
験
だ
っ
た

ね
。
今
回
取
り
組
ん
だ
仕
事
と
ど
う
関
係
が

あ
る
だ
ろ
う
？ 

今
の
課
題
と
ど
う
関
連
す

る
だ
ろ
う
か
？
」
こ
ん
な
質
問
を
重
ね
て
み

る
こ
と
が
有
効
だ
ろ
う
。

谷
口
智
彦（
た
に
ぐ
ち
・
と
も
ひ
こ
）

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社（
J
T
）経
営
企
画
部　

青
山
学
院
大

学
大
学
院
非
常
勤
講
師
、明
星
大
学
非
常
勤
講
師
。
1
9
7
3
年
、

大
阪
府
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
修
了
（
経
営

学
博
士
）。
J
T
で
は
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
研
修
企
画
な
ど
を

担
当
し
て
き
た
。
著
書
は『
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
と
学
習
』（
白
桃

書
房
）な
ど
。

※
一
皮
む
け
た
経
験 

ア
メ
リ
カ
のC

enter for C
reative 

Leadership

（
C
C
L
）
と
い
う
教
育
機
関
が
、
1
9
1
名

の
経
営
幹
部
か
ら
過
去
の
重
要
な
経
験
を
聞
き
だ
し
、
6

1
6
個
の
経
験
と
1
5
4
7
個
の
教
訓
を
抽
出
し
た
こ
と
が

始
ま
り
。
経
験
は
い
く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
た
。

課
題
、
人
と
の
か
か
わ
り
、
修
羅
場
な
ど
で
あ
る
。
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『
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
キ
ャ
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ア
と
学
習
│
│

コ
ン
テ
ク
ス
ト
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
仕
事
経
験
分

析
』白
桃
書
房
、
2
0
0
6
年



C

M

Y

K

特集1　W88_37

更なる成長への処方箋

37 Jun.-Jul.  2008

CASE 4

変
革
力
備
え
た
ミ
ド
ル
育
成
へ

若
手
時
代
か
ら
実
践
力
を
開
発

東
京
電
力

東京電力株式会社

●事業内容：電気事業を中心としたエネルギ
ーのトータルサービス
●本店所在地：東京都千代田区
●設立年：1951年
●従業員数（単体）：3万8108人
                         （2007年3月期）
●売上高（単体）：5兆150億円
                      （2007年3月期）

　

東
京
電
力
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
の
高

津
浩
明
氏
は
、
自
社
の
人
材
能
力
を
こ
う
分

析
す
る
。「
当
社
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
構
築
す
る
、
新
規
顧
客
を
開
拓
す
る
と

い
っ
た
機
会
が
、
全
社
的
に
は
少
な
い
業
態

で
あ
り
、社
員
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
う
ち
、

『
変
革
力
』
が
弱
く
な
り
が
ち
だ
と
思
い
ま

す
。

　

保
守
的
と
も
い
え
る
人
材
特
性
は
、
巨
大

な
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
・
安
定
運
用

を
続
け
る
中
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
で
あ

り
、
業
務
の
根
幹
が
こ
こ
に
あ
る
限
り
、
よ

い
意
味
で
今
後
も
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
変
革
力
が
弱
く
て
い
い
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
日
々
同
じ
作
業
の

繰
り
返
し
に
埋
没
せ
ず
、
業
務
を
改
善
し
仕

事
を
変
革
し
て
い
く
力
、
問
題
の
原
因
に
つ

い
て
『
な
ぜ
』
を
掘
り
下
げ
根
本
的
に
解
決

す
る
力
は
、
絶
対
に
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
」

　

課
題
発
見
・
解
決
能
力
が
、
特
に
問
わ
れ

る
ミ
ド
ル
世
代
に
な
っ
て
か
ら
、
急
に
そ
の

能
力
を
身
に
つ
け
、
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
は
難
し
い
。
そ
う
考
え
る
同
社
で
は
、

若
い
う
ち
か
ら
課
題
発
見
・
解
決
能
力
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
「
実
践
力
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
。
2
0
0
6
年
度
か
ら

若
手
・
中
堅
技
術
者
を
対
象
に
導
入
し
た
。

　

19
～
22
歳
の
ス
テ
ッ
プ
1
、
23
～
26
歳
の

ス
テ
ッ
プ
2
、
27
～
30
歳
の
ス
テ
ッ
プ
3
と

約
10
年
間
に
3
回
（
学
部
卒
以
上
の
場
合
は

2
回
）
の
研
修
を
経
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
と

な
る
。対
象
者
約
5
0
0
0
人
の
約
34
％
が
、

08
年
1
月
末
ま
で
に
該
当
ス
テ
ッ
プ
の
受
講

を
済
ま
せ
た
。

研
修
と
職
場
で
の
実
践

密
接
に
連
携
さ
せ
る

　

日
常
の
業
務
に
不
可
欠
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
や
技
術
力
と
は
異
な
り
、「
問
題
発
見
・

解
決
能
力
」
を
高
め
る
機
会
は
、
特
に
若
手

に
と
っ
て
、
職
場
の
中
だ
け
で
は
充
分
と
は

い
え
な
い
。
育
成
は
お
の
ず
と
O
F
F
─

J
T
に
よ
っ
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が

集
合
研
修
な
ど
O
F
F
─
J
T
だ
け
孤
立
し

た
取
り
組
み
で
は
、
学
ん
だ
こ
と
が
ス
キ
ル

と
し
て
定
着
し
に
く
い
。現
場
の
業
務
改
善
・

業
績
向
上
に
も
直
結
し
な
い
と
い
う
欠
点
も

指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
「
実
践
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

は
、O
F
F
─
J
T
＝
集
合
研
修
と
、O

 

J

 
T

 

＝
職
場
実
践
と
を
密
接
に
連
携
さ
せ
、
受
講

者
本
人
が
成
長
実
感
を
得
ら
れ
、
部
署
の
業

績
向
上
に
も
つ
な
が
る
点
に
工
夫
を
こ
ら
し

て
い
る
。「
研
修
」
と
「
業
務
」
の
垣
根
を

取
り
払
い
、
仕
事
の
現
場
に
密
着
し
た
取
り

組
み
と
い
え
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
事
前
学
習
・
集
合
研
修
・

職
場
実
践
が
一
連
の
も
の
と
し
て
体
系
化
さ

れ
て
い
る
点
だ
。

　

事
前
学
習
で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
参
考
に
し

な
が
ら
自
分
の
職
場
で
の
問
題
点
（
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
）
を
見
つ
け
て
お
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
問
題
点

を
明
確
化
し
、
解
決
に
向
け
て
必
要
な
要
素

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
10
日
間
の
集
合
研

修
の
あ
ら
ま
し
と
な
る
。

　

例
え
ば
「
後
輩
へ
の
機
器
の
操
作
の
指
導

が
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
い
う
問
題
が
事
前

学
習
で
挙
が
っ
た
と
す
る
。
集
合
研
修
で
そ

の
原
因
や
解
決
策
を
グ
ル
ー
プ
で
議
論
す
る

中
か
ら
、「
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
新
人
に
と

っ
て
は
『
読
め
ば
わ
か
る
』
も
の
に
は
な
っ

て
い
な
い
」と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

こ
う
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、「
新

人
に
わ
か
り
や
す
い
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
」
が
具
体
的
解
決
策
と
し
て
設
定
さ
れ
る

と
い
う
具
合
だ
。

「
グ
ル
ー
プ
は
原
則
6
人
以
内
で
、
意
図
的

に
部
署
の
異
な
る
者
を
組
み
合
わ
せ
て
い

る
。
議
論
の
テ
ー
マ
は
、
課
題
発
見
・
解
決

能
力
に
関
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、『
チ
ー

執行役員
総合研修センター所長
高津浩明氏

【図表3】実践力開発プログラムの全体像

出典：東京電力提供の資料をもとに編集部で作成

出向いて後押し

・動機づけ
・習得確認

受講者

上司

コースマスター 職場訪問などによる実践
状況確認、変容度・成果確認

自助努力

半期ごとにチェック
フィードバック

集合研修 職場実践

集合研修

上級指導者研修

成果物

行動変容

職場実践

受講者／上司双方の観点で実践状況を確認
不活発な場合は、
指導／好事例紹介などで後押し

支援

取材・文／根村かやの
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ム
へ
の
貢
献
』
の
よ
う
に
対
人
間
関
係
能
力

に
関
す
る
も
の
も
含
み
、
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
10
日
間
で
一
気
に
実
施
す
る
と
い
う
の

は
、
こ
れ
ら
テ
ー
マ
の
一
体
性
を
体
得
し
て

ほ
し
い
か
ら
で
す
」（
高
津
氏
）

　

10
日
間
の
集
合
研
修
を
終
え
た
後
の
職
場

実
践
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
要
部
分
と

も
い
え
る
。
先
の
例
で
い
え
ば
、
職
場
に
戻

っ
た
受
講
者
が
、
業
務
の
ひ
と
つ
と
し
て
実

際
に
「
新
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
操
作
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
」
に
取
り
組
む
。
で
き
あ
が

っ
た
新
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
個
人
お
よ
び
部
署

の
成
果
物
と
し
て
評
価
さ
れ
、
業
務
改
善
そ

の
も
の
と
な
る
わ
け
だ
。

　

職
場
実
践
の
支
援
体
制
と
し
て
は
、
第
一

に
、
受
講
者
の
上
司
が
2
日
間
の
「
上
級
指

導
者
研
修
」
を
受
講
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意

図
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
必
要
な
事
項
を
学

ぶ
。
こ
れ
だ
け
で
も
「
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
職
場
で
実
践
し
よ
う
と
し
た
が
、
上
司
な

ど
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と

は
起
き
に
く
く
な
る
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
コ

ー
ス
マ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
研
修
セ
ン
タ
ー

の
社
員
が
、
定
期
的
に
受
講
者
の
職
場
に
出

向
い
て
状
況
や
成
果
を
確
認
、
実
践
が
活
発

で
な
い
場
合
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
や
好
事
例
の

紹
介
な
ど
で
後
押
し
す
る
。

同
テ
ー
マ
の
研
修
受
講
で

部
下
と
上
司
が
課
題
共
有

　

受
講
者
と
上
司
が
同
テ
ー
マ
の
研
修
を
受

講
す
る
こ
と
で
課
題
が
共
有
さ
れ
、
そ
れ
を

媒
介
と
し
て
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
活
性
化
す
る
と
い
う
副
次
効
果
も
得
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、上
級
指
導
者
研
修
は
、部
下
の
「
実

践
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
同
時
期
に
同
じ

研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
。
研
修
の
様
子

を
見
た
上
司
が
、「
そ
ん
な
こ
と
ま
で
考
え

て
い
た
と
は
感
心
だ
」「
意
外
に
議
論
を
リ

ー
ド
す
る
力
が
あ
る
な
」
な
ど
と
、
知
ら
な

か
っ
た
部
下
の
一
面
を
知
り
、
評
価
を
改
め

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

職
場
実
践
は
、
数
カ
月
か
ら
1
年
以
上
に

わ
た
り
続
く
。

　

受
講
者
の
上
司
に
よ
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対
す
る
評
価
は
、「
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル

を
活
用
し
て
い
る
（
行
動
変
容
）」
が
71
％
、

「
ス
キ
ル
を
活
用
し
成
果
を
上
げ
て
い
る
、

課
題
が
完
結
し
て
い
る
」
が
14
・
5
％
、
と

な
っ
て
い
る
。

「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
に
よ
り
、
将
来

の
課
題
解
決
能
力
と
意
欲
に
富
む
人
材
の
育

成
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

（
高
津
氏
）

は
じ
め
て「
課
題
」が
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

　

入
社
2
年
目
の
06
年
に
「
実
践
力
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（
ス
テ
ッ
プ
2
）
を
受
講
し
た
梅

川
健
治
氏
に
話
を
聞
い
た
。

　

新
宿
支
社
地
中
送
電
保
守
グ
ル
ー
プ
に
所

属
す
る
梅
川
氏
は
、
担
当
す
る
業
務
で
感
じ

て
い
た
問
題
意
識
を
も
と
に
「
地
中
送
電
線

の
防
災
対
策
」
に
か
か
わ
る
課
題
を
設
定
し

た
。

「
事
前
学
習
の
段
階
で
は
別
の
課
題
を
考
え
て

い
ま
し
た
。
で
す
が
集
合
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
や
、
実
現
性
や
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
、

上
司
と
も
相
談
し
て
、
部
門
を
越
え
た
広
が

り
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
テ
ー
マ
に

変
更
し
ま
し
た
」

「
課
題
を
見
つ
け
ろ
」
と
は
入
社
当
初
か
ら

言
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
が
、

「
正
直
な
と
こ
ろ
、
課
題
を
見
つ
け
る
具
体
的

な
方
法
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
梅
川
氏
。「
研
修
で
、
課
題
発
見
の
前
段
階

と
し
て
『
技
術
や
経
済
・
経
営
な
ど
環
境
・

状
況
の
変
化
の
観
察
』
が
重
要
だ
と
学
び
、

は
じ
め
て
、『
課
題
』
が
発
見
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
課
題
発
見
・
解
決
能
力
」
と
並
ん
で
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
的
と
し
て
い
る
の
が
、「
対

人
関
係
能
力
」
の
向
上
だ
。
こ
の
面
で
も
梅

川
氏
は
成
果
を
実
感
し
て
い
る
と
い
う
。「
職

場
に
戻
っ
て
か
ら
、
上
司
や
同
僚
、
他
部
署

や
他
社
の
担
当
者
な
ど
の
協
力
が
非
常
に
得

や
す
く
な
っ
た
」
と
い
う
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

周
囲
の
人
々
が
突
然
協
力
的
に
変
わ
る
わ
け

は
な
く
、
梅
川
氏
自
身
が
「
相
手
の
立
場
を

ど
う
理
解
す
る
か
」「
ど
の
よ
う
に
話
を
も
っ

て
い
け
ば
相
手
は
協
力
し
や
す
い
か
」
と
い

電力流通本部　工務部
地中送電グループ
副主任
梅川健治氏

う
よ
う
な
方
法
論
を
身
に
つ
け
、
実
践
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

　

各
所
に
協
力
を
あ
お
い
で
調
査
や
試
験
を

積
み
重
ね
、
職
場
を
訪
れ
た
コ
ー
ス
マ
ス
タ

ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
な
が
ら
、
数
カ
月

を
か
け
て
報
告
書
に
ま
と
め
た
。

「
こ
の
課
題
に
限
ら
ず
、
仕
事
に
お
け
る
成

果
が
大
き
く
的
確
に
な
り
、
評
価
さ
れ
る
機

会
も
多
く
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
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ミ
ド
ル
の「
成
長
実
感
」を
高
め
る

大
久
保
幸
夫
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
所
長
）

ま
と
め

　

ミ
ド
ル
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
分
析
し
た

豊
田
研
究
員
の
デ
ー
タ
を
見
て
い
て
、
大
き

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
仕
事
と
の
関
係
領
域
で
の
コ
ア
・
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る「
仕
事
自
体
の
楽
し
み
」

や
、自
我
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
領
域
の
コ
ア
・

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
仕
事
で
の
成
長

実
感
」
に
お
い
て
、
ミ
ド
ル
の
ス
コ
ア
が
、

ジ
ュ
ニ
ア
や
シ
ニ
ア
よ
り
も
は
っ
き
り
と
低

か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ミ
ド
ル
の
活
性
化

は
多
く
の
企
業
が
指
摘
し
て
い
る
人
事
課
題

だ
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
い
と
い
う
こ

と
は
、
す
べ
て
の
原
点
と
な
る
問
題
の
よ
う

に
思
え
る
。

　

ミ
ド
ル
期
は
典
型
的
な
キ
ャ
リ
ア
の
過
渡

期
で
あ
る
。
一
メ
ン
バ
ー
か
ら
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
へ
と
立
場
が
変
わ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
多
様
な
経
験
を

積
む
と
こ
ろ
か
ら
、
ひ
と
つ
の
明
確
な
ゴ
ー

ル
を
見
据
え
て
自
分
の
専
門
性
を
高
め
る
、

「
プ
ロ
」
の
段
階
へ
と
変
わ
る
。
さ
ら
に
分

析
心
理
学
の
創
始
者
で
あ
る
ユ
ン
グ
が
い
う

と
こ
ろ
の
「
人
生
の
正
午
」
を
迎
え
、
価
値

観
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、
残
さ
れ
た
時
間
や

自
分
の
能
力
に
対
し
て
有
限
性
を
自
覚
す
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
人
生
の

節
目
（
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）
を
う
ま
く
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
仕
事
へ
の
満
足
感
や

人
生
の
幸
福
感
を
実
感
で
き
な
い
で
い
る
の

で
は
な
い
か
と
、心
配
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

何
が
成
長
実
感
を

左
右
す
る
の
か

「
仕
事
で
の
成
長
実
感
」
が
何
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
て
い
る
か
、
デ
ー
タ
を
分
析
（
※
）

し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①
シ
ニ
ア
や
ジ
ュ
ニ
ア
と
比
較
し
て
の
、
仕

事
負
担
感
に
関
す
る
不
満
は
、
成
長
実
感
に

マ
イ
ナ
ス

　

多
く
の
成
果
期
待
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は

経
験
の
機
会
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
に
捉
え
て
し
ま
う
と
成
長
実
感
に
マ
イ

ナ
ス
に
作
用
す
る
。
ミ
ド
ル
に
多
く
の
職
務

期
待
が
集
中
し
て
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
は
た
く
さ
ん
の
項
目
を
設

定
し
、
ど
れ
か
で
成
果
を
上
げ
て
く
れ
れ
ば

い
い
と
い
う
運
用
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。

②
キ
ャ
リ
ア
展
望
が
あ
る
と
成
長
実
感
に
プ

ラ
ス

　

昇
進
欲
求
が
あ
る
、
現
在
の
会
社
で
定
年

ま
で
勤
務
す
る
と
考
え
て
い
る
、
将
来
に
向

け
て
自
分
の
社
内
で
の
行
く
末
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
、
な
ど
の
項
目
が
成
長
実
感
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
先

の
キ
ャ
リ
ア
を
き
ち
ん
と
提
示
し
て
あ
げ
る

こ
と
。
も
し
選
択
肢
が
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
を

見
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
ろ
う
。

③
ジ
ュ
ニ
ア
の
う
ち
に
多
く
の
成
功
・
失
敗

体
験
を
積
ま
な
い
と
成
長
実
感
に
マ
イ
ナ
ス

　

バ
ブ
ル
期
採
用
世
代
の
特
徴
と
し
て
、
成

功
・
失
敗
体
験
を
積
む
機
会
に
恵
ま
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な

体
験
の
少
な
さ
は
、
や
は
り
成
長
実
感
に
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

④
育
成
責
任
が
あ
る
部
下
の
人
数
が
多
い
ほ

ど
、
ま
た
部
下
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
処
を

期
待
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
成
長
実
感
に
プ
ラ

ス
　

や
は
り
部
下
を
持
ち
、
部
下
の
面
倒
を
見

る
こ
と
は
成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
で
き
れ
ば
早
い
う
ち
に
そ
の
よ
う
な
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【図表】ミドルの成長実感は何に左右されるか

部
下
（
も
し
く
は
育
成
責
任
を
持
つ
後
輩
）

を
持
た
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
い
い
の
だ
ろ

う
。

⑤
労
働
時
間
が
少
な
す
ぎ
（
週
当
た
り
労
働

時
間
45
時
間
未
満
）ず
、
ま
た
多
す
ぎ（
60
時 

間
以
上
）
な
い
と
き
に
、
最
も
成
長
実
感
が

あ
る

　

適
度
に
忙
し
い
状
態
が
ベ
ス
ト
。
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
統
計
分
析
の
結

果
、
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

に
過
ぎ
な
い
が
、
ど
れ
も
「
確
か
に
そ
う
か

も
し
れ
な
い
」と
納
得
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。

逆
に
い
え
ば
、
何
で
も
ミ
ド
ル
に
期
待
し
て

先
の
昇
進
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
示
さ
ず
、
若

い
と
き
は
型
に
は
ま
っ
た
仕
事
を
さ
せ
て
、

部
下
は
あ
ま
り
つ
け
ず
、
長
時
間
労
働
さ
せ

れ
ば
、ミ
ド
ル
は
自
然
と
成
長
実
感
を
失
い
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
デ
ー
タ
を
見
て
い
て
気
が
つ

い
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
ま
り
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ

ャ
ー
期
間
が
長
す
ぎ
る
と
、
成
長
実
感
は
下

が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ド
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
昇
進
し
て
か
ら
シ
ニ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
昇
進
す
る
ま
で
は
、
平
均
し
て

6
・
7
年
と
い
う
調
査
結
果
（
人
材
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
調
査
）
が
出
て
い
る
。
そ
の
年
数
を

超
え
る
と
徐
々
に
成
長
実
感
は
下
が
っ
て
い

く
の
だ
。
6
年
以
内
で
は
成
長
実
感
に
つ
な

が
っ
て
い
た
要
素
も
7
年
以
上
で
は
そ
う
で

な
く
な
る
。
特
に
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

で
あ
る
場
合
は
そ
の
下
が
り
方
が
著
し
い
。

　

事
実
、
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
期
間
が
長
く

な
っ
て
い
る
企
業
で
は
、「
ミ
ド
ル
の
活
性

化
」「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
採
用
」

を
課
題
に
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ミ
ド

ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
適
正
期
間
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

ミ
ド
ル
の
活
性
化
は

総
合
的
な
人
事
課
題

　

ミ
ド
ル
が
成
長
実
感
を
持
て
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
し
か
し
、
言
う

は
易
し
で
、
実
際
に
取
り
組
む
に
は
、
多
く

の
問
題
に
同
時
に
手
を
つ
け
る
必
要
が
あ

る
。

　

ま
ず
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
職
務
を
見
直

す
こ
と
。
そ
れ
は
シ
ニ
ア
と
の
差
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
あ
り
、
ミ
ド
ル
の
中
に
も
い
く

つ
か
の
タ
イ
プ
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
ミ
ド
ル
の
次
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
複
数
作

る
こ
と
。
ミ
ド
ル
か
ら
シ
ニ
ア
、
そ
し
て
経

営
ボ
ー
ド
へ
の
道
を
明
確
に
し
つ
つ
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
道
や
、
職
務
負
荷
や
待
遇
が
軽
め
の
道

な
ど
を
作
る
こ
と
だ
ろ
う
。
プ
レ
イ
ン
グ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
移
行
も
課
題
に
な
り
そ
う

だ
。
そ
し
て
、
部
下
人
数
の
設
計
や
組
織
階

層
の
明
確
化
な
ど
、
一
旦
フ
ラ
ッ
ト
化
で
進

め
た
改
革
の
功
罪
を
検
証
す
る
こ
と
。
昇
進

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
会
を
削
減
し
た
場
合

に
は
、
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施

策
が
効
い
て
い
る
か
ど
う
か
も
検
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
労
働
時
間
の
適
正
化

な
ど
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。

　

結
局
ミ
ド
ル
の
活
性
化
を
考
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
事
課
題
に
手
を
つ
け

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
だ

け
本
質
的
で
あ
り
、
大
き
な
問
題
な
の
だ
ろ

う
。

　

バ
ブ
ル
の
精
算
が
終
わ
り
、
や
っ
と
中
長

期
の
視
点
で
も
の
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
必
然
と
し
て
、
ミ
ド

ル
の
問
題
が
浮
上
し
て
き
た
と
い
え
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

※
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
2
0
0
7
・
個
人
編
の
う
ち
、
ミ

ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
対
象
に
実
施
し
た
調
査
（
n
＝
1
0
3
0
）

を
も
と
に
、「
十
分
成
長
し
て
い
る
」「
成
長
し
て
い
る
」
と
い

う
回
答
を
成
長
実
感
あ
り
と
み
な
し
、
こ
れ
を
目
的
変
数
と
し

た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析
に
か
け
た
。

上司・部下を
比較して不満あり

＜意識＞

＋

ミドルの
成長実感

定年までの
勤務意向あり上昇志向あり

将来展望あり

週労働時間
45～60時間 年齢

ミドル昇進までに
成功・失敗経験が

少ない

部下のメンタル
ヘルス対処が

期待されている

育成責任をもつ
部下人数が多い

−

＋

＋

＋ −

＋ −

＋

＜環境＞




